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಄図版１　平安京左京三条四坊十三町跡・三条せと物や町跡　遺物ר

１　҆土౧ࢁ時ʙߐ戸時ͷ出土遺物
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಄図版２　周山城跡　遺構ר

１　郭５北面・西面石垣（北西から）
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಄図版３　周山城跡　ଌྔࣸਅר

１　石垣ཱ面Φϧιଌྔࣸਅ（1ɿ200）

ᕳ㢌図版.indd   5 2022/02/22   20:07:52



１　石垣ฏ面Φϧιଌྔࣸਅ（1ɿ250）
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１　１区北壁断面（南から）

２　２区北壁断面（南から）

図版̏　　ฏ҆ࡾژࠨژ࢛ेࡾொɾࡾͤͱொ　Ҩߏ

１　２区第１面全景（南から）

２　２区拡張部落込み45遺物出土状況（北西から）

図版̐　　ฏ҆ࡾژࠨژ࢛ेࡾொɾࡾͤͱொ　Ҩ

１　１・２区出土瀬戸黒茶碗

２　２区落込み45出土信楽焼水指（蓋）

図版̑　　ฏ҆ࡾژࠨژ࢛ेࡾொɾࡾͤͱொ　Ҩ

１　２区落込45出土遺物

図版６　　നՏ֗۠　Ҩߏ

ゝ࣭┠ḟ.indd   4ی 2022/02/22   20:08:20



ʵWʵ

１　第１面全景（北から）

２　第２面全景（北から）
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１　第３面全景（北から）

２　土取り底及びSK140・141（北東から）

３　SX134出土遺物

４　第２面掘り下げ時出土遺物
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１　２区第１面全景（北から）

２　２区第１面溝21・柱列（東から）
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１　１区第２面全景（南から）

２　１区第２面土坑検出状況（北西から）
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１　調査区全景（北から）
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１　堀４・造成肩６全景（南東から）

２　SX２断面（南西から）

３ SX２断面（南から）

４　2区東辺段差断ち割り状況（北東から）
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１　郭５北面・西面石垣（北西から）

２　郭５西面石垣・郭６石塁（西から）
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１　郭５北面石垣（北東から）

２　郭６北側石塁上面（西から）

３ 郭６北側石塁（西から）

図版 14　　पࢁ　Ҩߏ

１　郭６北側石塁西面と北面石垣（西から）

２　郭６北面石垣折れ部分（北西から）
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ᶗ　ฏ҆ٶཪֲճ࿓跡・ᡉָ遺跡

１．調査経過

（１）調査ʹࢸΔܦҢ

調査地は上京区中町486�9にあたり，周知

の埋蔵文化財包蔵地である，平安ٶ跡及びᡉָ

遺跡に該当する。ここに個人ॅ兼共同ॅݐ

ઃが計ըされ，令和３年７月30日に文化財保

。法ୈ93条ୈ１߲に基ͮくಧ出が行われたޢ

これに対し文化財保ޢ՝は，計ըෑ地が内裏内

郭南面回࿓の推定地にあたることから，遺構の

遺存状況を把握する必要があると判断し，国庫

補ॿによる発掘調査を指ಋした。

（２）調査ͷܦҢ

調査区は廃土置き場などを確保するために南北に分けた（１・２区）。ෑ地中央から北側に東西

約８ｍ，南北約６ｍの１区，中央から南側に東西約８ｍ，南北約4.6ｍの２区をઃ定した。また，調

査のਐ展に合わせて１区と２区の間に֦張区をઃけた。調査面積は合計で約88㎡である。なお，１

区は回࿓から֎郭にかけて，２区は֎郭までの空ؓ地にあたる（図２）。

調査は2021年９月３日よりࡐػൖ入などの४備を開始し，６日からػց掘削により現代土を

আڈした。調査区北西隅で地山を確認し遺構面と認ࣝしたが，ほ΅全域が土取りであることが明ら

かになった。９月14日に１区の埋めし及び２区をػց掘削により現代土のআڈを行ったとこ

ろ，地山ϒϩοクを含むඇৗにߗく締

まった面を確認した。この面を整地面と

認ࣝして調査をਐめたが，１区と同様に

土取りであることが明らかになった。土

取穴のଯ積状況を把握するために２区南

端を断ׂった。また，１区と２区の土取

りの関を把握するため１区南東から２

区北東にかけて֦張した（֦張区）。９月

30日から10月１日にかけて２区を埋め

し，同月６日に調査を終えた。

跡�平安宮跡࢙
（内裏跡）

跡�平安宮跡࢙
（ேಊӃ跡）

聚楽遺跡

聚楽第跡
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２．遺　跡

（１）ཧతڥ

内裏は京都ຍ地北部に位置し，ધ岡山から南へ張り出す丘陵地のઌ端部に置かれている。調査地

周辺は೪土やγルτが基൫となり，特にԫ色からԫ色をఄすਫ਼良なγルτࠞじりの細࠭（ᡉָ

土）が分ްくଯ積していることから，ߑ水のඃを受けにくい土地であったとされている１）。

当該地は北側及び西側隣接地より一ஈく，最大で約２ｍの高差がある。この高差は北側の

下立ച通が近世以降の主要道࿏であり，道࿏に面した土地が繰り返し利用されることによってް

く造成されたためと考えられる。下立ച通に面した調査51では，現況地表下約0.7ｍで中世ߞ作

土，1.1ｍ（標高46.4ｍ）で平安時代の遺構面を検出しており，中世以降の造成を裏付ける。

ڥత࢙ྺ（２）

内裏は平安ٶ中央やや東よりに位置する。ٶ内のॾ施ઃの中で最もૣく造Ӧがਐみ，天ߖが

ભ御した延ྐྵ13年（794）10月22日には成していたとされる。ཅ明文庫などにわる「内裏

図」によれ，内裏は֎郭築地と内郭回࿓の二重構造で区ըされ，内郭にはࢵሑ఼やਔण఼，ৗೡ

఼などが置かれた。֎郭は東西73ৎ（約219ｍ），南北100ৎ（約300ｍ）あり，内郭はͻと回

り小さい東西57ৎ（約171ｍ），南北72ৎ（約216ｍ）と考えられている２）。

天ಙ４年（960）９月23日にએཅ門からの出Րにより，内郭のݐ物がほ΅全焼する。直͙に新

造工事が開始され，ཌ年（961）には再ݐされた。以後，内裏は安ః元年（1227）の焼失までに

図６　２۠ຒ͠（ೆから）

図４　作業風景（౦から）

図５　１۠ຒ͠及び２۠ॏ۷ػ（ೆ౦から）

図３　調査前全景（ೆから）

ෆෆ㒌ᅇᗯⓎ᥀㸰࣮๐㝖ᚋࠉ␒ྕᨵኚࠉಟṇ.indd   2 2022/02/22   19:56:08



－3－

े数回のጶࡂと再ݐを繰り返す。内裏の再ݐはՐࡂ後からおおよそ２年以内には行われていたが，

天６ت年（1058）の焼後の再ݐには13年もの月日を要し（延久３年（1071）再ݐ），߁和２年

（1100）の再ݐは焼から18年経過している。また，保元２年（1157）に౻原通ݑ（信西）に

よって内裏・大極఼Ӄ・ேಊӃなどのٶ内の主要施ઃが再ݐされ，後നՏ天ߖが75年ぶりにؐ

した。ཌ年にଈ位した二条天ߖも一୴内裏に入るが，平治の乱によりཬ内裏にભる。文治５年

（1189）３月13日には，後നՏ法ߖがݯ頼ேに内裏の修造を命じ，同年12月3日には成するが，

後ௗ羽天ߖは内裏にؐせずに，平安京内のཬ内裏にৗॅする。内裏にはّࣜなどが行われる際に

のみෝき，ঃ々に内裏がّࣜ・ّྱの場としてのҙຯをڧめていく。

ঝ久元年（1219）７月13日には後ௗ羽上ߖが内裏の昭ཅࣷをॅډとしていたݯ頼ໜを討ち，そ

の際にਔण఼が放Րされた。ཌ年（1220）には再ݐが開始し，఼ࣷ門࿓の上౩を行うが，ঝ久の

乱により中断する。その６年後の安ః元年に京内で出ՐしたՐࡂが造Ӧ్中の内裏に及び，以後再

。されることなく廃ઈするݐ

ڪには「在京御家人ɺ令ंԟ反བ中事ɺຢ不ጨ大内ᢜ以内野用അ場事ɺґ有ଖ『ڸ࠺ޗ』

可停止೭༝ɺ今日ඃڼ下」（『ڸ࠺ޗ』天福元年（1233）ޒ月े日条）とあり，ٶ内（大内）が

「内野」とݺれ，അ場として用される野原となっていたことが記録されている。ただし，ग

門やଠ官・真言Ӄなどではّྱなどがࣥり行われており，一部の施ઃはҡ࣋されている。多くの

施ઃが再ݐされずߥ廃した平安ٶ内（内野）であったが，中世を通して国家的ّࣜྱࡇの重要な場

として認ࣝされ続けている。

天正14年（1586），豊臣秀吉が「内野」にᡉָୈを築城すると，その周辺に大໊ෑや町家が

集められ，「内野」の再開発が始まる。文禄４年（1595）にᡉָୈがഁ٫されるが，ܚ長８年

（1603）にಙ川家߁によって二条城が築城されると，その北側に西国支配の最高ػ関である京都所

代下ෑ（以下，下ෑと称す。）地となる。ま࢘代が置かれる。なかでも内裏の一部は，京都所࢘

た，17世紀初頭の京都の様相をඳいたとされる「京都図ሯ風」には，下立ച通・出水通が内野に

延長され，道࿏に面して町家がݐち並んでいる。その後のֆ図には「内野」の至る所に道࿏がෑઃ

され町家がݐち並ぶ様相がඳかれており，都市化がਐんでいく様相が分かる。

ͷ調査（ਤ̓・ද１）ॅط（３）

これまでに内裏跡及びその周辺で実施された調査成果については図７・表１にまとめた。本અ

では，回࿓跡に関わる調査について述べる。

これまでに回࿓跡及びॾ門跡に関する調査は30箇所（2�１〜３，３，12，13，17�1・2，37，

42，57，67�1〜3・12〜14，73，78，92，101，105，107，108，132，136，133，159，

170，172）で実施されている。初めて回࿓に関する遺構が確認されたのは，1963年に下立ച通

で行われた下水道工事に伴う立会調査である（調査２�2・3）。２地点でڽփྻؠ（基ஃ化হ）とڽ

փྻؠに並するߔ（Ӎ落ߔ），基ஃ土などを検出するとともに，これらの遺構が隣接地に展開し

ていることが明らかにされた。この成果を受け，1969年にڽփྻؠを確認した地点の南側ෑ地に
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図７　周辺の調査位置図（1：1,500）
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調査
൪߸ 推定地 ํ๏

߸ه 調査（ؔػ）・ؒظ ओཁ遺ߏ・遺物 උߟ จݙ

1 ඈ߳ࣷ
（南） 掘ࢼ 1�60���20

ڠݹ	 
 ฏ҆ͷ １

2

西面回࿓
ཱձ 1�63��ʙ64�3　

ڠݹ	 
 ฏ҆લظͷجஃ・Ӎ落溝ɼू石遺ߏ ஃ西ԑ・東ԑɼج
物ॴ西Ӎ落溝࡞  １

3 ൃ掘
1�6��2�10ʙ20�
1�73���4ʙ��2�����

（ڠݹ）
ฏ҆ظޙͷجஃ・Ӎ落溝ɼதੈͷෑ石列

西面ճ࿓جஃ西ԑɼ
ஃ෯͕ج 10�5N と
ਪఆ

２

４ 南֎郭 ൃ掘 1�74�7　　　　　
　　（՝ޢอࢢ） (-�1�35N ·Ͱ土取݀ ３

５ འ林
（南） ൃ掘 1�74�7�25ʙ

��10�　（ฏത） ฏ҆લظͷ東西溝 འྛ南側溝 ４

６ 北֎郭
（֎） 掘ࢼ 1�76�11��ʙ20 (-�0��N ·Ͱ土ɼதۙੈͷ土ྨث 31

̓・
̔ 南ఉ ൃ掘

1�77�10�13ʙ20
1�7��1�17ʙ
2�15���������

ฏ҆ظޙͷू石遺ߏɼߐ戸ظޙͷҪ戸・土坑
ಸྑ時ͷ遺物 5・31

̕ ֎郭 �
内郭

ཱձ
)K22 1�7��6�7ʙ��24����� ฏ҆時遺物แؚ 31

10 後ྋ఼ ཱձ
)2013 1�7��4�7　　��� ʵ ６

11 ऻ๕ࣷ ཱձ
)2031� 1�7��4�17・1����� (-�1�02N Ͱฏ҆ͷ柱݀・土坑・ڽփؠ

ฏ҆લظʙதظͷ土נ・ྨث ６

12 南面回࿓ ൃ掘 1��0�1�5ʙ14 (-�0�7 ̼Ͱฏ҆ظޙͷجஃ・石溝ɼ�0��6 ̼
Ͱ柱݀ 南面ճ࿓҉ڎ ̓

13 東面回࿓ ཱձ
)2533 1��0�2�23���　� ʵ ６

14 東֎郭 ཱձ
)2556 1��0�3�4�　　��� ʵ ６

15 北֎郭
（֎）

ൃ掘
)K;0 1��0�4�14ʙ26� (-�1�2N Ͱۙੈからݱʹか͚ͯͷҪ戸・土坑 ̔

16 南֎郭
築地

ཱձ
)26 1��0�4�1����　� ʵ ̕

17 東面回࿓
−ਐ物所 ཱձ 1��0�11�12ʙ

1��1�2�6�　　
ߏෑ͖遺נ 	17�1�
ɼڽփؠ 	17�2・3・4�
ɼ石
溝 	�17�� ５・6
ɼ溝状遺ߏ 	�17�7�


郭東面ճ࿓جஃ・
ɼਐ物ॴと҆
ↇ఼ͷؒͷ溝ɼ҆
ↇ఼西溝

31

1�
य़ڵ఼
（西）

ཱձ���
)2002 1��1�4�7��　　　���� 土ͷみ 10

1� 南֎郭
（֎）

掘ࢼ
)2017� 1��1�5�25　��　 (-�0��N Ͱฏ҆தظͷ土坑１ج 10

20
北֎郭
（֎）

ཱձ
)2020� 1��1�5�2���　　　 土ͷみ 10

21 南ఉ ཱձ����
)2030 1��1�7�13�� 土ͷみ 10

22 འ林 ཱձ
)2032 1��1�7�2�　��� 検出ͳ͠ 10

23 西֎郭 ཱձ
)207�� �1��2�3�11　�� 土ͷみ 10

24 東֎郭
（֎）

ཱձ
)20�1 1��2�3�24　�　 土ͷみ 10

25 南֎郭
築地 ൃ掘 1��2���4ʙ12

(-�0�1 ʙ 0�4 ̼Ͱฏ҆ͷ遺物แؚɼ�0�3 ʙ 0�6
̼Ͱࢁɼฏ҆લظޙ・ظͷ土坑ɼۙੈͷ土取
݀

ಸྑʙฏ҆ͷ土ث
ྨɼฏ҆土അ出土 11

26 એཅ఼ ཱձ
)2047 �1��2���27・30 土ͷみ 12

27 ఼ᷪ߂ ཱձ
)206�� �1��3�1�10��　� 土ͷみ 12

2� ొ華఼
（北西） 掘ࢼ �1��3�3�7ʙ1��������� ฏ҆લظͷ溝 	 ෯ 0��ɼਂ͞ 0�15 ̼ 
ɼฏ҆ͷ土

坑
ന土Λృͬͨ土ࢣ
出土͕ث 13

2� 安ↇ఼ ཱձ
)20�7� 1��3�3�30����� 土ͷみ 12

30 桂๕
（南）

ཱձ
)2010 1��3�5�2������ 土ͷみ 14

31 桂๕ ཱձ
)202�� �1��3���30����� 土ͷみ 14

表１　周辺調査一ཡ表
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32
འ林

立会
)2056 1983�12�12     土のみ 14

33 立会
)2062 1984�1�26・27        土のみ 15

34 
昭ཅ北ࣷ

立会
)2014 1984�7�14     　 土のみ 15

35 立会
)2016 1984�7�23   　  ८回時工事終了 15

36 ঝ఼߳
（南）

立会
)2045 1984�11�6     ८回時工事終了 15

37 ঝ明門 発掘 1984�12�14 〜
1985�1�21 

ಸ良の୦穴ݐ物，平安の門・地遺構・ന࠭の
হ土，安土౧山の門，江ށの井ށ・土

ঝ 明 門 関 連 遺 構・
家ෑの門 17

38 ঝ఼߳
（西）

立会
)2070 1984�12�24      土のみ 15

39 西֎郭 立会
)2039 1985�8�5       土のみ 16

40 桂๕ 立会
)2059 1985�10�18　　 ८回時工事終了 16

41 華๕ 立会
)2065 1985�11�6・7・14 検出できず 16

42 南面回࿓ 立会
)2087

1986�1�24・25・
30 

(-�0.3 ｍ以下江ށ・時期不明の包含，�0.55m
でڽփؠ 4 個 18

43 西֎郭 立会
)2090 1986�1�31 〜 2�4 ֧乱のみ 18

44 ఼ܠྷ 立会
)2016 1986�6�10       土のみ 18

45 南֎郭
（֎）

立会
)2034 1986�9�5       土のみ 18

46 華๕ 立会
)2046 1986�10�21 土のみ 18

47 એ༾఼ 掘ࢼ
)2009 1987�5�15 (-�0.24m で江ށの整地 19

48 એ༾఼
（西）

立会
)2028 1987�7�9 土のみ 19

49 ৗೡ఼ 掘ࢼ
)2034 1987�8�4

(-�0.5m で平安後期の遺物包含，�1.1m 以下
で平安中期の遺物包含，�1.5m 以下でڽփؠ
残ܽを多量に含む

19

50 ొ華఼
（東） 発掘 1987�8�12 〜 9�12 (-�0.2 ｍで江ށのப穴・井ށなど，中世の土

（)�47.72 ｍ），平安中期のߔ・土（)�46.76 ｍ）
天ಙ４年のՐࡂॲ
理土 20�1

51 蔵人所
町 発掘 1987�8�24 〜 9�30 

(-�0.3 ｍで江ށの土・ப穴，�0.7 ｍで中世ߞ
作土（)�46.8 ｍ），�1.1 ｍで平安中期の礎石ݐ物，
前期の基ஃ状の高まり，石ෑӍ落ߔ，ߔ

蔵人町関遺構
（) ʹ 46.4 〜 46.5） 20�2

52 ሑ఼ࢵ 立会  
)2054 1987�9�29  　　　 検出できず 19

53 西֎郭
築地

掘ࢼ
)2089

1987�10�30 〜
11�11   　　　　 

(-�1.0m で南北ߔ 2 条及び築地状整地，（ߔ
幅 1.8d2.0 ｍɺਂさ 0.4 ｍ），平安の土器類・瓦 19

54 南ఉ 掘ࢼ
)2066 1987�11�9  　　 (-�0.7m で江ށの整地・土 19

55 南֎郭
築地

掘ࢼ
)2069 1987�12�7  　　 (-�0.5m 以下，江ށの遺物包含 19

56 北֎郭
（֎）

立会
)2078 1988�1�21   　　 検出できず 21

57 西面回࿓ 立会
)2088 1988�2�26  　　 土のみ 21

58 北ࣷܠ॔
	 南 


立会
)2096 1988�3�25　　   検出できず 21

59 西֎郭 発掘 1988�5�12 〜 6�2  (-�0.2d0.3 ｍで平安の土５基を検出，平安の
土器・瓦 22

60 南֎郭
（֎）

立会
)2043 1988�8�6  　　　 (-�0. 15m 以下，平安・江ށの遺物包含各１，

平安の整地 21

61 桂๕ 立会
)2047 1988�8�22   　　 土のみ 21

62 北֎郭
（֎）

掘ࢼ
)2057 1988�9�21　　 検出できず 21

63 ৗೡ఼
（東）

立会
)2088 1989�2�27　　　 土のみ 23

64 ඈ߳ࣷ 立会
)2090 1989�3�23　　　   掘削なし 23
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65 東֎郭 立会
)2015 1989�5�31　　  土のみ 23

66 ࣷܠ॔
（南）

立会
)2019 1989�6�7 (-�0.3m 以下，江ށの遺物包含 23

67
東面・西
面回࿓・
作物所・
ਐ物所

立会 1989�8�3 〜 9�30 
　　　　

基ஃ状遺構 	 67�3・12 
，石ෑ遺構 	 67�2
，Ӎ
落ߔ状遺構 	 67�5
，Րࡂॲ理土 	67�4 
，ന
࠭の化হ土 	 67 �6 d8
，土器ཷり 	 67�9・13
， 
ڎ҉ 	 67�10 
，石ෑӍ落ߔ 	 67�1
抜取ؠփڽ，
穴 	 67�12
ؠփڽ， 	 67�14
，整地 	 67�1


遺構検出地点につ
いては，文 55 を参
র

24・55

68 華๕ 立会
)2045 1989�9�25  土のみ 23

69 ٖ華ࣷ
（北）

立会
)2048 1989�10�4   　　 土のみ 23

70 華๕
（南）

立会
)2052 1989�10�19 土のみ 23

71 北ࣷܠ॔
（南）

・掘ࢼ
発掘 

)2073
1990�1�31・2�13
〜 26 (-�1.4 ｍで平安の土・集石遺構 25�1

72 北֎郭 立会
)2004 1990�4�9    　　 土のみ 25�2

73 北面回࿓ 立会
)2021 1990�5�28  　　 土のみ 25�2

74 南ఉ 立会
)2056 1990�9�5　　 検出できず 25�2

75 南֎郭
築地

立会
)2057 1990�9�7   　 土のみ 25�2

76 ৗೡ఼
（北）

立会
)2069 1990�10�22　　 (-�0.53m 以下，時期不明の遺物包含 25�2

77 ৗೡ఼
（南）

立会
)2078 1990�11�15  土のみ 25�2

78 西面回࿓ 立会
)2014 1991�4�16    　 検出できず 26

79 य़ڵ఼ 立会
)2082 1991�6�4   　　　 土のみ 26

80 華๕ 立会
)2150 1991�7�31 　　 土のみ 26

81 南ఉ 立会
)2232 1991�10�15 　  土のみ 26

82 એ༾఼
（東）

立会
)2061 1992�5�15・19                土のみ 27

ࣷܠ॔ 83
（西）

立会
)2178 1992�8�26・27       土のみ 27

84 南֎郭
（֎）

立会
)2321 1992�12�24      土のみ 27

85 ሑ఼ࢵ
北東

立会
)2412 1993�3�19       土のみ 28

86 西֎郭 立会
)2160 1993�8�2       ८回時工事終了 28

87 འ林
（南）

立会
)2230 1993�9�24・10�5 検出できず 28

88 南֎郭
（֎）

立会
)2246 1993�10�5・12　 (-�0.34m にて平安の遺物包含 28

89
華๕

立会
)2264 1993�10�20・21       土のみ 28

90 立会
)2302 1993�11�17・19       土のみ 28

91 ඈ߳ࣷ 立会
)2327 1993�12�2       土のみ 28

92 西面回࿓ 発掘 1994�6�1 〜 7�4
(-�0.55 ｍで平安後期の遺物包含，�0.9 ｍで
平安中期の基ஃ・石ྻ・Ӎ落ߔ・焼土，平安
前期の基ஃ・Ӎ落ߔ（)�46.7 ｍ）

回࿓基ஃと内側の
２時期の変ભとߔ
埋状ଶを確認

30

93 य़ڵ఼
（南）

立会   
)2283 1994�10�5 〜 14 (-�1.13m で平安初頭〜後期の遺物包含 29

94
南֎郭
（֎）

立会
)2394 1994�12�12      土のみ 29

95 立会
)2393

1994�12�13・14・
26 1995�1�5       

(-�0.25m 以下，平安前期の遺物包含，整地，
土，平安前期〜中期の遺物包含 32

96 北ࣷܠ॔ 立会
)2494 1995�3�8・24 　 (-�1.28m で江ށの遺物包含 32
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97 西֎郭 立会   
)2185 1995�8�1・2 土のみ 32

98 蔵人所
町

立会       
)2251 1995�9�19・20     土のみ 32

99 後ྋ఼
（北）

立会   
)2271 1995�10�6・9 土のみ 32

100 東֎郭 立会
)2156 1996�7�5 (-�0.35m まで土 33

101 北面回࿓ 立会
)2179 1996�7�29・31 (-�0.3m で時期不明の遺物包含 33

102 ఼ܠྷ 立会
)2288 1996�10�9　　　 (-�0.2m まで土 33

103 東֎郭
（֎）

立会
)2495 1997�3�5・6　　 (-�0.3m まで土 34

104 南֎郭
（֎）

立会
)2533 1997�3�27・28　 (-�0.9m まで色ట࠭礫ࠞりの無遺物か 34

105 東面回࿓ 立会
)2205 1997�8�11 　 ८回時工事終了 34

106 東֎郭
（֎）

掘ࢼ
)227 1997�12�8　　　 ᡉָୈ堀跡かʁ，平安の軒瓦，近世の土器 35

107 門ًݰ 立会
)2433 1998�2�3 　    (-�0.2m まで土 36

108 南面回࿓ )2451 1998�2�16　　　 (-�0.4m まで土 36

109 འ林
（南） 掘ࢼ 1999�3�26　　　 

（市保ޢ՝）
ਂさ 1.5m 以上，幅 2.7m 以上の南北方向の堀状
遺構 . 一部，(-�1.0 ｍでᡉָ土（地山） ᡉָୈ西堀 38

110 એཅ఼ 立会
)2072 1999�5�28　　　 (-�0.34m で近世の遺物包含 37

111 य़ڵ఼
（北西）

立会
)2084 1999�6�8 〜 11   (-�0.35 ｍで地山，(-�0.92m で近世の遺物包含

 37

112 桂๕ 立会
)2088 1999�6�14・15　 ८回時工事終了 37

113 南֎郭
（֎）

立会
)2335 1999�12�15　　 (-�0.25m で色࠭礫 37

114 蔵人所
町家

立会 
)2263 2000�12�1 　　 (-�0.2m まで土 39

115

北֎郭
（֎）

立会
)2108 2001�7�2 〜 23 ८回時工事終了 40

116 立会
)2109 2001�7�2 〜 23 ८回時工事終了 40

117 立会
)2110 2001�7�2 〜 23 ८回時工事終了 40

118 立会
)2147 2001�8�3　　 (-�0.2m まで現代土 40

119 南֎郭
（֎）

立会
)2260 2001�11�13 〜 16 ८回時工事終了 40

120 ඈ߳ࣷ 立会
)2387 2002�3�12 　　　 (-�0.26m で時期不明の遺物包含 41

121 南֎郭
築地

立会
)2106

2002�7�2・3 15・
16 　      　 (-�0.3m で時期不明の整地 41

122 南ఉ 立会   
)2373 2005�3�4，7 〜 9 (-�0.55m まで土 42

123 南֎郭
（֎）

立会
)2409 2006�2�22　   (-�0.36m まで土 43

124 ఼ܠྷ 立会
)2245 2006�9�1     　　 (-�0.3m まで土 43

125 蔵人所
町

立会   
)2260 2006�9�8・11 (-�0.14m で江ށ後期の遺物包含 43

126 ః؍఼
（北）

立会
)2417 2006�12�11　　 (-�0.37m まで土 43

127 南ఉ 立会    
)2068 2008�6�2 〜 5    　 (-�1.22m まで土 44

128 ሑ఼ࢵ 掘ࢼ
ᶺ 33

2008�6�30    　　
（市保ޢ՝） (-�2.3m まで江ށ〜現代土 45

129 南֎郭
（֎） 発掘 2009�1�27 〜 2�26 (-�0.1 〜 0.5m で平安中・後からח時代の

整地（)�45.5 ｍ） 48�1

130 南֎郭 発掘 2009�6�22 〜 7�3 (-�2.4m 以上土取穴 48�2

131 ৗೡ఼
（南）

 掘ࢼ
/P.29

2009�7�10　　　
（市保ޢ՝） (-�2m まで掘削，近世以降の֧乱 47

ෆෆ㒌ᅇᗯⓎ᥀㸰࣮๐㝖ᚋࠉ␒ྕᨵኚࠉಟṇ.indd   8 2022/02/22   19:56:09



－9－

132 北面回࿓ 立会
)2295 2009�11�2 ८回時工事終了 46

133 南面回࿓ 立会
)2409 2010�2�9  　　　    (-�0.24m まで土 49

134 ਔण఼ 掘ࢼ
/P.1

2010�3�5　　　　
（市保ޢ՝） (-�0.95m で平安の整地 50

135 蔵人所町
（西）

立会   
)2028 2010�4�21     (-�0.3m で近代以降の遺物包含 49

136 ࣷܠ॔
（東）

掘ࢼ
/P.31

2011�12�8　　  　
（市保ޢ՝） (-�2.0d2.3m まで土 51

137 南֎郭
築地

立会
)2406 2012�3�13    (-�0.27m で色࠭ట 52

138 昭ཅ北ࣷ
（西）

立会
)2040 2012�5�10 (-�0.35m まで土 52

139 ग器఼
（北東）

立会   
)2116 2012�6�29   ८回時工事終了 52

140 એ༾఼
（北東）

立会
)2224 2012�9�19  (-�0.4m まで土 52

141 南ఉ 立会    
)2024

2014�4�17     　　 
（市保ޢ՝） (-�0.2m まで土 53

142 ః؍఼
（北）

立会
)2123

2014�7�4 　　　
（市保ޢ՝） (-�0.2m まで土 53

143 ඈ߳ࣷ 立会
)2332

2014�12�3 〜 5・8 
（市保ޢ՝） (-�1.0m まで土 53

144 東֎郭 立会
)2027

2015�4�14     　　
（市保ޢ՝） (-�0.4m まで土 54

145 南北−東
西ԣ断

立会
)2092

2015�5�19・20・
22・28    　　    　

（市保ޢ՝）
(-�1.0m まで土 54

146 東֎郭−
西֎郭

立会
)2120

2015�6�9・16・
18・22・26      　

（市保ޢ՝）
(-�1.2m まで土，�1.3 ｍまで色γルτ 54

147
ొ華఼・
఼ᷪ߂

発掘 2015�6�29 〜 8�17

(-�0.6 ｍで近世の整地，�0.7 ｍで近世初頭の
整地，�0.85 ｍでחの整地，�0.95 ｍで平
安後期の整地，�1.05 ｍで基൫，平安前期の
平安後期の基，ߔ物跡，平安中期以降のӍ落ݐ
ஃ状高まり

ొ華఼Ӎ落ߔ
（)�47.8 ｍ） 55

148 立会
)2356

2015�11�24・25 
12�11・14 〜 18・
21・24 　　　　　 

（ 市保ޢ՝）
(-�1.04 ｍまで土 54

149 ٖ՚ࣷ
（北）

立会
)2032

2016�4�21  
（市保ޢ՝） (-�0.2m まで土 56

150 書఼ߍ 立会
2281

2016�9�12・14 　 
（市保ޢ՝） (-�0.58m まで土 56

151 ఼ᷪ߂ 立会
)2405

2016�11�22 〜 28 
（市保ޢ՝） ८回時工事終了 56

152 後ྋ఼
（北東）

立会
)2406

2016�11�24 　   　
（市保ޢ՝） (-�0.17m まで土 56

153 འ林
（西）

立会
)2416

2016�11�29 〜
12�1  （市保ޢ՝） (-�0.8m まで土 56

154 ग器఼
（南）

掘ࢼ
ᶺ 1

2017�2�10 
（市保ޢ՝） (-�0.5m で平安の遺物包含 	 整地か 
 58

155 立会
)2007

2017�4�5 　　　 
（市保ޢ՝） (-�0.2m まで土 57

156 南֎郭 立会
2463

2017�12�4      　　 
（市保ޢ՝） (-�0.45m まで土 57

157 南֎郭 立会
)2011

2018�4�9     　　  
（市保ޢ՝） (-�0.15m 〜 0.26m で҉色ట࠭ 59

158 འ林 立会
)2017

2018�4�10 〜 20    
（市保ޢ՝） (-�0.7m まで土 59

159 南面回࿓ 立会
)2080

2018�5�14  　　　  
（市保ޢ՝） (-�0.4m まで土 59

160 འ林 立会
)2097

2018�5�22       　　
（市保ޢ՝） ८回時工事終了 59

161 華๕
（南）

立会
)2344

2018�10�17     　　
（市保ޢ՝） (-�0.5m まで土 59

162 འ林 立会
)2357

2018�10�24 〜
11�7  （市保ޢ՝） (-�0.6m まで土 59

163 འ林
（南）

立会
)2383

2018�11�7・8   　
（市保ޢ՝） (-�0.4m まで土 59
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164 後ྋ఼ 立会
)2413

2018�11�28・29   
（市保ޢ՝） (-�0.4m まで土 59

165 南֎郭
（֎）

立会
)2425

2018�12�6・7 　　 
（市保ޢ՝） (-�0.42m でにぶいԫ色ట࠭ 59

166 ग器఼
（南）

立会
)2590

2019�3�22    　　 
（市保ޢ՝） (-�0.5m まで土 60

167
南ఉ

立会
)2067

2019�5�22・23   
（市保ޢ՝） (-�0.5m まで土 60

168 立会
)2068

2019�5�22 〜 27   
（市保ޢ՝） (-�0.4m まで土 60

169 昭ཅ北ࣷ
（北）

立会
)2080

2019�5�27     　　
（市保ޢ՝） (-�0.2m まで土 60

170 南面回࿓ 発掘 2019�7�29 〜
11�14（市保ޢ՝） 平安後期の石組ߔ（)�46.2 ｍ） 南面回࿓҉ڎ 61

171 南֎郭 立会
)2386

2019�11�6      　
（市保ޢ՝） (-�0.2m まで土 60

172 西面回࿓ 立会
)2579

2020�2�19      　
（市保ޢ՝） (-�0.65m まで土 62

จݙ（ද１　ཪൃ掘調査Ұཡදͷจݙ൪߸ʹରԠ）

１　大石良ࡐ「平安ٶ内裏ᅿの調査」『平安ത物館ڀݚ紀要』ୈ３ा 	財
။ 1971 年ڠ代ላݹ

２　ҏ౻ݰ三ほか「平安ٶ内裏内郭㕩࿓推定地の調査」『平安ത物館ڀݚ紀要』ୈ３ा 	財
元真ߕ，။ 1971年ڠ代ላݹ

　　　೭ほか「平安ٶ内裏内郭㕩࿓跡ୈ２࣍調査」『平安ത物館ڀݚ紀要』ୈ６ा（財）ݹ代ላڠ။1976年  

３　ֿ川හ夫『平安ٶ跡』京都市埋蔵文化財年࣍報告1974�ᶗ 京都市文化؍光ہ文化財保ޢ՝ 1975年

４　寺島一ほか「平安ٶ推定内裏འ林跡発掘調査の֓要」『ݹ代文化』ୈ27 רୈ11 ߸　（財）ݹ代ላڠ။1975 年

５　平田ହ『平安京跡発掘調査֓報』京都市埋蔵文化財ڀݚ所֓報集1978−ᶘ 	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所 1978年

６　京都市文化؍光ہ『京都市内遺跡ࢼ掘・立会調査報告 国庫補ॿによるࢼ掘・立会調査報告 昭和54年度』 1980年

７　上村和直「ᶠ平安ٶ内裏内郭回࿓跡」『平安京跡発掘調査֓要 文化ி国庫補ॿ事業による発掘調査の֓要 』京都市文

　　　 化؍光1980 ہ年　

８　ү辺উ「平安ٶས本Ӄ跡」『平安京跡発掘調査報告 昭和55年度』京都市埋蔵文化財調査ηンター 1981年

９　	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所 『京都市内遺跡ࢼ掘・立会調査報告 昭和55年度』京都市埋蔵文化財ηンター 1981年

10　	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所 『京都市内遺跡ࢼ掘ɺ立会調査֓報 昭和56年度』京都市文化؍光1982 ہ年

11　大矢義明ほか「ୈ１ষ内裏֎郭跡」『平安京跡発掘調査֓報 昭和57年度』京都市文化؍光1983 ہ年

12　	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所『京都市内遺跡ࢼ掘立会調査֓報 昭和57年度』 京都市文化؍光1983 ہ 年

13　平尾「２ 内裏内郭回࿓跡」『昭和57 年度 京都市埋蔵文化財調査֓要』	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所 1984 年

14　	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所『京都市内遺跡ࢼ掘立会調査֓報 昭和58年度』京都市文化؍光1984 ہ年

15　	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所『京都市内遺跡ࢼ掘立会調査֓報 昭和59年度』京都市文化؍光1985 ہ年

16　	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所『京都市内遺跡ࢼ掘立会調査֓報 昭和60年度』京都市文化؍光1986 ہ年

17　ക川光ོ「ᶚ平安ٶ内裏」『平安京跡発掘調査֓報 昭和60年度』京都市文化؍光1986 ہ 年

18　	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所『京都市内遺跡ࢼ掘立会調査֓報 昭和61年度』京都市文化؍光1987 ہ年

19　	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所『京都市内遺跡ࢼ掘立会調査֓報　昭和62年度』京都市文化؍光1988 ہ年

20�1　丸川義広・ླ木久உ「 ᶚ平安ٶ内裏（1）」『昭和62年度 平安京跡発掘調査֓報』	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所    

　　　1998 年

20�2　ക川光ོ「ᶛ 平安ٶ内裏（2）」『昭和62年度 平安京跡発掘調査֓報』	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所 1998 年

21　	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所 『京都市内遺跡ࢼ掘立会調査֓報 昭和63年度』京都市文化؍光1989 ہ年

22　伸・ླ木久உ「ᶙ平安ٶ内裏」『平安京跡発掘調査֓報 昭和63年度』京都市文化؍光1989 ہ年

23　	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所『京都市内遺跡ࢼ掘立会調査֓報 平成元年度』京都市文化؍光1990 ہ年

24　Տ村խষほか「ᶘ平安ٶ跡」『平成元年度 京都市埋蔵文化財調査֓要』財ஂ法人京都市埋蔵文化財ڀݚ所 1994 年

25�1　家崎治「ᶙ 平安ٶ内裏跡（元年度)273）」『京都市内遺跡ࢼ掘立会調査֓報　平成２年度』京都市文化؍光ہ 

　　　1991 年

ਪఆ（　）はྡからのํ֯をࣔす。
会　平博：平҆博物館ڠֶݹ
財	：ڠݹ　՝ޢ՝：京都市文化財อޢ関　ແ記ೖ：（財）京都市ຒଂ文化財研究所　市อػ
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25�2　	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所『京都市内遺跡ࢼ掘立会調査֓報　平成２年度』京都市文化؍光1991 ہ 年

26　	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所『京都市内遺跡立会調査֓報 平成3年度』京都市文化؍光1992 ہ 年

27　	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所『京都市内遺跡立会調査֓報 平成4年度』京都市文化؍光1993 ہ 年

28　	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所『京都市内遺跡立会調査֓報 平成5年度』京都市文化؍光1994 ہ 年

29　	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所『京都市内遺跡立会調査֓報 平成6年度』京都市文化؍光1995 ہ 年

30　山本խ和「ᶗ 平安ٶ内裏内郭回࿓」『京都市内遺跡発掘調査֓報 平成6年度』京都市文化؍光1995 ہ 年

31　	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所『平安ٶᶗ』京都市埋蔵文化財ڀݚ所調査報告ୈ131995 年

32　	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所『京都市内遺跡立会調査֓報 平成7年度』京都市文化市ຽ1996 ہ 年

33　	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所『京都市内遺跡立会調査֓報 平成8年度』京都市文化市ຽ1997 ہ 年

34　	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所『京都市内遺跡立会調査֓報 平成9年度』京都市文化市ຽ1998 ہ 年

35　അ智光「ᶘ平安ٶ跡・ᡉָୈ跡 ᶺ27，60」『京都市内遺跡ࢼ掘調査֓報 平成9年度』京都市文化市ຽ1998 ہ 年

36　	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所『京都市内遺跡立会調査֓報 平成10年度』京都市文化市ຽ1999 ہ 年

37　	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所『京都市内遺跡立会調査֓報 平成11年度』京都市文化市ຽ2000 ہ 年

38　അ智光「ᶘ平安ٶ跡・ᡉָୈ跡 ᶺ1」『京都市内遺跡ࢼ掘調査֓報 平成11年度』京都市文化市ຽ2000 ہ 年

39　	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所『京都市内遺跡立会調査֓報 平成12年度』京都市文化市ຽ2001 ہ 年

40　	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所『京都市内遺跡立会調査֓報 平成13年度』京都市文化市ຽ2002 ہ 年

41　	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所『京都市内遺跡立会調査֓報 平成14年度』京都市文化市ຽ2003 ہ 年

42　	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所『京都市内遺跡立会調査報告 平成17年度』京都市文化市ຽ2006 ہ 年

43　	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所『京都市内遺跡立会調査報告 平成18年度』京都市文化市ຽ2007 ہ 年

44　	財
京都市埋蔵文化財ڀݚ所『京都市内遺跡立会調査報告 平成20年度』京都市文化市ຽ2009 ہ 年

45　堀大ี「ᶘ�2 平安ࢵٶሑ఼跡・ᡉָ遺跡ᶺ33」『京都市内遺跡ࢼ掘調査報告 平成20年度』京都市文化市ຽ2009 ہ 年

46　	財
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おいて発掘調査が行われ，道࿏から連続するڽփྻؠと基ஃ，Ӎ落ߔを検出した（調査３）。ڽփ

は地෴石と羽目石からなる基ஃ化হで，地෴石が３個，羽目石が７個残されていた。地෴石にྻؠ

ある羽目石用のܽきࠐみと羽目石の位置が一கしないこと，基ஃ土に焼土と土器・瓦片が含まれ

ていることから，基ஃがݐ期のものではないと推測している。また，調査２�1・３で検出したڽ

փؠ （ྻ基ஃ化হ）が基ஃ西ԑに，調査２�2で検出したڽփྻؠが基ஃ東ԑにあたるとし，基ஃ幅

が10.5ｍ（˺約3.5ৎ）であると定した。西面回࿓は調査92でも良な状ଶの基ஃ東ԑとӍ落

にあっていることのඃࡂを検出し，調査２と同様に基ஃが修築されていること，天ಙ４年にՐߔ

が確認された。また，西面回࿓の内郭側のӍ落ߔが，側面と底部にՏ原石をෑいた構造であること

も明らかになった。さらに，調査12において南面回࿓をԣ断するための҉ڎとなることが明らか

にされている。東面回࿓は調査17�1，67�3で基ஃ東西྆ԑ（ڽփؠ），67�2でӍ落67�1，17�2，ߔ

で基ஃ整地土と瓦ෑ遺構，南面回࿓は調査42において基ஃ化হと推測されるڽփྻؠを確認して

いる。北面回࿓はこれまでにًݰ門を含めて，明確な遺構は確認されていない。

回࿓中央にઃけられた門のうち，南門にあたるঝ明門は発掘調査によって基ஃ北ԑӍ落ߔと地

遺構が確認されている（調査37）。Ӎ落ߔは新２چ時期あり，چ時期のߔがڽփؠの切石を並べ

たもので，平安ٶݐ期に比定されている。新時期はچ時期よりも北側に0.6ｍҠಈしており平安

時代中期後に修造されたと考えられている。また，Ӎ落ߔの北側で時期の異なる４基の地遺構

が確認されている。遺構は南北一直線に並び，ີ教法۩などが出土した。なお，内郭回࿓は平城ٶ

と同じく౩ےに築地をもつ複࿓で，築地の基底幅４ई（˺1.2ｍ），྆ப間８ई（˺2.4ｍ），合計

20ई（˺６ｍ）で෮元されている３）

�．遺　構（図̔～11・図版１）

ຊংج（１）

現地表は南側で標高45.18ｍ，北側で標高45.6ｍと北から南へ؇やかに傾ࣼする。また，றं

場であったことからෑ地全域にްさ0.3ｍのࡅ石がෑかれている。基本ংは１区が北น，２区が

南นを代表として述べる。

１区は地表下0.7ｍで近世整地，1.0ｍで土取穴２埋土，1.45ｍで明ԫ色γルτの地山とな

る。また，調査区北西端のみ現代土直下の地表下0.56ｍで地山となる（図９�１区西น6�1）。

地山はփԫ色，にぶいԫᒵ色，明ԫ色γルτと下位に向かってঃ々に土色が変化する。

２区は地表下0.25ｍで近世整地，0.75ｍで土取穴５埋土上，1.6ｍで土取穴５埋土下，

1.1〜2.4ｍで地山となる。なお，土取穴については，掘削ਂ度がਂく安全面を考ྀして掘してい

ない。
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図８　調査۠平面図（1：60）
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（２）遺ߏ

̍۠

ۙੈ　１区全域で検出した整地である。土取穴２・５を෴うようにଯ積する。18〜19

世紀頃の遺物が出土した。

ϐοτ̍　１区北西で検出したピοτである。径0.18ｍ，ਂさ0.1ｍで地山を掘りࠐむ。遺物が

出土しなかったことから時期は不明であるが，南面回࿓基ஃ上に位置していることから，回࿓に関

わる遺構の可能性がある。

औ݀̎　１区のほ΅全域で検出した土取穴である。平面形は不定形で，調査区北西隅と北東隅

の一部で地山を確認した。埋土に地山ϒϩοクが含まれている。１区西นの地山（図９�１区西น

６）が当該地周辺に分布するいわΏる「ᡉָ土」であることから，「ᡉָ土」を採取するための

土取穴と判断した。なお，北側隣地と約２ｍの高差があるため，安全面を考ྀして部分的な掘削

に留めた。また，֦張区をઃけて，土取穴５との関を検討しところ土取穴５上との連続性を確

認できたことから，土取穴２と５は同一の遺構である可能性が高い。
表２　遺構概要表

時 遺ߏ උߟ

戸時ߐ ɼ土坑３・４ɼ土取݀２・５

)�45�0N

)�44�0N

:��23264 :��23268

&
ੴࡅ8

ɾۙݱ

1
2

2

3 4 5 6 14
1516

18

8

9
10

11
13

12
17

̎۠ೆนஅ໘

19 20
2122

23

2425

26
2728

29303132
3435

7
36

36
33

1　  5:4�2փΦϦʔϒ৭ట࠭	ࠞ

2　  2�5:4�1ԫփ৭ట࠭	Խࠞ͡Δ
̡ ۙੈʳ
3　  10:35�2փԫ৭ట࠭	মࠞ͡Δ

4　  10:34�2փԫ৭ట࠭	ࢁϒϩοΫࠞ͡Δ

5　  10:34�3ʹͿ͍ԫ৭ట࠭	মϒϩοΫࠞ͡Δ

6　  2�5:8�6ԫ৭࠭టͱ10:33�2փԫ৭ట࠭
7　  7�5:34�2փ৭ట࠭	נɾমࠞ͡Δ


ϒϩοΫࠞ͡Δࢁ෦తʹ	փ৭ట࠭10:35�1  　8
৭γϧτʙట࠭ࠇ10:33�2  　9
10　10:37�6໌ԫ৭γϧτ	͕ࢁଳঢ়ʹଯੵ

11　2�5:5�3ԫ৭ట࠭
৭ట࠭ࠇ10:33�1　12
13　2�5:4�1ԫփ৭ట࠭
14　2�5:5�4ԫ৭ట࠭	ࠞ

15　2�5:5�3ԫ৭ట࠭	ࢁϒϩοΫࠞ͡Δ

16　10:35�4ʹͿ͍ԫ৭ట࠭
17　10:34�2փԫ৭ట࠭
18　10:34�3ʹͿ͍ԫ৭ట࠭	মϒϩοΫࠞ͡Δ


19　10:34�3ʹͿ͍ԫ৭࠭ట
20　10:35�4ʹͿ͍ԫ৭࠭ట
21　10:35�3ʹͿ͍ԫ৭γϧτ	মϒϩοΫࠞ͡Δ

22　10:34�2փԫ৭ట࠭	͔ۇʹࢁϒϩοΫࠞ͡Δ

৭γϧτʙట࠭ࠇ2�5:3�2　23
24　10:34�2փԫ৭ట࠭	ࢁϒϩοΫࠞ͡Δ

25　2�5:4�2҉փԫ৭ట࠭
26　2�5:4�3ΦϦʔϒ৭ట࠭
৭γϧτࠇ10:33�1　27
28　10:34�2փԫ৭࠭ట

ϒϩοΫࠞ͡Δࢁ	৭γϧτࠇ10:33�1　29

ࠞ	փ৭࠭ట10:34�1　30

ࠞ	৭࠭టࠇ10:33�1　31

ࠞ࠭	փ৭γϧτ10:35�1　32
33　5:5�1փ৭࠭ట	ࢁϒϩοΫࠞ͡Δ

34　10:37�6໌ԫ৭γϧτ̡ ࢁɾऔΓ୯Ґ ʁ͔r
35　5:7�4ઙԫ৭࠭
36　2�5:8�6ԫ৭γϧτ ʲࢁʳ

ʲऔ݀̑ʳ

ʲऔ݀̑ʳ

̌ ２̼

図10　２۠ೆน断面図（１：60）　
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̎۠

ۙੈ　１区から連続する整地である。ް約0.5ｍ以上である。

̏　調査区中央東端で検出した土である。土取穴５を掘りࠐむ。規模は南北２ｍ，東西

1.5ｍ以上で調査区֎に展開する。埋土は２に分でき，18〜19世紀頃の陶࣓器などが出土し

た。

̐　調査区北東隅で検出した土である。土取穴５を掘りࠐむ。規模は南北1.4ｍ以上，東

西1.0ｍ以上で，調査区֎に展開する。18〜19世紀頃の陶࣓器などが出土した。

औ݀̑　調査区全域で検出した土取穴である。調査区南東端から土３の底部にかけて࠭礫

の地山をଳ状に確認した。34（図10）が１区の地山（ᡉָ土）に類似していること，࠭礫の

地山をආけて掘削していることから，１区と同様に「ᡉָ土」の採取を目的とした土取穴と判断し

た。埋土のଯ積状況を؍するために，調査区南端に断ׂ区をઃけた。土取穴のਂさは埋土上場か

ら1.6ｍ（42.85ｍ）で，్中（43.6ｍ）に地山の立ち上がり（34）が確認でき，ଯ積状況が

34をڥにして異なる。上（図10�３〜28）は西から東に向けてࣼめにଯ積しているのに対

し，下（図10�29〜33）は水平ଯ積となる。また，྆ともに固く締まり，上は地山ϒϩο

クや焼土，平安時代の土ࢣ器片・瓦片・ڽփؠ片が多くࠞ在するのに対して，下は遺物が少なく

礫がࠞじる。ඈௗ〜ಸ良時代のਢܙ器，平安時代の土ࢣ器・瓦類，中世陶࣓器などが出土した。

４．遺　物

（１）遺物ͷ֓ཁ（ਤ11　ද３）

出土した遺物は整理箱にして５箱である。内༁は，土ࢣ器，ਢܙ器，陶࣓器，瓦類，ۚଐ製品，

角器などがある。１・２区ともに9〜11世紀と18〜19世紀代が中心で，前ऀの遺物は後ऀにࠎ

比べて小片が多い。また，土４・３は18〜19世紀代が中心であるのに対し，土取穴２・５は平

安時代の遺物が９ׂ以上をめる。

ۙੈ １は土ࢣ器4ࡼである。口径は9.2ᶲで14ஈ֊にଐする。

̏ɾ̐ ２は土ࢣ器ࡼAで３ஈ֊にଐする。３は施釉陶器の৪台である。底面にࢳ切ࠟが残

されている。４はછ付のࡼで高台に「福」が書かれている。

औ݀̎ɾ̑　５はਢܙ器伫である。把手が付き，内֎面にୟきのࠟ跡がある。ඈௗ〜ಸ良時代

時 ༰ ίϯςφ
ശ " ϥϯΫ # ϥϯΫ

ശ
$ ϥϯΫ
ശ

ඈௗʙಸྑ時 ਢثܙ ਢ１ثܙ

ฏ҆時 土ثࢣ・ਢྨנ・ثܙ・
石・土 土１ثࢣ

҆土౧ࢁʙߐ戸
時ޙ

ಃ࣓ث֯ࠎ・ث・ۚଐ


土ثࢣ 1 ɼࢪ࢈ࠃᬵಃث
２・ಃ࣓１ث

ܭ߹ � ശ ６（１ശ） 1 ശ ̓ശ

表３　遺物概要表

˞ίϯςナശの߹ܭはཧ後，Aϥϯク遺物のந出，٧Ί͠のͨΊ，出࣌ΑΓ４ശଟ͘な͍ͬͯる。
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－17－

にଐする。６は天目茶の底部である。

５．まとめ

最後に土取穴の特徴と時期を確認し，当

該地周辺の土地利用状況について検討す

る。

調査区の全域で検出した土取穴の底部の

標高は42.85ｍである。周辺では45.5ｍで

平安時代後期からח時代の整地（調査

129），46.2ｍで南面回࿓をԣ断する҉ڎを確認しており（調査170），土取りによって内裏の遺構

面が掘削されたと推測できる。

まࠐ４によって掘り・３調査区で確認した土取穴２・５は近世整地に෴われ，土྆　ظ࣌

れている。近世整地と土４・３からは18〜19世紀代の遺物が出土していることから，くと

も土取りが19世紀以前に行われたことになる。また，1区北นや２区南นを見る限り，土取穴埋土

と近世整地との間に土化はなく，土取りから整地までに時間的ִたりはほとんど無いと考

えられる。したがって，土取りは整地が施される少し前の18〜19世紀にかけて行われたと推測さ

れる。また，土取穴埋土はඇৗに固く締まり，上と下で埋めしの工法を変えるなど，土取り

後の土地利用に配ྀしている可能性がある。同様の事ྫは平安ٶ中和Ӄ跡の発掘調査においても

確認することができ，土取りとその後の土地利用が一連で行われていたことが分かる４）。

൞ঢ়ͷࢁͷߴ·Γ　２区南น34で確認した൞状の地山の高まりは，以下の２通りが推測で

きる。

ᶃ複数の作業൝が同時に土取りする際に掘削範囲が接する場所にੜじた掘り残し。

ᶄ１回の土取り作業範囲５）。

当該地周辺の発掘調査（調査４・130）で大規模な土取穴を確認していること，現地形が周辺よ

り一ஈくなっていることなどをצҊすれ，土取りが広範囲に及んでいた可能性が高い。土取り

作業の詳細な工程は不明であるが，土が品としてѻわれていた近世では土の採掘にはઐ門業ऀ

があたったとされる６）。このようなことから，広範囲の土取りに対して同時に複数の作業൝が入

された可能性があり，各作業൝に対して作業範囲（掘削量）が明示され，同時に掘削をਐめていく

なか作業範囲が接する場所に掘り残しがੜじ地山が状に残されたと定する。

一方，後 （ऀᶄ）は１൝による土取り作業範囲が地山の൞として残されたと推測する。この場合，

然に地山が掘り残されたとも考えられるが，土取り作業中に隣接した土取穴埋土が流入するこۮ

とを防͙ޮ果を期した可能性もある。

また，土取穴埋土に大量の平安時代の遺物と焼土，ڽփؠ片がࠞ在していることから，回࿓と֎

郭築地の空ؓ地に内裏のՐࡂ時にੜじた廃ࡐなどが廃غされた土が成立していた可能性が高い。

回࿓֎の空ؓ地に成立していた内裏Րࡂの廃غ土が，土取りの際に掘りىこされ，埋めし時に

1

5

4

2 3

6

̌ ５DN

図11　遺物実測図・Ө（1：4）
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－18－

再びغされたと定できる。なお，調査50で内裏のՐࡂ時にੜじた廃ࡐが，఼ࣷ付近の空ؓ地

に廃غされていたことを確認している。

ར༻ͷมભ　17世紀初頭の京都の様相をඳいたとされる「京都図ሯ風」には，日通と下

立ച通の南西側に「൘周防守ෑ」と記ࡌされている（図13�ᶃ）。൘周防守は൘重宗のこ

とで，この場所が所࢘代下ෑ地（以下，下ෑと称す）であったされている７）。また，元禄４年

（1691）に下ෑと周辺町家ڥにあった垣を塀に造りସえる際の町家ॅ人とのやり取りを記録

した文書に「（略）下立ച通にࣕはɺদ༿平吉࣋家೭裏行रޒ間三ईұ寸೭並ɺ同心ෑἬ西へ

見通γɺ間数೭御定ߌҝ御ଧඃ成ީஈɺྀ֎御成義ɺ町中よりਃ分少も無御ީ࠲（略）。」とあ

り８），下ෑの北限が下立ച通の南側の町家のڥであったことが分かる９）。このようなことから，

調査地点が下ෑの北端中央であったことが判明する（図13）。下ෑ内のݐ物をඳいた，ڗ保６

年（1721）「京都所࢘代ઍ本ෑֆ図」には約70ށの所࢘代配下の家ॅや長などがඳかれ

ているが，北側はᷮかに൪所や社఼などがݐてられている程度でほとんどが明（空）地となる（図

12）。したがって，調査地が18世紀中頃までほとんど利用されることがなかったと推測でき，本調

査において17 〜 18世紀前の出土遺物が極めて少ないこととූ合する。その後，天明６年

（1786）「བ中བ֎ֆ図」には下ෑの北側分が「御用地」となり（図13�ᶅ），ܚ応４年（1868）

「改正京町御ֆ図細見大成」には御用地の東側に「܊山ฮ」がݐてられる（図13�ᶆ）。「御用地」・

がどのようなものであったのかは定かではないが，下ෑ北側の変化と土取穴の年代「山ฮ܊」

がූ合することは目でき，土地利用の変化がػܖとなり土取りが行われたと推測できる。

໌໌

അ

໌ഈ఼
Ҵՙࣾ ൪ॴ

図12　「ڗอ年ӑेೋ݄所࢘ઍ本ฮֆ図ਖ਼ፒ」一部Ճච（京都େֶෟଐ図書館ଂ）
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－19－

ۙੈཪͷ։ൃ　ᡉָୈの縄張り෮元Ҋの一つに，文禄元年（1592）に内裏北西側（西֎堀ೋ）

と北東側（西֎堀ࡾ）に堀を開削したとするものがある10）。調査109で堀跡を確認していることか

ら，෮元Ҋ通り堀が開削された可能性が高い。したがって，堀の推定地と重なる西面回࿓の北側や

ऻ๕ࣷ跡，桂๕跡・華๕跡などがᡉָୈ期（1586〜1592年）にഁյされたと推測できる。一

方，内裏に関わる遺構は下立ച通，出水通及びそれに面したෑ地のڥで検出されている（調査２・

７・８・37・50・53・59・67・71・147）。「京都図ሯ風」にはᡉָୈとともに下立ച通と出水

通が「内野」に延長されている（図13�ᶃ）。道࿏がෑઃされた場所は，隣接地の土地利用に合わ

せて造成されることがあっても，ݐ物や土取りの影響を直接受けることが少なく，道࿏部分に内裏
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図13　調査周辺変遷図（17世19〜ل世ل）
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－20－

関連遺構が残されることになったと推測できる（調査67 11））。また，྆道࿏に面したෑ地にはૣく

から町家がݐઃされたため，町家ݐઃにともなう遺構のഁյが認められる。しかし，近代まで町家

の区ըが踏ऻされていることから小規模な土地利用しか行えず，掘削し難いෑ地ڥに遺構が残され

てたと推測できる。さらに，２ষでも述べた通り，道࿏に面した地部分は近世以降にްい造成が

なされているため，土地利用がرബな場所も残されている可能性が高い。このように，内裏関連遺

構の削平はᡉָୈ築城をػܖとするが，その範囲は限定的であり，むしろ本調査で明らかになった

通り，江ށ時代後以降の大規模な土地利用の際に広範囲にわたって遺構がഁյされたと考えられ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ླ木　久史）

Ḽ

１）ԣ山༤「京都ຍのࣗવڥ」『平҆京ఏ要』，֯川書ళ ，1994年。

２）「内裏図」はח時代のݹ写図であることから，時代を異にする官ᦰのݐ物がそのまま同一ը面に書き

。まれており，ભ都当初の様相を実にඳいていないࠐ

ֶݹ
財	第６ा，『要ل平҆博物館研究』「調査࣍裏郭回࿓跡第２ٶ平҆」ࡾݰਅ೭・ҏ౦ݩߕ（３

。会」，1976年ڠ

４）ೆ （財ެ），『京都市ຒଂ文化財研究所ൃ۷調査報告2021�3』『中院・ᡉָ遺跡ٶ平҆』࠸༤・中୩ढ़

京都市ຒଂ文化財研究所，2021年。

５）京都େֶ構遺跡では，近世ॳ಄のऔ݀のنに֨نがೝΊらΕな͍が，近世中ࠒのऔΓのن

には一ఆの·と·Γが͋るとする。·ͨ，औΓは先に۷ͬͨऔ݀をຒΊͯから，৽ͨなऔ݀が

։͞Ε͍ͯる（ेޒ川৳「第６ষऔΓのྺ࢙的変遷」『京都େֶຒଂ文化財調査報告第４冊』，

京都େֶຒଂ文化財ηϯλー ，1991 年，ेޒ川৳・࡚一志・ҏ౦ོ「第２ষ京都େֶප院構

AJ18・AJ19۠のൃ۷調査」『京都େֶ構遺跡調査研究年報1986年』，京都େֶຒଂ文化財研

究ηϯλー，1989年。

６）前Ḽ５ेޒ川報告

７）େ্थ・高ڮみͣ΄・୩थ「中ҪՈֆ図ΑΓͨݟ京都所࢘の্ෑ，中ෑ，下ෑのݐஙにつ

͍ͯ」『େࡕ市立େֶ生׆Պֶ部ل要』第49ר， େࡕ市立େֶ生׆Պֶ部， 2001年。な͓，下ෑの

ൣғは౦ݶを௨，西ݶをઍ本௨，ೆݶを城のഅ場，北ݶをؙ太ொ௨とするが，「京都図ሯ風」なͲ

のֆ図࢙料をݟるݶΓ北ݶは下立ച௨のೆ側にͪݐฒͿொՈのೆݶとなる。

݄࢛年࢛ݩ平ຌࣾ，1972年。ʤ中ҪՈ文書ʥ，『７্京۠ ࢙料京都のྺ࢙』（８

。に下立ച௨のೆ側にはொՈがඳかΕ͍ͯる「年བ中ֆ図࢛Ӭे」（９

』「༺׆研究ϊーτ　中近世城郭研究に͓͚る表面波୳査๏の」坂本ढ़・中௩ྑ・川ঊ・釜Ҫढ़ݹ（10

本考ֶݹ第45߸』，一ൠࣾஂ๏人本考ڠֶݹ会，2018年。な͓，西֎ງೋが෯45̼のೆ北ํ

のງとͯ͠෮͞ݩΕ͍ͯるが，調査１・11・147で平҆࣌の遺構を֬ೝ͍ͯ͠る͜とから，ງ෯は

෮ݩҊΑΓ狭͍͘͠はઢ的ではなͬかͬͨとਪ測する。

11）下立ച௨ではڽփؠの্にް0�86̼の近世がଯ積͍ͯ͠る（調査67）。
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　　ᶘ　ฏ҆ࡾژࠨژ࢛ेࡾொ跡・

ͤと物ொ跡ࡾ

１．調査経過（図１～５）

調査தژ区หܚ石ொ55൪ʹॴ͠ࡏɼपͷຒଂจԽࡒแଂͷʮฏ҆ࡾژࠨژ࢛े

ͤと物ொʯʹ֘͢Δɻࡾொʯ及びʮࡾ

֘Ͱళฮ݉ॅͷݐઃ͕ܭը͞れɼྩ３６݄１͚ͰจԽࡒอޢ๏第�3第１߲ʹ

ਪਐࢢจԽܳज़ہຽࢢจԽࢢژ掘ͷಧ出ʯ͕ఏ出͞れͨɻ͜れʹରͯ͠ൃࡒʮຒଂจԽͮ͘ج

ࣨจԽࡒอޢ՝（Ҏ下ɼอޢ՝）ɼۙྡͷ調査Ͱʰࡾͤと物ொք۾出土ͷʮ౧ࢁ茶ಃʯɦ と

ͯ͠ຊࢢ指ఆจԽࡒとͳ͍ͬͯΔ遺物͕ଟྔʹ出土͍ͯ͠ΔࣄΛ౿·͑ɼຊ調査Ͱॏཁͳ遺

อଘͷͨΊͷൃ掘調査Λ指ಋͨ͠ɻهとからɼ͍͜ߴ遺物͕֬ೝ͞れΔՄੑ͕・ߏ

調査ؒظ6݄16ʙ�݄４·ͰͰɼ࣮ಇ30ؒͰ͋Δɻ調査区ܭըൣғʹ２Օॴ

ઃ͚ͨɻ·ͣɼ６݄17ʙ7݄�ʹか͚ͯ北側ͷ１区Ͱ調査Λͨͬߦɻͦͷޙɼసͯ͠7݄12

ʙ݄̔２ʹ南側ͷ２区Ͱ調査Λ࣮͠ࢪɼ݄̔４ʹݱͰͷۀ࡞Λͨྃ͠ɻ２区Ͱ調査区

ͷ北東部ͰҰ部拡張Λ͍ߦɼ調査面ੵ߹4ܭ�ᶷͰ͋Δɻͳ͓ɼ৽ܕίϩφΟϧεײછ҆

全ཧ上ͷཧ༝からɼݱઆ໌ձ࣮͍ͯ͠ࢪͳ͍ɻ

調査Ͱɼߐ戸時ʙฏ҆時ͷ֤遺ߏ面Ͱ調査Λ࣮͠ࢪɼ֤時ظͷ遺ߏ・遺物Λ֬ೝͨ͠ɻಛ

ʹ２区Ͱɼࡾͤと物ொʹؔΘΔ౧ࢁ茶ಃ͕Ұఆ·と·ͬͯ出土ͨ͠ɻ

ਤ１　調査Ґஔਤ（１�ɿ6000）
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２．Ґஔとڥ

（１）ཱとྺ࢙తڥ（ਤ６）

当該地は平安京ࠨ京三条࢛े三町跡にあたり，北は࢞小࿏，東は東京極大࿏，西は小࿏，南

は三条大࿏に囲まれ，平安京の中でも東ԑ辺部に位置する。調査地は本町域の東南隅に位置し，北

八行西࢛門に該当する。史料等によると本町域については，平安時代中期に大内記౻原ರ基ఛや頼

ଚࢣの॓があったことが知られる程度である。しかし西側に隣接する同े二町跡は，平安時代

中期にཅ明門Ӄఓ子内Ԧの『三条ສཬ小࿏ୈ』，ח時代には安Յ門Ӄ子内Ԧ領であったこ

とが分かる。また，南側の࢛条࢛े六町跡には平安時代後期にਸಙ天ߖやௗ羽上ߖなどの『三条

京極ୈ』があったことが知られ，この付近は比較的良な地として認ࣝされていたことがӐえ

る。

平安時代以降，天ࡂや戦乱などを経て平安京はঃ々に変化してきた。その中で，本調査付近に多

大な影響を༩えたのは豊臣秀吉である。秀吉は，平安京以来の一町120m࢛方の町ׂりに対し，新

たに南北街࿏をઃけたいわΏる「天正地ׂ」をੜみ出した。本調査地の西側に接する御町通もそ

の一ྫである。ซせて，御土ډの構築，神社ֳの集約（寺町）なども行った。また，「天正地ׂ」

と並行して三条Տ原における石橋のՍ橋を行った。そして御土ډの出入口として三条口をઃけ，こ

こを東国への交通の基点として整備した。当該地は新たにઃけられた寺町との接点ともなり，当

時，都で最もൟӫした場所となった。さらにܚ長े六年（1611）には，角了以によって高川

が掘削され，स入がઃけられたことで物流の要としてのׂをも୲うようになる。この秀吉による

ਤ２　ॏػൖೖ状況（北から） ਤ３　ਓྗ掘ۀ࡞状況（南東から）

ਤ４　ࡐثൖ出状況（南西から） ਤ５　ຒ͠෩景（南西から）
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一連の京都大改造をഎܠとして，三条せと物や町は成立したと考えられる。

ԟͷ調査（ਤ̓・ද１）ط（２）

調査地付近は，現在でも׆発な土地利用が行われており，多くの調査が実施されてきた。これら

のうち，主要な調査事ྫを示したのが24ทの図７と表１である。

三条せと物や町跡の調査のᅘ矢となったのは，本調査地から御町通をڬんだ西側で行われた

弁ܚ石町での発掘調査である（図７�２）。この調査では，間口約15mの大規模な町家と裏手のݐ物

群，そしてఉが確認された。ఉに掘られた３つの大ܕ土から大量の౧山茶陶が出土した。その

後，中೭町（図７�３）や下ന山町（図７�４）等で大量の౧山茶陶の出土が相͗࣍，文献・ֆը等

のڀݚから「せと物や町」の存在が指摘されるに至った１）。その後も，福永町（図７�５）や༉町

ਤ６　（�１ɿ�0000�１ɿ2）ീと調査Ґஔؔߦ࢛・（000）・調査区Ґஔਤ（１ɿ200）
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ຊใࠂ ຊ　ॻ　

ʮ༗དྷ ৽ฌӴʯఛɻڗอ ʢؒ1716ʙ1736ʣʹ େྔͷ౧ࢁಃ͕ग़ɻ

ʮབதབ֎図ሯ෩ʯʹ ඳ͔Εͨ

ฏ҆ʙ࣌ށߐͷҨߏɾҨΛ֬ೝɻ̓ ౧࣌ࢁͷҨߏͱ͠ ͯɼࡾ
௨ʹ໘ͨؒ͠ޱ15NͷେنͳொՈɼͦ ͷཪखͷݐ܈ͱఉΛ֬ೝɻ
ఉʹ۷ΒΕͨ̏ͭͷେܕΑΓେྔͷ౧ࢁಃग़ɻ

ʰত6�ژ�ࢢຒଂจԽࡒௐࠪ
֓ཁ �ɦʢࡒʣژࢢຒଂจԽڀݚࡒॴ

ࡾɾҨΛ֬ೝɻߏͷҨ࣌ࢁઃʹ͏ཱձௐࠪͰ҆౧ݐಉॅڞ
௨ೆଆʹ໘ͨ͠ͷཪଆʹͨΔॴͰҪށɼํ ɼߏ石ΈҨܗ
͔Β౧ࢁಃ͕େྔʹग़ɻ

ʰژࢢҨཱձௐࠪ֓ใɹฏ
ݩ �ɦژࢢจԽہޫ؍

ɾҨΛ֬ೝɻఱਖ਼ߏͷҨ࣌ࢁઃʹ͏ཱձௐࠪͰ҆౧ݐಉॅڞ
ׂҎલͷখ࿏࿏໘Λ۷ΓࠐΜͰཱ͢Δෳͷେྔͷ౧ࢁ
ಃ͕ग़ɻ

ʰژࢢҨཱձௐࠪ֓ใɹฏ
̓ �ɦژࢢจԽࢢຽہ

̑

６

̓

ൃ۷ ʰฏ҆ژൃ۷ௐࠪใࠂɹฏ҆ࠨژ
ொ࢛ࡾژ �ɦؔจԽࡒௐࠪձ

ฏ҆ʙ࣌ށߐʹ͔͚ͯͷҨߏɾҨΛ֬ೝɻͷཪଆʹॴ͢ࡏΔ̏
ಃ͕ग़ɻࢁΑΓେྔͷ౧ܕͷେج

ɾҨΛߏͷҨ࣌ࢁઃʹ͏ཱձௐࠪͰ҆౧ݐಉॅڞॴ݉ࣄ
֬ೝɻͷཪଆʹҐஔ͢Δ̎جͷ͔Βେྔͷ౧ࢁಃ͕ग़ɻ

ʰژࢢҨཱձௐࠪใࠂ  ฏ
18  ɦژࢢจԽࢢຽཱہձ

۷ࢼ ໘ɼҎԼߏͷҨ࣌ࢁ۷ௐࠪɻ(-ʖ1�5̼Ͱ҆౧ࢼઃʹ͏ݐॴࣄ
ʖ��0̼·ͰதੈҨแؚΛ֬ೝɻ౧ࢁಃ͕গྔग़ɻ

ʰژࢢҨ۷ࢼௐࠪใࠂ  ฏ
27  ɦژࢢจԽࢢຽہ

ਤ̓　प辺ͷओཁͳ調査�１）ྫࣄɿ2500）

ද１　調査ྫࣄҰཡ

（図７�６）でも多量の౧山茶陶の出土が確認されている。

各出土品の内༰は，いずれも特徴があり，一軒のళや家が所有する࣭や量とは考えにくいことか

ら，複数の「ށ物」の存在が定されている。また，これらの中には中国・ே・東南ΞδΞ

からのഫ来品も含まれており，当時の׆発な業׆ಈがえる。出土した౧山茶陶のうち，弁ܚ

石・中೭町・下ന山町出土品は，『三条せと物や町ք۾出土の「౧山茶陶」』として本市指定文化財

となっている点は特චされる。
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３．１۠ͷՌ

（１）ংと遺ߏͷ֓ཁ（ਤ̔）

1区ۙͷද面ͷඪߴɼ42�0ʙ42�1̼Ͱ΄΅ฏୱͰ͋Δɻ調査区ʹɼۙੈޙͷҪ戸

ଂ͕͋ૅجΔͷͷɼൺֱతྑߐʹ戸時લظҎલͷ遺ߏ面͕遺ଘ͍ͯͨ͠ɻ調査Ͱɼฏ҆時

ʙߐ戸時લظʹか͚ͯͷ５ͭͷ遺ߏ面Ͱ調査Λ࣮ͨ͠ࢪɻ掘ਂ͕ఆΑりਂかͬͨ͜と

からɼ調査ͷਐలʹͯ͠ࡍ҆全ʹཹҙ͠調査区壁面ʹՄͳݶり๏面Λ͚ͭͯ掘り下げͨɻ調査

面ੵ上Ͱܭଌͯ͠22ᶷͰ͋Δɻ

調査طଘݐ物ͳͲͷղମޙɼฮࡅ石ͳͲͳ͘面͕࿐出ͨ͠状況Ͱ͋ͬͨɻղମཚ

ۙʙۙੈޙͷͳͲ͕͋りɼ(-�1�2̼ఔͰߐ戸時લظͷ遺ߏ面とͳΔɻߐ戸時ͷ

（13・14・17）͋ΔɻͦͷதͰɼ遺ଘ状況ͷྑͰ͋ͬͨʹͿ͍ԫᒵ৭೪土（14）

ͷ上面Λ第１面とͯ͠調査Λͨͬߦɻ第１面Ͱߐ戸時લظͷ土坑ϐοτɼૅ石ɼ落込みΛ

փ৭೪࣭土（22）ͷ上面Λ第２面とͯ͠調査ͨ͠ɻ͜ͷɼ�1�3̼ͷޙೝͨ͠ɻͦͷ֬ج10

面Ͱɼࣨொ時ͷ溝土坑Λ̔֬جೝͨ͠ɻ第３面�1�55̼Ͱ検出ͨ͠ʹͿ͍ԫ৭ૈ࠭（32

）ͷ上面Ͱ͋Δɻ͜͜Ͱח時ʙࣨொ時ͷ柱݀土坑ɼϐοτΛ11֬جೝͨ͠ɻ第3面

Λߏ成͢Δ（32・33）Λআ͢ڈΔとɼ�2�15NͰ҉փԫ৭࠭ࡉ（35）とج൫ͷփΦ

Ϧʔϒ৭ࡉ （࠭36）͕ ֬ೝͰ͖Δɻ͜ͷ͏ち҉փԫ৭࠭ࡉ上面Λ第４面ɼփΦϦʔϒ৭࠭ࡉ上面

Λ第５面とͯ͠調査Λ࣮ͨ͠ࢪɻ第４面Ͱɼฏ҆時ʙח時ͷ土坑Λ֬ج�ೝ͕ͨ͠ɼ第５

面Ͱ遺ߏ・遺物֬ೝͰ͖ͳかͬͨɻͦͷޙɼ調査区தԝʹ南北ํͷ断割りΛઃ͚ɼ下ͷ֬

ೝΛ͑͏ͨͬߦͰ１区ͷ調査Λऴྃͨ͠ɻ

（２）第５面ͷ遺ߏ

փオリーϒ色細࠭の基൫上面である。このփオリーϒ色細࠭上面の高さは場所によって異な

り，標高は39.85〜39.5ｍである。北西隅付近が最も高く，そこから南東に傾ࣼする。遺構・遺物

は確認できなかった。

（３）第４面ͷ遺ߏ（ਤ̕）

整地と考えられる҉փԫ色細࠭上面で遺構検出を実施した。遺構面の標高は，39.85m前後で

ある。この整地には，小片だが平安時代後期のものとࢥわれる土ࢣ器片が含まれる。確認した遺

構は，小ܕの土が大をめる。

 54　調査区の南東隅で確認した。調査区内では北西ݞ口のみの確認に留まることから全体

の規模は不明だが，南北1.3m以上，東西１ｍ以上，ਂさ0.2mとなる。埋土はݓ大の礫を含む黒

色細〜ૈ࠭の୯一である。土ࢣ器や釉陶器，瓦器，ന࣓などが出土した。ח時代（６#〜６

C期）の遺構と考えられる。

 62　直径0.45mでਂさ0.18mの土である。埋土はփ色೪࣭土である。出土遺物からח
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時代（６# 〜６C期）遺構と考え

られる。

  63　 土 64に 切 ら れ て お

り， 規 模 は 直 径0.5m以 上 で ਂ さ

0.26mとなる。埋土はփ色೪࣭土

で，出土遺物からח時代（６A〜

６#期）の遺構と考えられる。

 64　規模は直径0.5mでਂさ

0.18mとなる。埋土はփ色࠭టで

ある。重複する土63と同じくח

時代（６A〜６#期）の遺構と考

えられる。

 67　調査区の北東隅で確認

した土であり，北と東ݞ口は調査

区֎へと続く。規模は東西0.36m，

ਂさ0.18mである。埋土はփԫ

色ట࠭である。平安時代末期（５#

〜６A期）の遺構と考えられる。

（４）第３面ͷ遺ߏ（ਤ10）
第３面ɼと͑ߟられΔʹ

Ϳ͍ԫ৭ૈ࠭ͷ上面Ͱ͋ΔɻʹͿ

͍ԫ৭ૈ࠭調査区ͷํ࢛ͷ壁

断面Ͱ֬ೝͰ͖ɼͦͷ上面ͷඪߴ

40�45NલޙとͳΔɻ͜ͷ面Ͱ土坑

と柱݀Λ֬ೝͨ͠ɻ΄かͷ面ʹൺ

ͯ柱݀Λଟ֬͘ೝͰ͖Δ͕ɼฒͿͷͳ͘ݐ物ͷ෮ݩͰ͖ͳ͍ɻ

 48　規模は直径0.15mでਂさ0.15m。同一個体とࢥわれる瓦器の羽佂の，大きめのഁ片が

土の底面や側面に並べられた状ଶで出土した。出土したഁ片を接合しても，全体を෮元できるほ

どの量はなく，また土の規模も小さいことから，形もしくはそれに近いものをਾえたのではな

く，ׂれた大きめのഁ片を転用した可能性が高い。出土遺物は瓦器の羽佂のみであり，詳細な時期

の断定はできないが，ࣨ町時代の遺構と考えられる。

ப݀ 49　土48に切られており，規模は直径0.32mでਂさ0.18m。中央に長さ0.2mでްさ

0.1mの石ࡐが面を上に受けてਾえられている。ࣨ町時代（９A〜９#期）の遺構と考えられる。

̌ �0DN

̍　7�5:34�1 փ৭࠭ట
̎　10:34�1 փ৭೪࣭

̍　10:35�1 փ৭೪࣭

̍　2�5:5�2 ҉փԫ৭೪࣭̍　10:33�1 ৭ట࠭ࠇ
1

)�40�0N
&8

1
2

)�40�0N

1

8 &

)�40�0N
8 &

1

)�40�0N
8 &ʲ 65ʳ

ʲ 62ʳ

ʲ 67ʳ

ʲ 63ɾ64ʳ

ਤ̕　１区第４面ฏ面（1ɿ60）・֤遺ߏ断面ਤ（１ɿ30）

̌ ２̼

:��21308

9��109936

9��109934

土65

土63

土62

土67

土64

土54
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ப݀ 50　規模は直径0.5mでਂさ0.2ｍ。長さ0.1mでްさ0.08mの石ࡐが面を上に向けてਾえ

られている。ࣨ町時代（９A〜９#期）の遺構と考えられる。

ப݀ 52　規模は直径0.35mでਂさ0.32m。長さ0.25mでްさ0.3mの石ࡐが面を上に向けてਾ

えられている。

ப݀ 53　ୈ2面の大ܕの土46の影響を受け，ୈ3面の北側と南側では0.25mほどの比高差が

あり，ப穴53付近の遺構面の標高は40.2m前後となる。規模は直径0.34mでਂさ0.16m。底面に

長さ0.22mでްさ0.12mの石ࡐが面を上に向けてਾえられている。出土遺物からח時代（６#〜

７A期）の遺構と考えられる。

（５）第２面ͷ遺ߏ（ਤ11）

第2面փ৭೪࣭土ͷ上面Ͱ調査Λ࣮ͨ͠ࢪɻ遺ߏ面ͷඪߴ40�7NલޙͰ͋Δɻ͜ͷ面Ͱ

ɼ柱݀ͳͲ֬ೝͰ͖ͣ溝େܕͷ土坑ͳͲΛ֬ೝͨ͠ɻ

ߔ 45　土70を切りࠐんで成立する。南北方向のߔもしくは土と考えられ，東ݞ口のみ検出

した。長さは2.35m以上，幅は0.6m以上，ਂさは0.3m以上である。なお，南側の2区ではこの遺

構の延長で同様の遺構を確認することはできなかった。遺物としてはࣨ町時代（９#〜９C期）の遺

物が多く出土しているが，遺構の重複関からࣨ町時代〜安土౧山時代（10#〜10C期
の遺構と

考えられる。

ਤ10　１区第３面ฏ面（１ɿ60）・֤遺ߏ断面ਤ（１ɿ30）

̌ ２̼

:��21308

ப穴50
ப穴52

ப穴49

ப穴53

土48

̌ �0DN

̍　7�5:34�1 փ৭ట࠭
　　　　　ʢૈ࠭ଟ͘·͡Δʣ

̍　10:33�1 ৭ట࠭ࠇ

̍　10:33�1 ৭ట࠭ࠇ

)�40�0N

8 &

̍　10:34�1 փ৭࣭࠭

)�40�0N 1

8 &

)�40�0N
&8

)�40�0 N
&8

1

1

1

ʲப݀ 52ʳ

ʲப݀ 50ʳ

ʲப݀ 53ʳ

ʲப݀ 49ʳ

9��109936

9��109934
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 46　調査区中央で

確認した大ܕの土であ

る。やや不整形ではある

が，平面は方形をఄして

いる。東西2.5mで南北は

2.25m， ਂ さ0.32mで あ

る。埋土は３に分けら

れるが，水分を多く含ん

でおり，締まりがऑい。土

の底面には0.08mほど

のްさで，փ色೪土が

ෑかれている。この೪土

の上面にషり付くように

して，１個体分のΠγΨ

ϝのߕཏが出土した。土

࣭やΠγΨϝのߕཏの出

土状況を踏まえると，こ

の大ܕ土はཷ状遺構

である可能性が定でき

る。出土遺物から，ࣨ 町時

代〜安土౧山時代（10#〜

10C期
の遺構と考えられ

る。

ߔ 47　幅は0.64mでਂ

さは0.5mである。底面の

標高は40.0m。埋土は３

に分けられる。土46

に北東隅部に位置しており，土46をཷ状の遺構と考えた場合，これにとりつくߔの可能性が

ある。なお，標高は47ߔの底面が40.0mで，土46の೪土上面が40.1ｍである。

（̓）第１面ͷ遺ߏ（ਤ12）

と͑ߟられΔʹͿ͍ԫᒵ৭೪土ͷ上面Λ第１面とͯ͠調査Λͨͬߦɻ遺構面の標高は

40.82m前後である。この面では土や礎石，落ࠐみ等を確認した。

 35　落ࠐみ36・礎石41を切りࠐんで成立する。不定形で，規模は南北は0.7m，ਂさは

9��109936

9��109934

̌ ２̼

:��21308

45ߔ

土46

土70　

47ߔ

ਤ11　１区第2面ฏ面（１ɿ60）・֤遺ߏ断面ਤ（１ɿ30）

̌ �0DN

̍　10:34�2  փԫ৭ట࠭
̎　7�5:35�1 փ৭ట࠭
̏　10:34�1 փ৭೪ 

)�40�5N
4/

1

2
3

)�40�5N
/ 4ʲߔ 47ʳ

̍
2

3

̍　7�5:32�1 ৭೪࣭ʢૈ࠭গྔ·͡Δʣࠇ
̎　10:32�2 ৭࠭టࠇ
̏　10:33�2 ࠭ࡉ৭ࠇ

ʲ 46ʳ
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0.22m。江ށ時代前期（11A〜11#期）と考えられる。

མࠐΈ 36　調査区の中央に位置する。平面形は不整形だが方形に近い。規模は，南北2.1mで東

西2.95m，ਂさ0.1mである。北端のݞ口付近にはݓ大から人頭大程度の礫を配している。調査時

点は，石ࣨの残ܽ等の可能性も考えたが，石ࡐが小ぶりであり，北側以֎ではほとんど石ࡐが確認

できない事，そしてこの下には重複する位置にཷ状遺構と考えられる土46が存在すること

を踏まえると，落ࠐみ36は土

46によってੜじた凹みをۉすた

めの整地と考えられる。出土遺

物から江ށ時代前期（11A〜11#

期）と考えられる。

ப ྻ "　 礎 石40と 礎 石41か

らなる南北方向のபྻである。

礎石40の規模は，直径0.45mで

ਂさ0.12ｍ。中央に長軸0.3m程

の石ࡐをਾえている。礎石41の

規模は直径0.55mでਂさ0.1ｍ。

中央に長軸0.35mの石ࡐがある

が，上面が傾いており，その石ࡐ

の下には伱間があることから，

原位置から多少ಈいている可能

性が高い。礎石間のڑは1mで

ある。なお，礎石40の南延長線上

には礎石39が存在するが，น断

面や遺構の切り合いをみる限り，

ୈ1面よりもߋに上で成立する

遺構である。

பྻ #　礎石40と礎石42から

なる東西方向のபྻである。礎石

42の規模は直径0.3mでਂさ0.12

ｍ。 中 央 に 長 軸0.2mで ް さ

0.06m程の小ぶりな石ࡐを配す

る。礎石間のڑは1mとなる。

பྻ "பྻ "பྻ "பྻ "பྻ "பྻ "பྻ "பྻ "பྻ "பྻ "பྻ "பྻ "பྻ "பྻ "பྻ "பྻ "பྻ "பྻ "பྻ "

பྻ #பྻ #பྻ #பྻ #பྻ #பྻ #பྻ #பྻ #பྻ #பྻ #பྻ #பྻ #

̌ ２̼

:��21308

9��109936

9��109934
落ࠐみ36

礎石42

礎石41

礎石40

礎石39

土35

土37

ਤ12　１区第１面ฏ面（１ɿ60）・֤遺ߏ断面ਤ（１ɿ30）

̌ �0DN
̍　10:34�1 փ৭࣭࠭
̎　10:33�1 ৭࣭࠭ࠇ
̏　10:33�2 ৭࣭࠭ࠇ

̍　10:33�1 ৭࣭࠭ࠇ 
̎　2�5:6�2    փԫ৭γϧτ
̏　10:31�7�1 ৭࣭࠭ࠇ

)�40�5N

)�40�5N
&8

/4

1 2

2
3

)�41�0N
/ 4

1
2

3

ʲམࠐΈ 36ʳ

ʲபྻ #ʳ

ʲபྻ "ʳ

	 ૅੴ 40

	 ૅੴ 42


	 ૅੴ 40
 	 ૅੴ 41


㸦⦅㞟版㸧.indd   30⏫ࡸ≀ࡏ᮲୕ࠉ53★ 2022/02/22   19:57:24



－31－

H=
42
.0
m

H=
41
.0
m

H=
40
.0
m

Y=
-2
1,
31
0

Y=
-2
1,
30
8

０
1m

第
1
面

第
２
面

第
３
面

第
６
面

第
４
面

第
４
面

（
※
南
壁
で
確
認
し
た
高
さ
）

第
５
面

１
　
10
YR
6/
2
灰
黄
褐
色
シ
ル
ト

２
　
2.5
Y4
/1
黄
灰
色
粘
土

３
　
2.5
Y6
/2
灰
黄
色
粗
砂
（
小
礫
ま
じ
る
）

４
　
2.5
Y7
/1
灰
白
色
砂
礫
2.5
Y6
/1
黄
灰
色
シ
ル
ト

５
　
10
YR
3/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
（
小
礫
多
量
ま
じ
る
）

６
　
2.5
Y6
/4
に
ぶ
い
黄
色
シ
ル
ト
（
灰
黄
色
ブ
ロ
ッ
ク
ま
じ
る
）

７
　
10
YR
3/
1
黒
褐
色
泥
砂
（
固
く
し
ま
る
）

８
　
10
YR
4/
1
褐
灰
色
泥
砂
（
オ
リ
ー
ブ
褐
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
含
む
）
【
土
坑
1】

９
　
2.5
Y6
/1
黄
灰
色
シ
ル
ト

10
　
10
YR
4/
1
褐
灰
色
シ
ル
ト

11
　
10
YR
4/
3
に
ぶ
い
黄
褐
色
シ
ル
ト

12
　
10
YR
5/
1
褐
灰
色
粘
土

13
　
10
YR
4/
1
褐
灰
色
シ
ル
ト
（
粗
砂
、
小
礫
ま
じ
る
）

14
　
2.5
Y4
/1
黄
灰
色
シ
ル
ト
（
固
く
し
ま
る
）

15
　
10
YR
3/
3
暗
褐
色
泥
砂

16
　
2.5
Y3
/1
黒
褐
色
泥
砂
（
炭
含
む
）

17
　
10
YR
5/
2
灰
黄
褐
色
砂
質
土

18
　
10
YR
4/
3
に
ぶ
い
黄
褐
色
砂
質
土
（
拳
大
の
礫
多
く
ま
じ
る
）

19
　
10
YR
4/
1
褐
灰
色
シ
ル
ト
（
焼
土
・
炭
ま
じ
る
）

20
　
10
YR
4/
4
褐
色
泥
砂

21
　
10
YR
6/
1
褐
灰
色
粗
砂

22
　
10
YR
3/
1
黒
褐
色
砂
質
土

23
　
10
YR
4/
6
褐
色
泥
砂

24
　
7.5
YR
3/
1
黒
褐
色
泥
砂

25
　
10
YR
4/
3
に
ぶ
い
黄
褐
色
泥
砂

26
　
10
YR
3/
3
暗
褐
色
泥
砂

27
　
10
YR
4/
4
褐
色
砂
質
土

28
　
10
YR
4/
3
に
ぶ
い
黄
褐
色
泥
砂
（
粗
砂
ま
じ
る
）

29
　
10
YR
4/
2
灰
黄
褐
色
シ
ル
ト

30
　
10
YR
4/
3
に
ぶ
い
黄
褐
色
砂
質
土
（
小
礫
多
く
ま
じ
る
）

31
　
10
YR
4/
1
褐
灰
色
シ
ル
ト
（
炭
ま
じ
る
）

32
　
10
YR
4/
3
に
ぶ
い
黄
褐
色
泥
砂
（
拳
大
の
礫
少
量
ま
じ
る
）

33
　
10
YR
3/
1
黒
褐
色
砂
質
土
（
し
ま
り
弱
い
、
炭
ま
じ
る
）

34
　
10
YR
3/
2
黒
褐
色
泥
砂
（
拳
大
の
多
量
に
ま
じ
る
）

35
　
10
YR
2/
2
黒
褐
色
泥
砂
（
拳
大
の
礫
ま
じ
る
）

36
　
10
YR
4/
1
褐
灰
色
泥
砂

37
　
10
YR
5/
3
に
ぶ
い
黄
褐
色
砂
質
土
（
拳
大
の
礫
ま
じ
る
）

38
　
10
YR
2/
2
黒
褐
色
泥
砂
【
土
坑
38
】

39
　
10
YR
4/
2
灰
黄
褐
色
粗
～
微
砂
（
小
礫
ま
じ
る
）
【
溝
49
】

40
　
10
YR
6/
6
明
黄
褐
色
砂
礫
【
基
盤
層
】

【
土
坑
30
】

【
土
坑
13
】

【
土
坑
11
】

【
土
坑
12
】

【
落
込
み
45
】

1
2

5
6

7
８

10 11
12

13
14

15 16
17

18

19
21

23

25
26

27 28
29

38

31 32

33
34

35

36

37

3
4

20

24

９

22
2827

30

39 40

ਤ
13

　
２

区
北

壁
断

面
ਤ

（
１

ɿ
30

）

㸦⦅㞟版㸧.indd   31⏫ࡸ≀ࡏ᮲୕ࠉ53★ 2022/02/22   19:57:24



－32－

４．２۠ͷՌ

（１）ংと遺ߏͷ֓ཁ（ਤ13）

２区ۙͷද面ͷඪߴɼ41��ʙ41��̼Ͱ΄΅ฏୱͰ͋Δɻ調査区ͷ南ʹນͷՐࡂॲ

ཧ遺͕͋ߏΔ͕ɼ北部ൺֱతྑߐʹ戸時લظҎલͷ遺ߏ面͕遺ଘ͍ͯͨ͠ɻ調査Ͱɼฏ

҆時ʙߐ戸時ʹか͚ͯͷ６ͭͷ遺ߏ面Ͱ調査Λ࣮ͨ͠ࢪɻ掘ਂ͕ਂかͬͨ͜とɼ調査区

ͷ東・西・南壁面Րࡂॲཧ遺ߏʹ͏焼͚נ͕͓͕ͯͬりඇৗʹ੬ऑͰ͋ͬͨ͜とからɼ҆

全ʹཹҙͯ͠調査区壁面ʹՄͳݶり๏面Λ͚ͭͨɻ·ͨɼ第３面Ҏ下ͷ調査ʹͯ͠ࡍɼ南壁ʹ

26ᶷͰ͋Δɻܭ調査区北東۱Λ拡張ͨ͠ɻ調査面ੵʹޙΛઃ͚ͨɻ第６面Ͱͷ調査ऴྃݘ

ղମཚՐࡂॲཧ遺ߏͳͲͷӨڹΛड͚ۙʙۙੈલʹか͚ͯͷ͕ౡ状ʹ遺ଘ͢Δɻ

͜ͷ͏ちɼ(-�1�1̼Ͱ֬ೝͨ͠ߐ戸時લظͷͰ͋ΔʹͿ͍ԫ৭γϧτ（ਤ13ͷ11）

ͷ遺ଘ状況͕ྑͰ͋ͬͨ͜とからɼ͜ͷ上面Λ第1面とͯ͠調査ͨ͠ɻͦͷ݁Ռɼߐ戸時લظ

ͷ土坑ϐοτɼૅ 石ɼ落込み

Λ12֬جೝͨ͠ɻͦͷޙɼ

�1�3NͰと͑ߟられΔ

黒৭ట࠭（24）͕͋りɼ

͜ͷ上面Λ第2面とͯ͠調査

Λͨͬߦɻ͜ ͜Ͱɼࣨ ொ時

ͷ土坑柱݀Λ7֬جೝͨ͠ɻ

�1�7̼ʹେܕ土坑ͷຒ土と

৭࣭࠭土（27られΔ͑ߟ

）͕͋りɼ͜ͷ上面Λ第３

面とͨ͠ɻ͜ ͜Ͱɼࣨ ொ時

ͷ土坑Λ４֬جೝͨ͠ɻ

第３面ͷ土Λআ͢ڈΔとɼ

南Ͱͷみ�1��NͰԫփ৭ૈ

͕࠭֬ೝͰ͖ɼ͜ͷ上面Λ

第4面とͨ͠ɻ第5面ɼ�2�1

ʙ2�25̼Ͱ֬ೝͨ͠փԫ৭

ૈ࠭（3�）ͷ上面Ͱ͋Δɻ

͜͜Ͱɼ溝ϐοτɼ柱݀Λ

ɼ�2�5Nޙ࠷ೝͨ͠ɻ֬ج４

Ͱ֬ೝͨ͠໌ԫ৭࠭ͷ上

面Λ第6面と͠ɻ遺ߏ・遺物

֬ೝͰ͖ͳかͬͨɻ

:��21308

9��109945

9��109943

̌ ２̼

େ࿏ࡾ
ɹஙਊɹஙਊ

49ߔ

ப穴43

ਤ14　２区第５面ฏ面（１ɿ60）・֤遺ߏ断面ਤ（１ɿ30）

̌ �0DN

̍　2�5:4�1　ԫփ৭ట࠭

)�40�0N
4/

1

̍　10:34�2 փԫ৭ૈʙඍ࠭ʢ·͡Γʣ
̎　10:35�2 փԫ৭࠭ࡉ
̏　10:36�2 փԫ৭ૈ࠭ʢҨࡉยؚΉʣʲʳ
̐　10:36�6 ໌ԫ৭࠭ʲج൫ʳ

ʲப݀ 43ʳ

̍

2
̏

4

)�40�0N
&8

ʲߔ 49ʳ
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（２）第６面ͷ遺ߏ

໌ԫ৭࠭ͷج൫上面Ͱɼ遺ߏ面ͷඪߴ3��5ʙ3��7̼Ͱ͋Δɻ遺ߏ・遺物֬ೝͰ͖ͳ

͍ɻ

（３）第５面ͷ遺ߏ（ਤ14）

փԫ色ૈ࠭の上面で検出を実施した。標高は39.9m〜39.75mである。整地に含まれる遺物

は細片が多く詳細な時期を断定することは難しい。しかし，遺構面の標高や土の特徴が1区のୈ

４面で確認している整地と一கすることから，これも平安時代後期の整地の可能性が高い。

ப݀ 43　南北0.36m以上，東西0.6m以上の，ਂさ0.35mのப穴である，0.4m程でްさ0.08ｍ

程の石ࡐを面を上にしてਾえている。時期を判ผできる遺物は出土していない。三条大࿏北築地心

に近いことから，塀やྻࡤなどに伴うப穴の可能性がある。

ߔ 49　東西方向のߔで，南側のݞ口のみ確認した。幅は1ｍ以上で，ਂさは0.42m。位置関か

ら三条大࿏の北築地内ߔと考えられる。平面検出時は，平面のྠ郭が明確であった遺構断面図の１

のみを内ߔの埋土と考えていた。しかし，掘後にน面をਫ਼査した結果，２が整地を切りࠐ

んでいる様相が確認できたことか

ら，これも内ߔ埋土の可能性があ

る。その場合，ߔの掘り直し等が

定される。出土遺物は土ࢣ器やਢܙ

器，釉陶器，փ釉陶器，ന࣓片な

どがある。小片が多いものの１は

。時代と考えられるח

（４）第４面ͷ遺ߏ（ਤ15）

調査区南側ʹͷみ遺ଘ͍ͯ͠Δԫ

փ৭ૈ࠭ͷ上面Ͱ成ཱ͢Δ遺ߏとɼ

第３面ͷ土坑30とॏෳ͢Δ下

遺ߏΛ第4面とͯ͠ೝࣝͨ͠ɻ遺ߏ

面ͷඪߴ࠷͍ߴॴͰ40�2N

Ͱ͋Δɻ

ப݀ 35　規模は長軸0.6m，ਂさ

0.16mである。中央に直径0.3m程

のப当たりが確認できる。出土遺物

からח時代（６#〜６C期）のもの

と考えられる。 ਤ15　２区第４面ฏ面（１ɿ60）・֤遺ߏ断面ਤ（１ɿ30）

:��21308

̌ ２̼

土38

土37

ப穴35

9��109945

9��109943

̌ �0DN

̍　2�5:4�1 ԫփ৭ట࠭
̎　2�5:5�2 ҉փԫ৭ట࠭

̍　10:34�2 փԫ৭γϧτ
　　	ૈ࠭ଟ͘·͡Δ


)�40�0N )�40�0N
1

1
2 2

8 & 8&
ʲப݀ 35ʳ ʲப݀ 37ʳ
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 37　規模は直径0.6mでਂさ

0.18mの土である。ח時代のも

のと考えられる。

 38　規模は東西0.35m以上，

南北1.1m以上となる。出土遺物か

らח時代（８̖〜８̗期）のもの

と考えられる。

（５）第３面ͷ遺ߏ（ਤ16）

େܕ土坑ͷຒ土と͑ߟられΔփ

৭γϧτͷ上面͕第3面Ͱ͋Δɻ

ඪߴ40�3NͰ͋Δɻͨͩ͠ɼ遺ߏ

ͷฏ面ྎ໌͕ܗͰͳ͘ɼ全ମΛ

0�2Nఔ掘り下げͯ検出Λͨͬߦɻ

 30　南東部のみ確認した。規

模は南北1.5m以上，東西1.7m以

上，ਂさは0.6mである。ࣨ町時代

（８̗〜９̗期）のものと考えられる。

:��21308

̌ ２̼

土11

土13

ப穴19

ப穴22

9��109945

9��109943

̌ �0DN

̍　10:34�2 փԫ৭ట࠭
̎　10:33�1 ৭࣭࠭ࠇ

̍　10:34�2 փԫ৭ట࠭

)�40�5N

)�40�5N 1

1

2

8 &

8 &

ʲப݀ 19ʳ

ʲப݀ 22ʳ

ਤ16　２区第３面ฏ面ਤ（1ɿ60）

ਤ17　２区第２面ฏ面（１ɿ60）・֤遺ߏ断面ਤ（１ɿ30）
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̌ ２̼

9��109945
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土30

土33
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（６）第２面ͷ遺ߏ（ਤ17）

と͑ߟられΔ黒৭ట࠭上面Ͱ͋Δɻ遺ߏ面ͷඪߴ40�7NͰ͋Δɻ南Րࡂॲཧ遺ߏ

第１面ͷ遺ߏʹΑりฏΛड͚Δɻ柱݀土坑Λ֬ೝͨ͠ɻ

 11　南北0.65m，東西は0.85m，ਂさ0.45mである。ࣨ町時代（９A〜９#期）の遺物が出

土している。

 13　南東隅のみ検出した。東西1.4m以上で南北0.1m以上，ਂさ0.15mとなる。ࣨ町時代

（９C〜10A期）の遺構と考えられる。

ப݀ 19　直径0.5mでਂさ0.32ｍ。底に直径0.18mでްさ0.06mの石ࡐをਾえる。ࣨ 町時代（９

C〜10A期）の遺構と考えられる。

ப݀ 22　直径0.34mでਂさ0.28ｍ。底に0.1ｍほどのްさで黒色࣭࠭土を入れ，その上に直

径0.22mでްさ0.08mの石ࡐをਾえる。ࣨ町時代（９C〜10A期）の遺構と考えられる。

（̓）第１面ͷ遺ߏ（ਤ1�・1�）

৭γϧτ上Ͱ͋ͬͨʹͿ͍ԫ戸時ͷ壁断面Ͱෳ֬ೝͰ͖Δ͕ɼ遺ଘ状況ͷྑߐ

面Λ第１面とͯ͠調査Λ࣮ͨ͠ࢪɻ遺ߏ面ͷඪߴ40��NલޙͰ͋Δɻૅ石土坑ɼϐοτɼ落込

ਤ1�　２区第１面ฏ面（１ɿ60）・֤遺ߏ断面ਤ（１ɿ30）

̌ ２̼

:��21308

落ࠐみ45
土１

土９

土2 土７

土８

̌ �0DN

̍　7�5:34�2 փ৭࣭࠭
　　ʢݓେͷଟ͘·͡Δʣ
̎　7�5:33�1 ৭ట࠭ࠇ

)�41�0N

1

2

8 &
ʲ９ʳ

)�41�0N
4

ʲ̎ʳ
/

̍　10:33�1 ৭࣭࠭ࠇ
ʢ໌ԫ৭γϧτϒϩοΫؚΉʣ

̍

9��109945

9��109943
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みΛΛ֬ೝͨ͠ɻ

̍　南北0.3m，東西は0.4m，ਂさ0.45mである。ށ黒のやᷱが出土しており，安土

౧山時代〜江ށ時代（10C〜11A期）の遺構と考えられる。

̎　南北0.5mで東西0.3m以上，ਂ さは0.52ｍである。ށ黒のや土ࢣ器が出土した。江

。時代（11A〜11#期）の遺構と考えられるށ

９　直径0.75m，ਂさ0.6mである。江ށ時代（11A〜11#期）の遺構と考えられる。

མࠐΈ 45　調査区東で検出した遺構である。南北へ直線的にのびる西ݞ口を確認した。北と東

は調査区֎へと続き，南側はՐࡂॲ理遺構によって削平されている。規模は東西2.5m以上で南北

は3.35m以上の規模を有する。ਂさは場所によってएׯの差異があるが，0.35m前後である。遺構

の埋土は，固く締まった黒色やԫ色ܥのγルτやట࠭からなる。

֦張前のஈ֊では，遺構の掘削に伴い少量の遺物がૄらに少量出土した程度であった。しかし，

ୈ６面の調査終了後に北東隅付近で֦張を行ったところ，安土౧山時代〜江ށ時代の遺物がまと

まって出土した。出土遺物としては土ࢣ器や瓦器の他，信ָ焼の水指片及びその֖，ށ黒・ԫ

9��109943

̌ １̼

9��109944

:��21307

9��109943 9��109944

̍
̎

̐
̏

)�41�0N
/ 4

৭γϧτࠇ  10:33�1　̏
̐　2�5:8�8 ԫ৭γϧτ

̍　2�5:4�1   ԫփ৭γϧτ
̎　10:36�6  ໌ԫ৭γϧτ
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ਤ1�　２区第１面落込み45出土状況・拡張部東壁断面ਤ（1ɿ20）
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野ࢤ。施釉陶器，唐津焼，ೈ࣭施釉陶器，મ՟やۚଐ製品等がある࢈野などのඒೱࢤ野・ࢤ，ށ

焼の向付と信ָ焼の水指の֖のみがほ΅形の状ଶで出土した。特に，信ָ焼の水指の֖は落ࠐみ

45中央に集中している。

落ࠐみ45の底面には，ୈ2面として調査を行った整地の黒色ట࠭が面的に確認できる。その

上に，上面が平らになるように，ްさ0.1mほどの黒色やԫ色ܥのట࠭やγルτ（北น7，֦張

部東น３・４）をෑいている。この土上面に張り付くように多くの遺物が出土した（図19）。

これらの遺物の上に黒色やԫ色ܥのγルτ（北น５・６，東น１・２）をって遺物を埋め

等とは考えにくい。また，平面形の土ܕんでいる。この遺構は三条通Ԋいに位置しており，大ࠐ

状や掘削ਂ度，埋土の土࣭をצҊするなら，この落ࠐみ45は整地である֖然性が高い。

５．遺　物（図20～2�，表３）

かظฏ҆時લظ調査ऴྃ時ʹ͓͍ͯɼίϯςφശʹͯ͠15ശͷ遺物͕出土ͨ͠ɻ時ݱ

らʙߐ戸時·Ͱͷͷؚ͕·れɼछྨとͯ͠土ثࢣ・ਢࢪ࢈ࠃ・ثנ・נ・ثܙᬵಃث・焼క

ಃث・༌ೖಃ࣓ث・土・石・ۚଐͳͲ͕͋Δɻ出土遺物খยͷͷ͕ଟ͍ɻͨͩ

͠ɼ第２区ͷ落込み45Αり出土ͨ͠遺物ɼ遺ଘ状況͕ൺֱతྑͰ͋りྔ·と·ͬͯ出土͠

͍ͯΔɻ

（１）１区ͷ出土遺物（ਤ20・21）

ʲୈ̐面ʳ

 54　１〜４は土ࢣ器̣ࡼで，口径は１が8.2ᶲ，２が9.6ᶲ，３が10.4ᶲ。５は高ᆀの٭部。

６は釉陶器の７。ࡼは瓦器で，口径は16.6ᶲ。８・９はന࣓のである。

 63　10〜14は土ࢣ器14，/ࡼは同4ࡼである。口径が10が8.2ᶲ，15は9.6ᶲ。

17〜15　�6は土ࢣ器ࡼ/で，口径は15が13.8ᶲ。15・16は土67よりもݹい時期の遺

物であり，他の遺構等に༝来する遺物のࠞ入と考えられる。

ʲୈ̏面ʳ

時Ҏલח

溝45ɼ土坑46ɼ土坑4�ɼ
柱݀4�・50・52・53ɼ

҆土౧ࢁ時
　��　ʙ
戸時ߐ　

ࣨொ時

落込み36ɼ土坑35ɼ柱列"・#

土坑54・62・63・64・67 柱݀35ɼ土坑37・3�
溝4�ɼ柱݀43

土坑11・13ɼ柱݀1�・22
土坑30

土坑１・２・̔ ・̕
落込み45

・溝4�ࡾେ࿏北ங
��溝か

・落込み45から҆土౧
戸時ͷ遺物ߐʙࢁ��
��出土

時　　 遺　　　　ߏ උ　　ߟ
１区 ２区

ද２　遺֓ߏཁද
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6ശ 7ശ߹　ܭ

26

ࣨொ時

戸時ߐ

167（４ശ）

106

˞　ίϯςφശͷ߹ܭɺཧޙɺ̖ ϥϯΫ遺物ͷந出ɼ٧Ί͠ͷͨΊɼ出土時Αり2ശଟ ͳ͍ͬͯ͘Δɻ

土ثࢣ・ਢثܙ・ಃ࣓ثͳͲ

17ശ

土ثࢣ・ਢثܙ・ಃ࣓ثͳͲ

3�

時Ҏલח

土ثࢣ・ਢثܙ・ಃ࣓ث・
・石ͳͲࠎ

　　༰ ίϯςφ
ശ

̗ϥϯΫ
ശ

̘ϥϯΫ
ശ時　 ̖ϥϯΫ

ਤ20　１区出土遺物࣮ଌਤ１（１ɿ４ɼ27ͷみ１ɿ２）
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ʲୈ̏໘　ப݀49ʳ

ʲୈ̏໘　ப݀53ʳ
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ʲୈ̐໘　67ʳ
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ʲୈ̎໘　45ߔʳ

̌ 10DN

29

31
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39 40
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37
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30

34

44

41
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ʲୈ̎໘　46ʳ

̌ ５DN

ද３　遺物֓ཁද
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 48　18は瓦器の羽佂である。口径は෮元できないが，器高は10.4ᶲ以上である。

ப݀ 49　19はփ釉陶器のᆵのᰍ部と考えられる。断面三角形の突ଳをషり付け，上下に線で

ඛ形の文様をඳく。

ப݀5�　20・21は土ࢣ器̣ࡼで，口径は20が8.3ｍ，21が12.8ᶲ。22は備前焼のുである。

ʲୈ̎面ʳ

ߔ 45　23・24は土ࢣ器25，̨ࡼはԫށのか向付で，26はඒೱ࢈の߳である。26は֎面

にమ釉がかり，底部にはషり付けた小ܕの٭がつく。27は南のܚ元通宝で，初ரは1195年。

 46　28 〜 34は土ࢣ器̨ࡼで，口径は28と29は6.8ᶲ，30は7.8ᶲ，31は8.8ᶲ，32は

11.8ᶲ，33は14.4ᶲ。35 〜 38は土ࢣ器̣ࡼで，口径は35が5.1ᶲで36 〜 38は5.4ᶲである。

39は土ࢣ器の羽佂，40は信ָ焼のᎬുである。41〜44は瓦器である。41・42はՐു，43はു，

44は風で口径は29.0ᶲ。

ʲୈ̍面ʳ

 35　45は土ࢣ器̨ࡼで，口径は12.4ᶲ。46は焼Ԙᆵで器高9.7ᶲで口径は4.8ᶲ。

མࠐΈ 36　47は土ࢣ器̣ࡼで，48〜50は同̨である。口径は47が5.8ᶲ，48は10.6ᶲ。51

49

50

52

55
51

47

48

54
53

61

63 64

65

67

70
68

46

45

58

59

60

62

ʲୈ̍໘　35ʳ

ʲୈ̍໘　۷ΓԼ͛தʳ

ʲୈ̍໘　ݕग़தʳ

56

57

66

69
ʲୈ̍໘　্আڈதʳ

ʲୈ̍໘　མࠐΈ36ʳ

̌ 10DN

ਤ21　１区出土遺物࣮ଌਤ２（１ɿ４）
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は焼Ԙᆵで，器高は9.8ᶲ，口径は5.2ᶲ。52はඒೱ࢈のమ釉天目茶。53はࢤ野焼の大ുや大ࡼ

と考えられる。54はೈ࣭施釉陶器のである。内面は黒色釉，֎面はന化হの上に釉で文様をඳ

く。55はమ製の᭬と考えられる。

黒の茶である。56は口径13.4ᶲ，57は底径5.6ᶲで，高台部は張付けށग़த　56・57はݕ

である。いずれもࠊ部から口ԑにかけてਨ直に立ち上がる。

۷ΓԼ͛த　58〜60はඒೱ࢈の施釉陶器でమ釉がかかる。58は折ԑ60・59，ࡼは。61は

は口ԑに向かってほ΅ਨ直に立ち上がるが，下部がややらんだ形状をとࠊ。黒の茶であるށ

る。62はԫށのࡼ。削り出しの高台を有し，全体の様相は不明だが線刻により文様をඳく。

ʲͦͷଞʳ

ୈ̍໘্আڈத　

この遺物は，ୈ１面より上の遺構・整地土掘り下げの際に出土した。63〜68はඒೱ࢈の施釉

陶器である。63・64はඒೱ࢈のమֆ丸ࡼである。口径は63が11.2ᶲ，64が10.8ᶲである。65

は折ԑソΪ67・66。ࡼはమ釉の天目茶。68はࢤ野焼の茶と考えられ，全体૾は不明ながらమ

ֆが確認できる。69は唐津ので，口径は10.4ᶲ。70は瓦器のുで，口径は15.7cm，底径は

14.6cmである。

85

90

87
86 91

82 83

75

76
77

71

88

89

ʲୈ̍໘　̍ʳ

ʲୈ̍໘　̎ʳ

ʲୈ̍໘　９ʳ

78

79

80

81

ʲୈ̎໘　13ʳ

ʲୈ̎໘　ப݀19ʳ

84

ʲୈ̎໘　ப݀22ʳ

ʲୈ̏໘　30ʳ

72
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ʲୈ̐໘　ப݀35ʳʲୈ̐໘　۷ΓԼ͛தʳ

74

ʲୈ̐໘　38ʳ
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ਤ22　２区出土遺物࣮ଌਤ（１ɿ４）

㸦⦅㞟版㸧.indd   40⏫ࡸ≀ࡏ᮲୕ࠉ53★ 2022/02/22   19:57:26



－41－

93

98

92

99

94

95

100

96

105

108104 106

107

102 103

126

124

120

122

117

116

125

112109 111

114

110

113

129

130

123

119

118

127

115

121

128

101

97

̌ 10DN

ਤ23　２区落込み45出土遺物࣮ଌਤ１（１ɿ４）

（２）２区ͷ出土遺物（ਤ22ʙ25）
ʲୈ̐面ʳ

۷ΓԼ͛த　71は釉陶器の߳の֖である。宝च形のつまみが付き，つまみの内側には「×」

形の刻みが確認できる。また，宝चつまみを中心に三方に円形のἥが確認できる。平安時代の前
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期の遺物と考えられる。

ப݀ 35　72・73は土ࢣ器である。72は̣ࡼで口径は9.8ᶲである。

 38　74は土ࢣ器̨ࡼである。

ʲୈ̏面ʳ

 30　75は瓦器のು，76・77は焼締陶器の伫である。77はৗ࢈と考えられる。

ʲୈ̎面ʳ

 13　78〜80は土ࢣ器̨ࡼである。81はന࣓のࡼである。

ப݀ 19　82・83はいずれも土ࢣ器4ࡼである。

ப݀ 22　84は土ࢣ器ࡼ/で，後ܝは6.8cmである。

ʲୈ̍面ʳ

85　̍はށ黒の茶である。ష付け高台を有し，ࠊ部から口ԑにかけてほ΅ਨ直に立ち上

がる。部には面取りが確認できる。86はࣛ角製のᷱである。部には2ᶱほどの小さい円形の

く΅みがあり，頭部には中央に１ᶲほどの円形のἥがあり，その྆ࣼめ下にも0.5ᶲ程の円形の

ἥが認められる。87は石ುである。

89・88　̎は土ࢣ器̨ࡼで，口径は88が7.8ᶲ。90はށ黒の茶で器高は8.9ᶲで口径

が11.7ᶲ。ࠊ部からほ΅ਨ直に口ԑまで立ち上がる。高台は削り出しである。

91　９は土ࢣ器̨ࡼ。口径は෮元できない。

མࠐΈ 45　92〜104は土ࢣ器である。92〜100は̨ࡼである。口径は92が9.8ᶲ，93が10.0

ᶲ，94が10.2ᶲ，95が10.4ᶲ，96が10.6ᶲ，97が10.8ᶲ，98が10.8ᶲ，99が10.8ᶲ。101

はᖿᖻ，102・103はՐുである。104はփ器で，֎面下部にはタタΩࠟがあり，口ԑ部付近には

線が८る。端面は内傾する面を有する。口径は20.6ᶲ。

105〜108は瓦器である。105はു，106は羽佂，107はՐുの体部で108はՐുの٭部であ

る。107の口径は33.2ᶲ。109〜114はށ黒の茶である。いずれもࠊ部から口ԑに向かって

ほ΅ਨ直に立ち上がり，高台は張り付けである。109・111・112・114のみ面取りされている。

109は器高8.0ᶲ，口径11.4ᶲ，底径5.4ᶲ。110は器高9.5ᶲ，口径13.0ᶲ，底径6.8ᶲ。111

は器高7.3ᶲ，口径11.8ᶲ，底径3.6ᶲ。

115〜117はඒೱ࢈の施釉陶器で，いずれもమ釉がかかっている。115が天目茶，116がᆵの

部，117はՖළの٭部と考えられる。118はփ釉の折ԑࡼで口径は11.2ᶲ。119は二࣍ඃを受

けており釉の色調等が変化しているが，長石釉の丸ࡼと考えられる。口径は11.4ᶲである。削り出

しの高台が付き，その内側に༼道۩のࠟ跡が3点残る。120〜122は，ࢤ野焼のࡼと考えられる。

122は内面のみ長石釉がかかっており，その下にమֆが確認できる。123はࢤ野焼の角向付であ

る。࢛隅がྠՖ状をఄする。底部はޟਠ底である。器高は7.6ᶲ，底径は6.4ᶲ，一辺は9.8ᶲ。

124・125はࢤ野である。小片のため器形は不明である。126は小ഋである。器高は3.5ᶲ，底

径4.0ᶲ，口径は7.6ᶲ。二࣍ඃを受けており，釉の色調等が変化しているが，器形などからԫ

。と考えられるށ
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ਤ25　２区落込み45出土遺物࣮ଌਤ３（１ɿ４ɼ１ɿ２）

154

155

156

157

158

159

160

161 

162

163

166

167

164

165

153

152

149

148
150

151

147

143 144 145 146

ʢ154ʙ167


̌ 10DN

̌ ５DN

㸦⦅㞟版㸧.indd   44⏫ࡸ≀ࡏ᮲୕ࠉ53★ 2022/02/22   19:57:28



－45－

127・128は唐津焼である。127はࡼで口径は12.4ᶲ。128は丸で口径は11.8ᶲ。

129・130はೈ࣭施釉陶器である。129は高台の端部や内֎側面をも含む全体に黒釉がかかって

いる。口径は10.0ᶲ，底径は5.6ᶲ，器高は8.1ᶲである。130は，内面は黒色釉，֎面はന化হ

の上に釉で文様をඳく。口径は8.5ᶲ，底径は4.0ᶲ，器高は6.5ᶲである。

131〜152は信ָ焼である。131〜147は水指の֖で，131〜141は「ᚌ」と「ϔ」が組み合

わさった様なϔϥ記߸が確認でき，143〜147は「7」形のϔϥ記߸が確認できるが142のみϔϥ

記߸がない。径は131が10.2ᶲ，132が11ᶲ，133が10.2ᶲ，134が9.4ᶲ，135が11.4ᶲ，

136 が 11.6 ᶲ，137 が 10.6 ᶲ，138 が 11.2 ᶲ 139 が 10.4 ᶲ，140 が 10.4 ᶲ，141 が 10.6 ᶲ，

142が10.4ᶲ，143が10.4ᶲ，144が9.6ᶲ，145が10.5ᶲ，146が10.8ᶲ，147が10.0ᶲ で

ある。148〜152は信ָ焼である。148・149は水指，150〜152はᎬു。153は石である。

154〜163はಔમである。154が唐の開元通宝，155が北の明道元宝，156が北の治平元

宝，157が北のߖ通宝，158〜160が北の元豊通宝，161が北のએ和通宝。164・165は

小ฑである。164はమ製品でḊれがܹしいが，断面で三角形をఄするਕとࢥわれる部分が確認で

きる。165はಔ製品で片側のみൗ点状の模様が施される。166は全༰が不明だが，ۚが施されて

おり，০ۚ۩の可能性がある。167はಔ製品で，គやՐṟとࢥわれる。

６．まとめ

本調査では，２つの小規模な調査区をઃけたが，平安時代後期から江ށ時代までの遺構面が比較

的良に遺存しているのを確認し，各時期の土地利用の在り方を多少なりとも明らかに出来た。そ

の中でも，２区のୈ１面で確認した落ࠐみ45は特චされる。

この落ࠐみ45は，立地や土のଯ積状況，規模，形状からෑ地の整備等に伴う整地と考えられ，

この中から安土౧山時代〜江ށ時代にかけての遺物が一定量まとまって出土した。周辺のいわΏ

る三条せと物や町付近では，これまでに多くの「౧山茶陶」の出土が確認されているが，いずれも

地の裏側に位置する廃غ土から出土している。本調査では，それとは立地や性格が異なる遺構

から遺物が出土しており，今後の周辺域での調査を行う上で目される。

また，本調査では三条せと物や町の範囲内において，初めて御町通以東で関連する遺構・遺物

を確認した点も大きな成果といえる。『བ中བ֎図ሯ風』（山・উڵ寺本）では，寺町通と三条通

の交差点の南西角付近にళઌに焼き物を並べるళが２軒ඳかれているものの，これまでの周辺で

の調査では，御町以東でその展開をわせる遺構・遺物は確認されていなかった。しかし，本成

果により，ֆ図にඳかれた通りに三条せと物や町が御町通以東まで展開していた可能性が高

まった。今後の周辺での調査の積，そしてֆ図等との૯合的な検討によって周辺域でのߋなる実

ଶのղ明が期される。

（Ҫ　྄հ۽）

　　ம

１）　土ࢢذඒೱಃ࣓ྺ࢙ؗʰབத౧ࢁͷ͖ͷ ɼɦ1��7ɻ
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ᶙ　നՏ֗۠跡

１．調査ͷ経Ңと経過

調査地はࠨ京区ޢӃ山Ԧ町に所在し，周知の埋蔵文化財包蔵地「നՏ街区跡」に該当する。当

地において個人ॅのݐઃが計ըされ，令和３年５月21日付けで文化財保ޢ法ୈ93条ୈ１߲に基

ͮく「埋蔵文化財発掘のಧ出」がなされた。

ಧ出を受理した本市文化財保ޢ՝は，令和３年６月24日に埋蔵文化財の有無を確認するための

掘調査を実施し，遺跡が遺存していることを確認したため，同年８月２日付けで記録保存のためࢼ

の発掘調査が必要なࢫを通知した。事業内༰に鑑み，本件は国庫補ॿ事業として対応することとな

り，10月４日から11月16日に発掘調査を実施した。実ಇ日数は延べ30日間で，調査面積は200

㎡である。遺構面はࢼ掘調査の成果から３面とし，各面において遺構の図化，写真撮影等の記録を

作成した。各面の遺構や遺物包含からは平安時代後期から江ށ時代の遺物が多量に出土してお

り，現地調査終了後の令和４年１月５日から，図面整理及び遺物のந出と図化をおこない，報告書

の作成をਐめた。

２．遺　跡

（１）ཱとྺ࢙తڥ

調査地はי川の東，いわΏるי東地域の一ըに所在する。調査地周辺はന川と高野川が形成した

複合ઔ状地であり，東から西へと؇やかにくなっていく。നՏ街区跡一ଳは平安時代中期には౻

原氏など貴のผ業の地として開かれているが，本格的な開発は平安時代後期のঝྐྵ元年

（1077），調査地南東の岡崎地域において，നՏ天ߖによる法উ寺造Ӧをػܖに開始される。岡崎
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には法উ寺を中心として，天ߖやঁӃの御ئ寺が相࣍いでݐ立された。「উ」のࣈを໊に࣋つ寺Ӄ

が六箇寺並ぶことから，これらは六উ寺と૯称される。この寺Ӄ群を֩に，平安京の条街区に類

似した方格街区がෑかれ，この中にはനՏ上ߖのӃ御所であるനՏ北఼やനՏ南఼も造Ӧされた。

നՏ北఼は今回の調査地の西に位置したと推定されている。保元の乱（保元元年ʤ1156ʥ）の際に

は，നՏ北఼がਸಙ上ߖのӃ御所であったことから，主戦場のͻとつとなった。この街区がෑかれ

た推定範囲を埋蔵文化財包蔵地「നՏ街区跡」として周知している。また，岡崎地域ではനՏ街区

跡の下遺跡として，ੜ時代からݹ時代の集落遺跡も確認されており，「岡崎遺跡」として周

知している。

この地域は幕末に再びྺ史の表舞台に立つこととなる。付近一ଳに有力ॾൡのൡఛが築かれる

のである。東方に所在する黒谷ۚռ光明寺に会津ൡが本ਞを置いたことは著໊であるが，ޢӃ，

岡崎地域にも多数のൡఛが置かれた。天保２年（1831）ץ行の「京町ֆ図細見大成」（図４）では

熊野神社の周辺は「ാ」とされるが，ܚ応４年（1868）ץ行の「改正京町御ֆ図細見大成」（図５）

では「˓˓ෑ」と表記されたෑ地が多数ඳきࠐまれている。ݹֆ図と現在の地ׂとの対比は難し

いが，ޢӃ周辺にはѨ波ൡ（๘ਢլ家），三Տ吉田ൡ（দ平家），岡ൡ（南部家），ӽ前ൡ（দ

平家），彦根ൡ（井ҏ家），佐ഢൡ（ໟ利家），安ܳൡ（ઙ野家），加լൡとその支ൡである山ൡ・

大寺ൡ（前田家）などのෑをֆ図に認めることができる。参রֆ図によって，ൡ໊の入れସわ

図４　「京ொֆ図ݟࡉେ成」 図５　「վਖ਼京ொޚֆ図ݟࡉେ成」

図２　調査前全景（北౦から） 図３　作業風景（北西から）
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りがあり，短期のうちに所有ऀが交代したෑ地もあったようである。߲࣍で৮れるように，今回

調査地の西側では，๘ਢլ家の家瓦が出土しており，Ѩ波ൡఛが存在したと目される。「京町御

ֆ図細見大成」においては，Ѩ波ൡఛの東，熊野神社の南である本調査地付近のෑ地には「ӽ前

ෑ」と書かれており，ӽ前দ平ൡఛがあった可能性がある。

（２）प辺ͷ調査

നՏ街区跡の域内では，法উ寺やଚউ寺などの六উ寺跡も含め，これまでに多数の発掘調査が積

み重ねられてきた。近隣の調査事ྫにߜって，その成果を৮れておく。

調査地の西側では京都大ֶ文化財૯合ڀݚηンターが2015年度に発掘調査を実施した（図6�調

査９，以下「図６」をল略）。ここでは，縄文土器や平安時代以前の遺物が多数出土したほか，ח

時代からࣨ町時代の遺構・遺物を検出，さらに幕末のѨ波ൡఛに関連すると推定される遺構・

遺物を検出している。Ѩ波ൡఛと確定まではできていないが，๘ਢլ家の家瓦が１点出土し，ま

た幕末期の大規模なߔが検出されたことは，ここにൡఛがあったと判断するに足るࡐ料である。

さらに西側のඐഀૃބ水に面した３箇所の調査（調査13・14・15）では，平安時代後期のݐ物

基ஃ跡や地業を検出している。നՏ北఼推定範囲の南端部ではあるが，北఼がさらに南にも広がっ

ていた，あるいは南఼が北に広がっていた可能性も示ࠦする。一方，南西の調査区（調査16）で

は，近世の土を多数検出し，平安時代後期から中世の遺構の遺存状況は๕しくない。

東大࿏通よりも東では平安時代後期の遺構面が良に遺存しており，とりわけ調査18ではଚউ

寺の؍Իಊと推定されるݐ物跡を検出している。基ஃ，֊ஈ，一部の礎石，ᆵ掘り地業が検出され

ており，その遺存状況は六উ寺内でも極

めて良な部類である。

以上のように，平安時代後期に׆発な

土地利用がなされたほか，ઌ史時代の遺

物や幕末のൡఛ跡が目される。なお，今

回の調査区北東に隣接して，関西文化財

調査会が発掘調査を実施した（調査10）。

この調査は面積1257㎡という比較的規

模の大きいものであり，令和４年１月ま

で実施されたため，本報告書作成時点で

は整理作業がॹについたかりである。

おおむね今回の報告内༰と同様の遺構・

遺物を検出しているが，異なる様相を示

す部分も多い。その۩体的内༰は整理作

業のਐ行をって詳らかになるだろう。
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図６　周辺の調査点（１：5,000）
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周ลௐࠪʹྫࣄΔௐࠪใࠂ（ௐࠪ൪߸図６とରԠ）

調査１ɿ   崎一ٶ・ࢤ本一夫「京都大ֶපӃ構内A'19区の発掘調査」『京都大ֶ構内遺跡調査ڀݚ
年報』昭和56年度，京都大ֶ埋蔵文化財ڀݚηンター，1987年。

調査２ɿ ઍ༿豊「京都大ֶපӃ構内A(20・A'20区の発掘調査」『京都大ֶ構内遺跡調査ڀݚ年報』
1996年度，京都大ֶ埋蔵文化財ڀݚηンター，2000年。

調査３ɿ ࡕ口ӳؽ「京都大ֶපӃ構内A'20区の発掘調査」『京都大ֶ構内遺跡調査ڀݚ年報』1999
年度，京都大ֶ埋蔵文化財ڀݚηンター，2003年。

調査４ɿ ઍ༿豊ほか「京都大ֶපӃ構内A&19区の発掘調査」『京都大ֶ構内遺跡調査ڀݚ年報』
2002年度，京都大ֶ埋蔵文化財ڀݚηンター，2007年。

調査５ɿ ֿ 川හ夫「നՏ街区跡」『京都市内遺跡ࢼ掘調査֓報　平成３年度』，京都市文化؍光ہ，
1992年。

調査６ɿ ඦ正߃「നՏ街区１」『昭和60年度　京都市埋蔵文化財調査֓要』，財ஂ法人京都市埋
蔵文化財ڀݚ所，1985年。

調査７ɿ 京都市埋蔵文化財調査ηンター「ࢼ掘調査一ཡ表」『京都市内遺跡ࢼ掘調査֓報　平成７
年度』，京都市文化市ຽ1996，ہ年。

調査８ɿ 石井明日߳・小智ඒ『നՏ街区跡』ΠϏソク京都市内遺跡調査報告ୈ18ा，ࣜג会社
ΠϏソク，2018年。

調査９ɿ 井ᚸ・内記理「京都大ֶ熊野構内;;18区の発掘調査」『京都大ֶ構内遺跡調査ڀݚ年
報』2017年度，京都大ֶ文化財૯合ڀݚηンター，2019年。

調査10ɿ 報告書作成中（令和３年度　関西文化財調査会実施）。

調査11ɿ ࣋田ಁ・小智ඒ『നՏ街区跡・岡崎遺跡』ΠϏソク京都市内遺跡調査報告ୈ５ा，ࣜג
会社ΠϏソク，2013年。

調査12ɿ 尾౻ಙ行・ཽ子正彦「ت光Ӄ（96,4111・130）」『京都市内遺跡立会調査֓報　平成
８年度』，京都市文化市ຽ1997，ہ年。

調査13ɿ 報告書作成中（平成27年度　関西文化財調査会実施）。

調査14ɿ 財ஂ法人京都市埋蔵文化財ڀݚ所「നՏ北఼跡」『昭和55年度　京都市埋蔵文化財調査֓
要』，財ஂ法人京都市埋蔵文化財ڀݚ所，2011年。

調査15ɿ 上村和直「നՏ北఼跡」『昭和56年度　京都市埋蔵文化財発掘調査֓要』，財ஂ法人京都
市埋蔵文化財ڀݚ所，1983年。

調査16ɿ 財ஂ法人京都市埋蔵文化財ڀݚ所ฤ『നՏ南఼跡　文化ி国庫補ॿによる六উ寺関連の
発掘調査の֓要』，京都市文化؍光1980，ہ年。

調査17ɿ 上村和直「ଚউ寺跡」『昭和62年度　京都市埋蔵文化財調査֓要』，財ஂ法人京都市埋蔵
文化財ڀݚ所，1991年。

調査18ɿ 水谷ण克・原一彦「ଚউ寺跡発掘調査֓報」『京都府遺跡調査֓報』ୈ23，財ஂ法人
京都府埋蔵文化財調査ڀݚηンター，1987年。
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３．遺　構

ຊংج（１）

調査区の東น断面については，南側

12ｍ分は東น面を図化したが，調査区

を縦断する断面図を作成するため，北側

８ｍ分はୈ１面で東นの延長線上にઃ

定したΞθを利用した。そのため，東น

北側分については地表面からୈ１面ま

でを図化できていないが，他の箇所と同

様のଯ積状況であった。調査地の現地表

面は標高47.0 〜 47.1mで，おおむね平

ୱである。ްさ0.4〜0.6m程度の土が

全域にଯ積し，そのআڈ面で近世末から

近代初頭の整地とࢥしき黒色࠭ట

となる（北น２・東น１）。そのআ

面は黒色࠭టとなる（北น５・東นڈ

４）。このは下面の፩が著しいが，

これはߞ作に伴うものと考えている。

፩を受けているオリーϒ色ట࠭（北

น６・東น５）をআڈした(-�1.0〜

�1.2m程度，標高46.0m付近をୈ１面と

ઃ定した。この面の基൫となるのは，ほ

ݐըܭ

ௐࠪ۠ௐࠪ۠
9��1090809��109080
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9��1091009��109100

:���0�80:���0�80 :���0�60:���0�60:���0�00:���0�00

20̼̌

۷̍۠ࢼ

۷̎۠ࢼ

図７　調査۠位置図（１：1,000）
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΅ 全 域 で49125 〜 129・133 〜

138の 埋 土 で， こ れ ら が 地 点 に

よって࣭࠭から固く締まったγル

τ࣭までの土࣭差がある。なお，調

査区北西隅ではややڧめに表土ണ

͗をおこなったため，ୈ１面の検

出時点でઙԫ色γルτの地山（北

น32）が見え始めており，中世

以前も含めた本来的な遺構面は

46.0mよりもさらに高いレϕルに

あった可能性が高い。ୈ２面は上

述した49125〜129・133〜138

の埋土আڈ面で，おおむね45.55m

程度であり，細࠭を含んだ黒色

࠭ట（北น18・東น19）が

全面に広がる。黒色࠭టは土

取り穴の埋めし土と判断してお

り，土取り埋めし土のআڈ面を

ୈ３面とした。ୈ３面は地点によ

り大きなレϕル差があり，最もਂ

くなった調査区南端では44.4m，

ઙくなった調査区北側では45.3m

である。基൫となるのは礫をやや

多く含んだ明੨փ色೪࣭土（北น

34・東น39）である。ୈ１面

ஈ֊で地山を確認できた調査区北

西隅部では，本来のଯ積状況を確

認できる。ここでは46.0mでઙԫ

色γルτ（北น32），45.4mで明

੨փ色೪土（北น33）と礫を含

まないଯ積土が確認でき，これが

本来のଯ積である。これらの土が

採取の対象となり，礫がࠞじり始

めたਂさで採取をやめたのだと推

測できる。

図
９
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（２）遺　ߏ
合わせて３面の遺構面をઃ定し，遺構の検出・掘削をおこなった。その結果，平安時代後期から

江ށ時代までの遺構を多数検出した。大は江ށ時代以降の遺構である。以下にその֓略を報告す

る。

ୈ̍面

খϐοτ܈　ୈ１面で検出した遺構は大が小ピοτである。ப当たりは検出できず，୯で直径

0.3〜0.4m程度のものがほとんどである。ߞ作土がୈ１面の上にଯ積しており，大のピοτの

埋土はߞ作土と同じ黒色࠭టであることから，これらはߞ作土上面からଧちࠐんだߌなどのࠟ

跡だと考えている。

4&̍　調査区北東で検出した井ށである。ୈ１面とઃ定した面よりも上面から掘りࠐまれている

（図８）。น際で検出した遺構であり，น面の崩落を防͙ため，南のみを掘した。成立面から掘

削底までのਂ度は2.3mで，標高44.2m付近，地山面よりもਂくに౸ୡしている。石組み等は確認

できなかったが，埋土中にݓ大の礫が多量に含まれており，近世の瓦や陶࣓器のほか，平安時代後

期からח時代の瓦片も出土した。ݹい遺物を含むものの，遺構としては19世紀中ごろ以降のも

のと考えている。

4,8�　調査区南東น際で検出した土である。東は調査区֎となるため，全体形状・規模は不

明で，検出範囲では南北0.95m，東西0.5m，ਂさは検出面から0.4mである。出土遺物には瓦が多

いが，すべて平安時代後期からח時代のもので，近隣の掘削に伴い土中から出土したものをまと

めて廃غしたものか。遺物からのߜりࠐみができず，遺構のؼଐ面からの推定だが，19世紀以降

のものと考える。

4%100　調査区南端で検出した東西ߔである。東นのଯ積状況からは１下面で成立していること

が分かり（東น２・３），ୈ１面とした面よりも上位からの掘りࠐみである。埋土にはՖቋؠ片

を多く含み，とりわけߔの立ち上がり際にഁ片が多かったことから，Ֆቋؠによる石組みߔだった

可能性がある。隣接する関西文化財調査会による調査区（図６�調査10）の南端付近，4%100のほ

΅延長線上で同様のߔを検出しており，連続する可能性がある。道࿏側ߔや区ըߔとしてػ能した

ものかもしれない。

時　　 遺　　　　ߏ උ　　ߟ

ฏ҆時 S&144

ظ戸時தߐ
土取り݀及びຒΊ͠（SX125 〜 129・133 〜 138），

4&139，4,140，4,141，4,143，1JU146

Ҏ߱ظޙ戸時ߐ S& １ɼSK�3ɼS%100

　表１　遺構概要表
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図10　第１面平面図（１：120）

ୈ̎面

4&1�9　調査区北東部で検出した井ށである。本来は１面にؼଐするものとࢥわれる。検出面での

直径は約2.0mだが，北東側には掘方が広く，径約3.0mとなる。断面形状はٯ凸ࣈ状に్中で一回

り小さい直径1.5mڧとなり，掘削底は44.8mである。石組みなどは確認できなかった。埋土から

の遺物は少ないが，18世紀後以降のものと判断できる土ࢣ器ࡼが出土しており，少なくとも江ށ

時代中期以降に埋した遺構である。
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図11　第２面平面（１：120）・4E139断面図（１：50）

491�5ʙ1�9ɾ1��ʙ1�8　ୈ１面時点で認ࣝできた基൫土の違いを遺構として取りѻい，掘削を

ਐめた。その結果，土のڥ目付近に下部の黒色࠭టが൞状の高まりとして残ることとなった。し

たがって49125〜129・133〜138はୈ１面で認ࣝできた土の違いであり，かつ൞状の高まりに

よって区ըされた୯位でもある。礫࣭の土とγルτ࣭の固く締まる土が交互に東西方向のଳ状に

ଯ積する。東นで確認すると，これらは南からઌにଯ積し，北に向かって埋められていったことが

分かる。おおむね൞状の高まりで土࣭が変わるが，一部高まりをӽڥする箇所もある（東น17
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など）。49127・128は東西方向にもଯ積状況を

確認した（図12）。ここでは西から東へとॱに埋

められていったことが確認できた。埋土からは平

安時代から江ށ時代までの幅広い時代の遺物が出

土したが，最も新しいものは18世紀後ごろに位

置ͮけられるછ付であるため，埋められたのは

少なくともこの時期以降である。これらの土の違

いは埋めしの過程を示すものであるが，このよ

うな埋めしがԿをҙ図したものかは判然としな

い。礫࣭土とγルτ࣭土を交互に積む工法は戦国

時代の山Պ本ئ寺跡の土塁１）や豊臣秀吉によって

築かれた御土ډの構築に用いられたことが判明し

ており２），これらは土塁構築土の崩落を防͙こと

をҙ図したものとされる。礫࣭土とγルτ࣭土を

交互に埋めすことによって，地൫の安定が一定

程度図れるのであろうか。土取り穴埋めし土に

おける事ྫは確認できていない。これらの下面に

ଯ積する黒色࠭ట及びその下ଯ積土から出土

した遺物との年代差はなく，地山上面からୈ１面

まであまり時を空けずに埋められたと判断してい

る。そのため，「ୈ２面」とした面はੜ׆面といっ

た類のものではなく，埋めしのあるஈ֊でごく

短期的に形成された作業୯位と認ࣝしている。

ୈ̏面

औΓ݀　調査区のほ΅全面が土取り穴である。

ਂ度は地点によって異なり，南端がもっともਂい

5.1.44.4mにୡする。ਂ 度の違いは採取対象となっ

た土のଯ積ਂ度の違いであろう。北น断面（図８）

で見たように，礫を含まないγルτ・೪土を採取

したのであろう。土取り穴は調査区西น際で，北

でやや東にৼった傾きで平面直線状に立ち上が

る。同様の立ち上がりは，隣接する関西文化財調

査会の調査区（図６�調査10）でも検出できてい

る。土取り行ҝについて，地ׂによる੍約や直線

̍
̎

̏
̐

̑
̒

̓

̍
̎

̏
̐
̑

̒
̓

̔
̕

̎
̔

10
11

1�

̎
̑

)�
46
�0

)�
46
�0

̍
ɹ
10
:3
4�
�ʹ
Ϳ
͍
ԫ

৭
ట
ʢ࠭
ࡉ
࠭
ࠞ
ʣ

̎
ɹ
10
:3
4�
�փ
ԫ

৭
࠭
ట

̑
ɹ
10
:3
5�
�ʹ
Ϳ
͍
ԫ

৭
࠭
ట
ʹ

ɹ
ɹ
ɹ
10
:3
��
4ʹ
Ϳ
͍
ԫ
ᒵ
৭
γ
ϧ
τ
ͷ
େ
ϒ
ϩ
ο
Ϋ

̏
ɹ
10
:3
5�
�ʹ
Ϳ
͍
ԫ

৭
࠭
టʢ
ݻ
క͘
·
Δ
ʣ

̐
ɹ
��
5:
5�
�ԫ

৭
γ
ϧ
τ

̒
ɹ
10
:3
5�
�ʹ
Ϳ
͍
ԫ

৭
࠭
ట

̓
ɹ
10
:3
4�
�ʹ
Ϳ
͍
ԫ

৭
γ
ϧ
τ

̕
ɹ
10
:3
5�
�փ
ԫ

৭
ట
ʢ࠭
ૈ
࠭
গ
ྔ
ࠞ
ʣ

10
ɹ
10
:3
5�
�ʹ
Ϳ
͍
ԫ

৭
ࡉ
࠭

11
ɹ
10
:3
4�
�փ
ԫ

৭
ట
࠭

1�
ɹ
10
:3
��
ࠇ�

৭
࠭
టʢ
ࡉ
࠭
ࠞ
ʣ

:�
��
0
��
�

:�
��
0
��
6

:�
��
0
�8
0

:�
��
0
��
�

:�
��
0
��
6

:�
��
0
�8
0

̍
ɹ
10
:3
4�
�ʹ
Ϳ
͍
ԫ

৭
࠭
ట

̎
ɹ
10
:3
5�
�ʹ
Ϳ
͍
ԫ

৭
γ
ϧ
τ̡
4&
1�
9ʳ

̏
ɹ
10
:3
��
�҉

৭
࠭
ట

̐
ɹ
10
:3
6�
4ʹ
Ϳ
͍
ԫ
ᒵ
৭
γ
ϧ
τ

̑
ɹ
10
:3
4�
�փ
ԫ

৭
ట
ʢ࠭
ૈ
࠭
ࠞ
ʣ

̒
ɹ
10
:3
5�
�ʹ
Ϳ
͍
ԫ

৭
࠭
ట

̓
ɹ
10
:3
��
4҉

৭
γ
ϧ
τ

̔
ɹ
��
5:
5�
�҉
փ
ԫ
৭
࠭
ట
ʹ

ɹ
ɹ
ɹ
��
5:
��
4ઙ
ԫ
৭
γ
ϧ
τ
ͷ
େ
ϒ
ϩ
ο
Ϋ

̌
２
̼

#
#`

$
$`

ʲ
49
1�
�ʳ

ʲ
49
1�
8ʳ



؍

༻
Ξ
θ



؍

༻
Ξ
θ



؍

༻
Ξ
θ



؍

༻
Ξ
θ

図
12

　
49

12
7・

12
8౦

西
断

面
図

（
１

：
60

）

ṇ㸯.indd   55ᰯࠉᕥྑᑐࠉ216115 2022/02/22   19:58:38



－56－

的に区ըされた範囲内でおこなうなどの੍約が՝せられていた可能性がある。ୈ２面のϕーεと

なっていた黒色࠭ట及びその下ଯ積土から出土した遺物は「ୈ２面掘り下げ」時のものとして

取り上げ，これが土取り埋土の包含遺物である。土取り埋土はそれほど締まりのよくないもので

あったが，最下面には茶色の土がബく固着するようにଯ積していた。掘削の後，す͙に埋めさ

ず，口の開いた期間があったのかもしれない。

4&144　調査区北น際で検出した遺構である。掘方は方形で，遺構北側が調査区֎となるため，全
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図13　第３面平面（１：120）・1JU146平・断面図（１：50）
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体規模は不明である。東西方向は2.3mで，検出面からの掘削ਂ度は約1.0mで，掘削底は44.35m

である。掘方の形状と，掘削ਂ度から井ށと判断した。出土遺物はわずかだが，12世紀前ごろ

の土ࢣ器が出土しており，確実に13世紀以降と判断できる遺物が出土していないことから，平安

時代後期の遺構の可能性が高い。

1JU146　調査区北東部で検出した直径0.37mのピοτで，検出面からのਂ度は0.31mである。埋

土にはݓ大の礫が多数含まれていた。

4,14�　調査区北中央付近で検出した南北0.95m，東西4.3mの長方形の土で，検出面からの

ਂさは0.38mである。土取り埋土の下面で検出した。埋土には化物や焼土が含まれていた。18

世紀後から19世紀の遺構である。

4,140　調査区西側中央で検出した土である。土取り埋土の下面で成立する。南北1.1m，東西

0.75mのପ円形で掘削ਂ度の0.6mまでݓ大の礫がॆరされていた。平安時代後期からח時代の

瓦片が多数含まれていたが，備前焼の౮明ࡼも出土しており，遺構そのものは18世紀以降のもの

と考えている。

4,141　4,140の東側で検出した土である。土取り埋土の下面で成立する。南北1.27m，東西

1.0mの範囲にݓ大の礫が多数含まれていた。0.1mऑのઙいレンズ状のଯ積だが，北西部が直径

0.4m，ਂさ0.3mのピοτ状にへこむ。18世紀以降のものと判断できるછ付が出土した。

取り上げた遺構のうち，4&144の本来の成立面（平安時代後期の遺構面）はୈ３面より高く，土

取りによって上部を作成された可能性が高い。しかし，他の遺構はその規模がそれほど大きくな

く，今回の検出面が本来の成立面と大きくִたっていないと推定できる。
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図14　4,140・141平・断面図（１：40）
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表２　遺物概要表

（１）土ث・ಃ࣓ث

１〜６はୈ１面の4&１から出土した。１は施釉陶器で౮明ࡼである。釉ༀはփ色で؏入が目立

つ。２は施釉陶器形で，釉ༀは୶ԫ色をఄする。３は࣓器の小で，口ԑ端部がわずかに֎反

する。֎面には赤色で海をඳく。４は色ֆのである。છ付に赤ֆ，ۚ࠼を施しており，高台は

֎に開く。５は色ֆの֖で，Ֆ弁部分が赤ֆである。６は੨࣓છ付のുで，口ԑ部が֎反する。4&

１の出土遺物には，多量の陶࣓器が含まれていた北น24の遺物がࠞじりࠐんでいる可能性が高

く，18世紀代の資料を含むものの，遺構としては19世紀中ごろ以降のものと定している。

７・８はୈ１面からの掘り下げ中に出土した遺物である。ୈ１面の基൫は49125〜129・133

〜138の埋土であるため，出土状況からは９〜20と埋時期に大きな開きはないと判断する。７

は瓦器小ᆵである。丸みをଳびた体部から，口ԑ部をわずかに直立させる。ח時代ごろのものか。

８はփ釉陶器ࡼである。底部から体部への立ち上がり部分は，平面的に見ると直線的であり，ࣖࡼ

の可能性が高い。９は49127から出土したછ付である。底部がްく作られる。18世紀後にؼ

ଐする。10〜13は49129から出土した。10は土ࢣ器ࡼ/小で，ח時代ごろ，11は土ࢣ器ࡼ/

大で，12世紀前ごろのものと似通った形状である。12はփ釉陶器の底部で，いわΏる三日月高

台である。13は備前࢈焼締陶器のᎬുである。ԑଳはさほど広くなく，15世紀前ごろの所࢈と

考える。14〜17は49134から出土した。14は素焼きでന色をఄする土器である。土ࢣ器4ࡼの形

状とするには違和ײがあり，ന色土器高ഋの口ԑ部とみる。内֎面に書が残り，྆面に黒色で方

形のを，その内側にփ色でന抜きの「×」をඳいている。ҙ図等は不明である。口ԑ部のみであ

り，時期比定をためらうものの，13〜14世紀ごろか。15〜17は土ࢣ器4ࡼの小ࡼで，３ຕが重

４．遺　物

平安時代から江ށ時代までの幅広い時期の遺物がコンテナで32箱分出土した（表２）。細片や丸

瓦・平瓦片が多く，また整理作業期間の੍約から，箱数に比して図化できた資料の数は少ないが，

土器・陶࣓器と瓦それͧれについて֓略を記す。

時　代 内　　༰ コンテナ
箱数 ̖ϥンク点数 ϥ̗ンク

箱数
Ｃϥンク

箱数

〜平安時代中期
土ࢣ器，釉陶器，փ釉陶器，
軒丸瓦，軒平瓦，丸瓦，平瓦

釉陶器１点，փ釉陶器４点

平安時代後期
〜ࣨ町時代

土ࢣ器，ਢܙ器，瓦器，陶࣓
器，軒丸瓦，軒平瓦，丸瓦，

平瓦，َ瓦

土ࢣ器９点，瓦器１点，
ന色土器１点，焼締陶器１点，

軒丸瓦９点，軒平瓦17点，
丸瓦１点，َ瓦１点

江ށ時代 土ࢣ器，陶࣓器
土ࢣ器12点，陶器11点，

ന࣓２点，છ付・色ֆ20点

合　計 36箱 90点（３箱） １箱 32箱

˞　コンテナ箱数の合計は，整理に伴い，̖・#ϥンク遺物をந出したため，出土時より４箱多くなっている。
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なった状ଶで出土した（図൛7−３）。上から15，16，17のॱに重なっており，廃غ時にまとまっ

ていたものだろう。口径は8.0cm前後で体部は֎傾ؾຯ，口ԑ部がわずかに内するなどの特徴か

ら14世紀中ごろのものとみる。18・19は49136出土である。18は釉陶器で，削り出しの平

高台，内面見ࠐみ部に線をҾく。19はփ釉陶器のᆵである。

20は4&139上出土の土ࢣ器4ࡼである。4&139は図化に足る資料にしく，年代のߜりࠐみ

には৻重となら͟るをえないが，18世紀はḪらず，同世紀後以降の所࢈であろう。

21〜54はୈ２面掘り下げ時の出土遺物である。ୈ２面を構成するのは，黒色࠭ట（東น19

，北น18）を主とする。このは前અで৮れた通り，土取り穴の埋めし土と目される。21

〜30は土ࢣ器である。21〜23はࡼ/でいずれも口径6.0cmڧと小ぶりである。24〜29は4ࡼで，

見ࠐみには7ࣈ状の断面形状をఄするݍ線を施している。資料によって形状にόϥつきがあり，18

世紀を主としてやや広い年代幅を࣋つと考えられる。27は体部が4ࣈ状に۶ۂし，相対的に新しく

見える。30はᖿᖻで，羽佂ܕをఄする難波分類A類のものである３）。底部は֎ܕを用いたܕ作り

で，内面はナデにより平だが，֎面は無調整でૈ面を残す。௳をషり付け，口ԑ部は֎折する。

31〜34はං前ܥ施釉陶器のである。31は明փ色の土に，փ色の釉ༀを全面に掛ける。؏入

が顕著で，高台は開きؾຯとなる。32はփന色の土で，֎面にはಔ釉，内面にはಁ明釉を掛

け分ける。33は赤色の土に，をଳびた色の釉ༀで，ໟ文を施す。34はそれよりも明る

いԫᒵ色の土に赤みをଳびた色の釉ༀを施し，内面見ࠐみはऄノ目状に釉ണ͗している。35

は施釉陶器のᆵの類か。内面には釉，֎面は࿐，底部はࢳ切り無調整である。36は施釉陶器

の合子である。୶ԫ色の土で，内֎面とも施釉している。底部にで「˔」をඳくが，ҙ図は不

図15　出ث・ಃ࣓ث実測図１（１：４）
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図16　出ث・ಃ࣓ث実測図２（１：４）

明である。37は施釉陶器の（平か）で，փ色の釉ༀ，高台内に「桂」と書する。38・39

はന࣓のࡼである。いずれも内面見ࠐみをऄノ目状に釉ണ͗する。38は高台内に書が残り，「ᖒ

井˘」と判ಡできる。40はછ付の֖である。高台内には「貴長य़」の，見ࠐみにはޒ弁Ֆを
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ඳく。41もછ付の֖で，水ۄ模様をඳく。42〜49はછ付のである。42〜45は全体に器นがް

く，とりわけ底部はかなりのްさとなる。ޖਢの発色や土の色調もくすみが目立つ。46はコン

χϟク印判による施文で，器นは相対的にബい。47もછ付のだが，釉調がわずかにみをଳび

る。見ࠐみをऄノ目状に釉ണ͗する。48は色ֆのである。֎面は赤との上ֆ，見ࠐみはޖਢ

による山水文をඳく。全体に器นはബく，地の部分もࠞりの少ないന色をఄする。49はછ付の端

反で，・タケノコをඳく。50はછ付のുである。高台は高く，底部はബい。見ࠐみにはՖ文

がඳかれる。51・52はછ付のࡼである。51は見ࠐみにコンχϟク印判のޒ弁Ֆ，52は手ඳきの

形である。８#ஈ֊に多く出土するも΅4I，ほࡼ器ࢣ弁Ֆで，ന抜きで波文をඳく。53は土ޒ

のと形ଶが似通う。54はփ釉陶器のࡼである。底部から大きく開く。これら２点は他の遺物との

年代的な開きがかなり大きく，埋めし土へのࠞ入であろう。55は図化にえなかったため，写

真で報告する。છ付ので，े六弁の٠文を主文に，をै文様としてඳく٠御付છ付，いわΏ

る禁裏御用品である。文様構成から18世紀代のものと考える。ୈ２面掘り下げ時に出土した遺物

は，年代幅を࣋ちつつもおおむね18世紀後ごろに一定のまとまりを示す資料群であり，土取り

後の埋めしがこの時期を大きくは下らないことを示ࠦするものである。

56〜58は4,140から出土した。56は土ࢣ器ࡼ/で13世紀前ごろ，57は4ࡼで７ஈ֊後か

ら８ஈ֊前（14世紀中ごろ）に出土するものとそれͧれ近い。58は備前࢈焼締陶器の౮明ࡼで

ある。江ށ時代のものだが，時期は詳らかにできない。

59は4,141から出土したછ付のである。残存状況がѱく，遺存箇所をつな͗合わせて෮元し

たため，形状の正確性はそれほど高くない。

60は4&144から出土した土ࢣ器ࡼ/である。口ԑ部の調整は，4C〜5Aஈ֊に出土するものに

近い。4&144からの出土遺物はわずかだが，これよりも確実に時期の下がるものは含まれておら

ず，12世紀前ごろの遺構である可能性が高い。

61・62は4,143から出土した。61は土ࢣ器4ࡼである。体部から口ԑ部にかけて大きく4ࣈ状

に۶ۂする。14ஈ֊（19世紀）に出土する土ࢣ器ࡼと特徴が似通うものの，ެ家町以֎では土ࢣ

器の出土量が大きくݮっている時期であり，୯७に対比して時期決定をすることには৻重を期し

たい。62は施釉陶器の小ᆵで，୶ԫ色の土に，֎面底部付近から口ԑ部内面まで釉を施す。

土取り埋土から出土した資料には広東やḵ唐草文のછ付がなく，端反も少ない。遺構の埋

年代を19世紀まで下げるだけの積極的な根拠にബいが，土取り埋土の底面で検出した4,143から

出土した土ࢣ器は19世紀的な特徴を࣋っている。

6�

61

60

56 5�

58

59

4,140 4,141 4,14�

4&144

̌ 10DN

図18　出ث・ಃ࣓ث実測図３（１：４）図17　ޚ٠છ

55
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נ（２）

瓦１〜９は軒丸瓦で，すべて山城࢈である。１は複弁六༿蓮華文でच文ଳにᝎ傷を認める。瓦当

ష付けで，裏面から補足೪土を加えている。ୈ１面の掘り下げ時に出土し，12世紀前の所࢈で

ある。２は複弁八༿蓮華文で，中に「კ」を配している。瓦当ష付けで，裏面から補足೪土を加

える。ୈ２面の掘り下げ時に出土し，12世紀後から13世紀のものである。３は複弁八༿蓮華文

で，瓦当ష付け，ୈ２面掘り下げ時に出土しており，12世紀後から13世紀のものである。４〜

９は三文で，４・７・８・９は右רき，５・６はרࠨきである。４と５は֎区にच文が८る。い

ずれも13世紀代のものである可能性が高い。４は瓦当ష付けで，4,140から出土した。５は接合

部がܽଛしている。ୈ２面掘り下げ時に出土した。６は瓦当ష付けで，ୈ１面掘り下げ時に出土し

た。７も瓦当ష付けで，49135から出土した。８はୈ２面掘り下げ時の出土で，瓦当ష付けの上，

裏面から補足೪土を加える。９は4,140出土で，瓦当ష付けの上，裏面から補足೪土を加える。８

と９はの尾のઌ端が接していることも共通した特徴である。

10はۄԑ有ஈࣜの丸瓦である。部凸面に縄をרき付けたୟき൘のѹࠟ，凹面に布目が残る。

49129から出土し，12〜13世紀の所࢈である。11はَ瓦のഁ片である。च文部のみが遺存して

おり，全体の大きさは不明である。平安時代後期からח時代の所࢈だが，それ以上にߜりࠐむࡐ

料にはܽける。4,141から出土した。

12〜28は軒平瓦である。12〜15は唐草文で，12のみ֎区にच文が८る。12は4,140出土で，

瓦当ష付け，山城11，࢈世紀後から12世紀前のものである。13は中心に上向きの唐草を配し

ており，12世紀前のՏ内࢈である。瓦当ష付けで，平瓦部凸面には縄をרき付けたୟき൘のѹ

ࠟが残り，凹凸面にれ࠭が付着する。49134から出土した。14も同じく12世紀前のՏ内࢈

で，中心に上向きの唐草を配する。4,140から出土した。15は12世紀後から13世紀前の

ຏ࢈であり，瓦当部は包みࠐみ技法を用いて接合する。ୈ２面の掘り下げ時に出土した。16〜18

は連文である。16はୈ２面掘り下げ時出土で，瓦当部を折りۂげ技法で成形する。࢈地は不明

だが，12世紀代のものであろう。17は4,140出土で，中央に三を１つ，ࠨ右に二を３つずつ

配し，さらにの間ごとにፊՖ弁を上下に配した文様構成を取る。ஈֺとなるものも出土してお

り，平瓦凸面に縄をרいたୟき൘のѹࠟが残るものもある。࢈地は不明だが12世紀中ごろのもの

と考えられる。18は4,141出土で，12世紀の山城࢈である。瓦当部は折りۂげ技法で成形してお

り，瓦当部にも布目が明確に視認できる。19はՖ弁文で，ፊ三༿Ֆ弁を上下交互に配する構成

を取る。瓦当部は折りۂげ技法による成形で，山城࢈である。12世紀中ごろから後のものか。ୈ

１面掘り下げ時に出土した。20はՖ弁文で，凹面側から凸面側に向かうՖ弁がࠨ右に連続して配

されている。瓦当部は折りۂげ技法による成形で，12世紀代の山城࢈である。ୈ２面掘り下げ時

に出土した。21〜28は頭文である。21・22は中心に右רき文を配し，瓦当部は折りۂげ技

法，12世紀後から13世紀前の山城࢈である。21は4,141から，22はୈ２面掘り下げ時にそ

れͧれ出土した。23・24も折りۂげ技法で，12世紀後から13世紀前の山城࢈である。23は
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図19　出瓦実測図（１：４）・Ө１
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図20　出瓦実測図（１：４）・Ө２

ୈ２面掘り下げ時に，24は4,140からそれͧれ出土した。25・26・27も瓦当部折りۂげ技法で，

山城࢈だが，瓦当部幅がॖ小しており，13世紀代のものだろう。26は平瓦部が後端まで遺存して

おり，全長が13.7cmと判明する資料である。25はୈ１面掘り下げ時に，26・27はୈ２面掘り下

げ時にそれͧれ出土した。28も頭文軒平瓦だが，中心にՖ弁状の文様を配している。瓦当部折り

。である。49129から出土した࢈げ技法で，13世紀代の山城ۂ
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�．まとめ

今回の調査では，近世の大規模な土取りࠟ跡を確認した。土取り埋めし土には，平安時代後期

からח時代の瓦や土器が多量に含まれていたほか，平安時代中期以前の釉陶器やփ釉陶器も

出土した。大規模な土取りによって削平されているが，本来この地域は平安時代後期に六উ寺やന

Տ北఼・南఼と一体で開発がਐみ，当地もີに遺構が展開したことを推し量るにे分な遺物量で

ある。さらにḪる平安時代中期以前の遺物は，開発の本格化以前にもԿらかの施ઃが存在した可能

性を示す。平安時代中期以前の౻原氏ผ業の地としてのי東は，現在までのところ発掘調査からは

あまり۩体૾が示せていない。平安時代後期の発展を考えるためには，その下地となった中期以前

も重要であり，今後も周辺の調査成果を視したい。

土取り穴の埋めし土に含まれた遺物は18世紀後を下限としており，埋めしの時期はそこ

から大きくḪらない可能性が高い。土取り穴埋めし土のআڈ面でも近世の遺構を確認した。埋土

からは18世紀よりもやや新しく見える土ࢣ器ࡼも出土しているが，点数が少なく，埋めし土に

含まれる遺物と時期がٯ転しているとまでは言い切れない。現時点では，埋めし土に含まれた遺

物からಋかれた時期が埋めしの時期とみておきたい。

近世の大規模な土取りは，周辺の調査でも確認できている。図６で示した範囲では，調査16で

近世の大規模土群を検出している。調査面積が狭く，報告書中では土取り穴とは確定していない

が，今回の調査成果から，それらが土取り穴であった可能性を指摘しておく。調査１〜４のさらに

北側である，京都大ֶපӃ構内A+18・A+19区の調査４）では，今回と同様の大規模な土取りࠟ跡を

確認している（図21�495〜11など）。ここではԫփ色γルτを採取の対象とし，埋めし土中に

含まれた遺物は18世紀後を下限とする。さらに本調査区と同様に，平面が北で東にৼる൞を複

数残して土を採取しており，共通点が極めて多い。この൞は「ط存の土地ڥքや水࿏，土手，൞な

どをഁյすることな」いような「近世的な土地の理状況が反өされたもの」とされる５）。また，

この調査では大規模土取り穴の底で小土を検出している。その性格については，掘削中に水຺に

当たった際に穴底に水ཷを作り，そこから水をみだしたのではないかとしている。今回土取り穴

の底で検出した4,140や4,141は礫がॆరされており，穴底の水を抜くためのものと考えると整

合が取れる。ただし，京大පӃ構内A+18・A+19区では一部の土取り穴で，大規模区ըの中に２〜

４m୯位の小規模方形୯位を検出し，作業୯位とされているが今回の調査区では認められない。ま

た，今回確認できたような，礫࣭土とγルτ࣭土を交互に埋める工法は取られていないようであ

る。近接した地域であり，おおよそ共通した採取法を採っているが，このような相違点もある。京

都大ֶපӃ構内A+18・A+19区の報告中では，採取された土は҄田焼の原料となる「岡崎土」とし

てചങされたと推測されている。一方，今回の調査区との間に位置する調査１〜４でも近世の土取

り穴群が検出されているが，上記A+18・A+19区や本調査区ほど大規模なものではないようであ

る。この地点には二代目尾形ס山が工を構えたことが分かっており，また熊野神社に近接すると

いう条件から，土地の利用状況が大きく異なっていた可能性が高い。
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土取り穴が埋めされた後の19世紀中ごろ以降には，幕末のಈ乱の世相を受け，一ଳに࣍々と

ൡఛが築かれていく。大規模に土を採取できるほど広く，人がॅډしていない土地があったことが

そのഎܠにあることは間違いない。ൡఛであったことを直接的に示す遺構・遺物は検出できな

かったが，ൡఛが築かれるにいたる土地利用のあり方が判明したということは重要である。י川を

東の地はにיんで御所が近くにあるにもかかわらず，བ中と異なりे分な広さの土地があったڬ

わかにその重要性を高めたのである。

せている。発掘調査によってそのࠟ跡を見つけ，つد度も大規模開発の波がԡしز東地区にはי

な͗合わせていくことで，この地域のたどってきたྺ史についてのঀ述もより奥行を࣋ったもの

になっていくだろう。

（新田　和央）

Ḽ

１）  ദ田༗߳「山Պ本ئ寺跡」『京都市遺跡ൃ۷調査報告　平成23年』，京都市文化市民局，2012年。

２）  ೆ のಓඋ事業　報告࢙ྺ・跡・登録記念物࢙　ډޚ跡࢙ٶ༤「ຒଂ文化財調査」『北野天ຬ

書』，फ教๏人北野天ຬ2014，ٶ年。

３）  波༸ࡾ「市坂のث作Γ」『京都େֶ構遺跡調査研究年報』1986年，京都େֶຒଂ文化財研究

ηϯλー，1989年。

川৳・࡚一志・ҏ౦ོ「京都େֶප院構AJ18・AJ19۠のൃ۷調査」『京都େֶ構遺跡ेޒ  （４

調査研究年報』1986年，京都େֶຒଂ文化財研究ηϯλー，1989年。

京都େֶຒଂ文化財調査報告ᶚʕ京都େֶප院構遺跡の調査』「的変遷࢙औΓのྺ」川৳ेޒ  （５

ʕ』，京都େֶຒଂ文化財研究ηϯλー，1991年。

̌ 20̼

図21　京都େֶප院構AJ19۠平面図（１：800）˞Ḽ４文ݙΑΓҾ༻

ṇ㸯.indd   66ᰯࠉᕥྑᑐࠉ216115 2022/02/22   19:58:43



－67－

ᶚ　山Պຊࣉئೆ఼跡　（ୈ９࣍・ୈ10࣍）

１　調査ʹࢸΔ経Ңと経過　

（１）調査ʹࢸΔܦҢ

本件は，山Պ本ئ寺南఼跡（以下，南఼跡）において実施した発掘調査２件にる報告である。

調査地は，ともに京都市山Պ区Ի羽ҏ勢॓町26�5に位置する（図１）。史跡山Պ本ئ寺跡及び山

Պ本ئ寺南఼跡に接する区ըで，南఼の内郭を囲む堀付近に推定される。

令和2年12月にこの区ըにおいて個人ॅのݐઃが計ըされ，埋蔵文化財発掘のಧ出がఏ出さ

れた。当՝は，上記により遺構の残存が見ࠐまれることから本発掘調査が必要であると判断し，令

和３年１〜２月に，計ըݐ物範囲を対象として発掘調査を実施した（ୈ９࣍調査）。その際，掘削

調査は計ըݐ物の基礎ਂ度までとしたが，その後，一部に地൫改良の必要がੜじため，令和３年４

月に改めて下の加調査を実施した（ୈ10࣍調査）。調査年度が異なるため調査࣍数を分けた

が，範囲が重複することから本ߘにてあわせて報告する。

（２）調査ͷܦաと調査ํ๏

調査面積は，ୈ９࣍調査が240㎡，ୈ10࣍調査がこのうちの24㎡である（図２）。

ୈ９࣍調査の現地調査期間は，令和３年１月25日〜２月15日，ୈ10࣍調査は令和３年４月27
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ਤ１　調査Ґஔਤ（１ɿ10000）
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日〜５月14日である。

ୈ９࣍調査は調査区を南北に分ׂし，まず北部にあたる１区を，続いて南部にあたる２区の

調査を実施した。１区では，重ػ（όοクϗ）を用いて表土，土，近現代ଯ積土のআڈを終え

た後，人力にて遺構検出を行った。しかし，ط存ݐ物による֧乱が多く，遺構面の残存状ଶが不良

であったことから再度重ػを入し，一ஈ֊ਂく掘り下げた（図３）。その後，人力掘削にて地山

まで掘削をਐめ，計２面の遺構面を検出した（図４）。

一方，２区は土の残存状ଶが良であったため，重ػ掘削を近現代ଯ積のআڈに止め，近世

包含以下を人力にて掘削した。ここでは掘削ਂ度の੍限により，地山まで掘削を行わず，ୈ１面

のみの検出とした。

続くୈ10࣍調査では，ୈ９࣍調査で未調査とした２区下のうち遺構を確認した範囲を調査区

とした。ここでは重ػにて調査ࡁみ土をআڈし，人力にて遺構検出と遺構掘削を行った。

検出した遺構面では，全ܠ写真の撮影や検出遺構の個ผ写真撮影，平面図の作成，標高の計

測，遺構実測等，一連の記録作業を行った。また，直交する２方向の断面を図化し，土ଯ積の記

録保存を行った。出土遺物は，ং及び遺構ごとに収集し，ొ録した。なお，今回の調査では，１

区ୈ２遺構面において6A7オルソ測量を実施した。

調査ޙͷཧۀ࡞Ͱɼ出土遺物ͷચড়ɼબผ（ந出）ɼ遺ߏਤͷਫ਼査ɼτϨʔεɼ൛みΛߦ

͍ɼใࠂॻとͯ͠ͷମࡋΛ͑ͨɻҰ࿈ͷۀ࡞ɼຊใࠂͷߦץΛͬͯऴྃͨ͠ɻ�

ೆ఼༮ஓԂ
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ਤ３　ػց掘状況（第࣍̕）	北西から）

ਤ４　遺ߏ面検出状況（第࣍̕）（北東から）ਤ２　調査区Ґஔਤ（１ɿ400）
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２　Ґஔとڥ

（１）遺ͷཱとཧతڥ

山Պ区Ի羽ҏ勢॓町は京都市の東辺，山Պຍ地の北東部に位置する。Ի羽山の南麓に相当し，北

東から南西へ؇やかに傾ࣼする地形にあたる。南にはԻ羽川が西流しており，当地の南西にて࢛ノ

。がるܨいで安寺川と合流して山Պ川となり，宇治川からཎ川へと࣍，川とٶ

かつては山城国宇治܊山Պ郷にଐしており，平安京の近郷であることから，他国へ通じる複数の

街道がઃ置された。東は近江国へ，西は京都ຍ地へ，南は宇治を経て大和国へと通じる主要な街道

が交差する，まさに交通の要衝として発展をげた地域と言える。

代からԻ羽という地໊は存在したようであるが，その発は不明である。平安時代には「Ի羽ݹ

荘」がઃ置され，中世以降は近隣の小山・ඓを合わせて「Ի羽郷」となり，山Պࣣ郷のͻとつに

数えられた。Ի羽郷は，応ਔ２年（1468）に清ؓ寺領となるものの，ґ然として山Պࣣ郷の領家

的立場である山Պ家（౻原氏）の支配下にあったと考えられている。

南఼は，文明10年（1478）に山Պຍ地内の野村にて本ئ寺ୈ８世蓮が山Պ本ئ寺の造Ӧを開

始した後，延ಙ元年（1489）に蓮のӅډ所としてઃけられたఛである。本ئ寺の東にありな

がら南఼と称する༝来は，東山大谷に本ئ寺が所在していた頃，本఼を北఼，Ӆډ所を南఼と称し

たためとわる。蓮の後，南఼は天文元年（1532）におこった法華宗ెによる焼き討ちによ

り，山Պ本ئ寺とともに焼失した。天文５年（1536），ઘ水山光称寺がその跡地にݐてられたが，

元亀元年から天正８年（1570〜1580）に及ぶ織田信長との抗૪の中で再び焼き討ちを受け，փᗙ

にؼした。光称寺はその後，南఼چ地のらに෮ڵされ，ઘ水山光র寺として現在に至るとされる。

（２）प辺ͷ調査成Ռ

昭和31年（1956），ಸ良国立文化財ڀݚ所ఉ園൝により光র寺内に残る築山，ԓ，ݐ物基ஃ

跡などの測量調査が行われた１）。その結果，光র寺に残る「御在世山水御図」と一கする部分が

極めて多いことが報告された。御在世山水御図は東を上にした縄張り図で，ここにඳかれた南఼

は，それͧれ堀と土塁に囲まれた内郭と֎郭から成る。内郭には࣋ಊや山水，これに連結する

ୈᤍに事所や井ށ等がඳかれる。二重の堀と土塁は֎ఢへの備えを表し，この施ઃが中世の構

えや館に共通する構造を࣋つことがӐえる。

昭和62年（1987），周辺地域において広域水道工事が行われ，これに伴う立会調査において土

，及び２ஈ積みの石積みが発見された（図５A地点）。これを物的ূ拠とし，ֆ図と光র寺の位置

現在の地形及び区ըׂを状況ূ拠として，現在の埋蔵文化財包蔵地は周知されている。以後，ࢼ掘

調査が計20回（ᶃ〜ᶖ），発掘調査が計８回行われている（ୈ１࣍８〜࣍調査）。

ୈ１࣍調査は，平成13年度（2002）に֎郭の北東部において実施された。その結果，現存する

内郭土塁及び堀の延長部と，その北側にઃけられたݐ物跡やߔ，土等が確認された。遺構群は，

ࣨ町時代後期にḪることから南఼ઃӦ時のものと判断され，後の史跡指定へとܨがった。
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࣍ ௐࠪ൪߸ ਪఆ ௐࠪؒظ छྨ ॅॴ ௐࠪҨߏɾग़Ҩ ௐࠪؔػ จݙ

� ��4���
ֲྥ
ֲງ
北֎ֲ

����������
ʙ

����������
ຊௐࠪ Պ۠ԻӋҏ॓ொࢁ

����ɹଞ

ࣨொظޙʗྥɼງɼ҉ڎɼݐɼɼߔ
ɼப݀ߔɼʗ࣌ށߐ
出Ҩʗثࢣɼثנɼমకಃثɼࢪᬵಃثɼ੨࣓ɼ

ɼમ՟נ

ʢࡒʣ京ࢢ
ຒଂจԽࡒ
所ڀݚ

出ޱ
����

� ��4��� ೆ֎ֲ
����������

ʙ
����������

ຊௐࠪ Պ۠ԻӋҏ॓ொࢁ
����

ࣨொظޙʗݐɼɼߔ
出Ҩʗثࢣɼ࣭נثɼਢثܙɼ੨࣓ɼછɼ

ੜث

ʢࡒʣ京ࢢ
ຒଂจԽࡒ
所ڀݚ

ฏా
����

� ��4��� ೆ֎ֲ
����������

ʙ
����������

ຊௐࠪ Պ۠ԻӋҏ॓ொࢁ
����

ࣨொظޙʗϐοτɼப݀ɼ
ߔɼʗϐοτɼ࣌ށߐ
出Ҩʗೄจثɼੜثɼਢثܙɼثנɼ࣓ ɼث
ɼנɼثɼমకಃثᬵಃࢪ

ʢࡒʣ京ࢢ
ຒଂจԽࡒ
所ڀݚ

ۙ౻
����

� ��4��� ෦ྥ
����������

ʙ
����������

ຊௐࠪ Պ۠ԻӋҏ॓ொࢁ
������

ࣨொ࣌ʗߔɼཷנΓɼૅੴ
ʢ࣪Խʣߔʗ࣌ށߐ
出Ҩʗثࢣɼমకಃثɼנɼੴ

京ࢢ
จԽࡒอޢ՝

ฏా
����

� ��4��� ෦ྥ
����������

ʙ
����������

ຊௐࠪ Պ۠ԻӋҏ॓ொࢁ
�����

ฏ҆࣌ʗϐοτ
ࣨொ࣌ʗྥɼషੴ
ʢ࣪Խʣߔʗ࣌ށߐ
出Ҩʗثࢣɼমకಃثɼ༌ೖಃ࣓ثɼ࢈ࠃ

נɼثᬵಃࢪ

京ࢢ
จԽࡒอޢ՝

দ
����

̒ ��4��� ෦ྥ
��������
ʙ

���������
ຊௐࠪ Պ۠ԻӋҏ॓ொࢁ

�����

ࣨொ࣌ʗߔ
ߔʗ࣌ށߐ
出Ҩʗثࢣɼਢثܙɼന࣓ɼࢪᬵಃثɼম

కಃثɼછ

京ࢢ
จԽࡒอޢ՝

͔΄ਢࠇ
����

̓ ��4��� ෦ྥ
����������

ʙ
����������

ຊௐࠪ Պ۠ԻӋҏ॓ொࢁ
������

ࣨொ࣌ʗߔ
ߔʗϐοτɼ࣌ށߐ
出Ҩʗਢثܙɼثࢣɼന࣓ɼ੨࣓ɼثנɼ

ɼછثɼমకಃثᬵಃࢪɼث࣭נ

京ࢢ
จԽࡒอޢ՝

͔΄ਢࠇ
����

̔ ��4��� ෦ྥ
����������

ʙ
����������

ຊௐࠪ Պ۠ԻӋҏ॓ொࢁ
�����

ࣨொظޙʗ
ߔɼʗ࣌ށߐ
出Ҩʗਢثܙɼثࢣɼ੨࣓ɼࢪᬵಃثɼম

కಃثɼછɼમ՟

京ࢢ
จԽࡒอޢ՝

�͔΄ਢࠇ
����

̕ ��)��� ෦ྥ
���������

ʙ
���������

۷ࢼ Պ۠ԻӋҏ॓ொࢁ
����

ࣨொظޙʗɼߔɼϐοτɼམࠐΈ
ɼϐοτߔɼபྻɼʗ࣌ށߐ
出Ҩʗثࢣɼಃ࣓ث

京ࢢ
จԽࡒอޢ՝

ຊॻʹͯ
ใࠂ

�� ��)��� ෦ྥ
���������

ʙ
���������

۷ࢼ Պ۠ԻӋҏ॓ொࢁ
����

ࣨொظޙʗߔ
ߔʗ࣌ށߐ

京ࢢ
จԽࡒอޢ՝

ຊॻʹͯ
ใࠂɹ

ᶃ ����� ��������� ۷ࢼ Պ۠ԻӋҏ॓ொࢁ
��������

ࣨொظޙʗɼϐοτ
出Ҩʗಃ࣓ثɼثנ

京ࢢ
จԽࡒอޢ՝

ᶄ ��4��� �������� ۷ࢼ Պ۠ԻӋҏ॓ொࢁ
��ͷҰ෦

ࣨொظޙʗམࠐΈ
出Ҩʗثࢣ

京ࢢ
จԽࡒอޢ՝

ᶅ ��4��� ��������� ۷ࢼ Պ۠ԻӋҏ॓ொࢁ
�����

ࣨொظޙʗ
出Ҩʗثࢣ

京ࢢ
จԽࡒอޢ՝

ᶆ ��4��� ���������� ۷ࢼ Պ۠ԻӋԵ出ொࢁ
����

ʗแؚ࣌ށߐ
出Ҩʗೄจثʁ

京ࢢ
จԽࡒอޢ՝

ᶇ ��4��� ��������� ۷ࢼ Պ۠ԻӋྛࢁ
�������������

ෆ໌ʗՏ川ଯੵظ࣌
出Ҩʗثࢣ

京ࢢ
จԽࡒอޢ՝

ᶈ ��4��� ������� ۷ࢼ Պ۠ԻӋҏ॓ொࢁ
�����

ࣨொظޙʗɼྥঢ়ͷߴ·Γ
出Ҩʗثࢣ

京ࢢ
จԽࡒอޢ՝

ᶉ ��4��� ��������� ۷ࢼ Պ۠ԻӋҏ॓ொࢁ
���������� ɼϐοτෆ໌ʗظ࣌ 京ࢢ

จԽࡒอޢ՝

ᶊ ��4��� ��������� ۷ࢼ Պ۠ԻӋࢁ
ҏ॓ொ ���� ࣨொظޙʗ 京ࢢ

จԽࡒอޢ՝

ᶋ ��4��� ��������� ۷ࢼ Պ۠ԻӋҏ॓ொࢁ
��������

ࣨொظޙʗɼப݀ʁɼ
出Ҩʗۙੈנ

京ࢢ
จԽࡒอޢ՝

ᶌ ��4��� ��������� ۷ࢼ Պ۠ԻӋҏ॓ொࢁ
���� ҨߏɾҨͳ͠ 京ࢢ

จԽࡒอޢ՝

ᶍ ��4��� ��������� ۷ࢼ Պ۠ԻӋҏ॓ொࢁ
���� ෆ໌ʗՏ川ଯੵظ࣌ 京ࢢ

จԽࡒอޢ՝

ᶎ ��4��� �������� ۷ࢼ Պ۠ԻӋҏ॓ொࢁ
������

ࣨொظޙʗྥঢ়ͷߴ·Γ
出Ҩʗثࢣ

京ࢢ
จԽࡒอޢ՝

ᶏ ��4��� �������� ۷ࢼ Պ۠ԻӋҏ॓ொࢁ
�� ҨߏɾҨͳ͠ 京ࢢ

จԽࡒอޢ՝

ᶐ ��4��� ��������� ۷ࢼ Պ۠ԻӋॳాொࢁ
���

ࣨொظޙʗɼப݀ʁɼ
出Ҩʗۙੈנ

京ࢢ
จԽࡒอޢ՝

ᶑ ��4��� ���������� ۷ࢼ Պ۠ԻӋҏ॓ொࢁ
�����

ࣨொ࣌ʗ
出Ҩʗثࢣɼࢪᬵಃث

京ࢢ
จԽࡒอޢ՝

ᶒ ��4��� �������� ۷ࢼ Պ۠ԻӋҏ॓ொࢁ
����� ࣨொ࣌ʗแؚ 京ࢢ

จԽࡒอޢ՝

ද１　طԟͷ調査Ұཡ

ᒣ⛉ᮏ㢪ᑎ༡Ẋ9ḟ㸦ಟṇ㸧.indd   70 2022/02/22   19:59:40



－71－

࣍ ௐࠪ൪߸ ਪఆ ௐࠪؒظ छྨ ॅॴ ௐࠪҨߏɾग़Ҩ ௐࠪؔػ จݙ

ᶓ ��4��� ���������� ۷ࢼ Պ۠ԻӋҏ॓ொࢁ
������� (-����� ̼Ͱࣨொ࣌แؚɻ 京ࢢ

จԽࡒอޢ՝

ᶔ ��4��� ��������� ۷ࢼ Պ۠ԻӋҏ॓ொࢁ
����������

(-���� ̼Ͱࣨொ࣌Ҩߏ໘ɻ
出Ҩʗثࢣ

京ࢢ
จԽࡒอޢ՝

ᶕ ��4��� ��������� ۷ࢼ Պ۠ԻӋҏ॓ொࢁ
����������

(-����� ̼Ͱࣨொ࣌แؚɼ����� ̼Ͱࢁɻ
出Ҩʗࢪᬵಃثɼછ

京ࢢ
จԽࡒอޢ՝

ᶖ ��4��� ��������� ۷ࢼ Պ۠ԻӋҏ॓ொࢁ
�����

ࣨொظޙʗߔ
出Ҩʗثࢣ

京ࢢ
จԽࡒอޢ՝

"
����������

ʙ
����������

ཱձ Պ۠ԻӋҏ॓ொɹࢁ


(-���� ̼Ͱ͓Αͼ̎ஈੵΈͷੴ֞Λݕ出ɻ
出Ҩʗثࢣɼ࣭נثɼਢثܙɼ࢈ࠃಃثɼ

੨࣓ɼന࣓ɼנ

ʢࡒʣ
京ࢢຒଂ
จԽڀݚࡒ所

ʢࡒʣ京ࢢ
ຒଂจԽݚࡒ
所ڀ ����

ୈ２࣍・ୈ３࣍・ୈ８࣍調査は内郭堀の南側において行われ，ࣨ町時代後期のݐ物，ߔ，土な

どが検出された。これにより，内郭の֎（֎郭内）にもॅډ空間が広がっていたことが明らかと

なった。内郭北西角及びୈᤍ内郭で実施されたୈ４࣍・ୈ５࣍調査では，内郭の土塁と堀が۶ۂし

て延びる状況が確認され，内郭の規模が南北約125ｍ，東西約100ｍに及ぶことを示した。また，

֎郭を囲む土塁及び堀が定されたୈ６࣍・ୈ７࣍調査では，۶ۂして東西へのびるߔが検出さ

れ，֎堀との関連が定されている。

このほかࢼ掘調査では，計11箇所でࣨ町時代の整地もしくは包含が，計７ϲ所でߔや土，

ピοτ等の遺構が確認されており，南఼の۩体的な構造が明らかとなりつつある。
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３．調査Ռ

ຊংج（１）

現況の調査地は，南఼内郭に接する北から南へ向かってঃ々に傾ࣼし，２区中央付近から南辺に

かけて大きく下がる。また東から西へ向かってঃ々に下がるため，֊ஈ状の地ׂがなされてい

る。このため，北東部が最も高く，南西に向かって下がるඍ地形に立地している。現況地表面の標

高は58.5〜59.0ｍを測る。

基本ংは，近現代土，近世包含，ݹ代〜中世包含，Տ川ଯ積，無遺物，地山である

（図６）。ݹ代〜中世包含は２区南部にのみ残存しており，１区では確認できない。近世包含

のআڈ面がୈ１遺構面（近世遺構面），ݹ代〜中世包含のআڈ面がୈ２遺構面（中世遺構面），黒

面がୈ３遺構面（時期不明遺構面）である。ୈ１区ではୈ２遺構面とୈ３遺構面ڈ色γルτのআ

を，ୈ２区ではୈ１遺構面とୈ２遺構面を検出した。

１区北では，(.-.�0.45mまで土，�0.6mまで黒色ૈ࠭ࠞじりγルτ，�0.9ｍまでݓ大の礫

を多く含む҉色礫ࠞじりγルτがଯ積し，以下，�1.4mまでにぶいԫ色࠭礫が続く。色ૈ࠭

ࠞじりγルτを主体とする近世包含はബで，遺構内にのみ存在する。黒色ૈ࠭ࠞじりγルτ

はしまりがѱく，下をרき上げたϒϩοク土とݓ大の礫を少量含む。֧፩ࠟ跡をᷮかに認める

ものの，ࠞ合物はᷮかでありߞ土とは考えにくい。続くオリーϒ色࠭礫はややしまりがѱく円礫

を多く含む。Տ川の流入によるଯ積と推測されるが形成時期は不明である。

１区南辺では，(.-.�0.45mまで土，�0.55mまで近世包含，�0.7mまで黒色ૈ࠭ࠞじりγル

τ，�1.15ｍまで҉色礫ࠞじりγルτがあり，その下位ににぶいԫ色࠭礫が存在する。北に

比べていずれの遺構面もく，ୈ２遺構面が(.-.�0.6m，ୈ３遺構面が(.-.�0.7m程度である。

この付近で下確認を行ったところ，オリーϒ色࠭礫のՏ川ଯ積は(-�1.4ｍで్ઈえ，�2.0m

まで色細࠭ࠞじりγルτ，�2.3mまで固くしまったオリーϒ色࠭礫を確認した。いずれも水平

ଯ積で遺物の出土は確認できなかった。自然ଯ積である。

２区中央では(.-.�0.3mまで土，�0.6mまで近世包含，�0.8mまで黒色ૈ࠭ࠞじりγルτ，
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以下，҉色礫ࠞじりγルτとなる。この

地点では地山は確認できていない。

２区では近世包含が良に残存し，

一定のްを保つ。大きく色ૈ࠭ࠞじ

りγルτを主体とする上と，҉色ૈ

࠭ࠞじりγルτを主体とする下に分ผ

できる。྆ともに出土遺物は少ないも

のの，下はછ付片を含まないことから，

近世前期のଯ積である可能性が高い。こ

のをআڈしたஈ֊でୈ１遺構面を検出

した。

中世包含は黒色礫ࠞじりγルτと҉

色γルτϒϩοクのࠞ合で，上位は

土化により黒色ຯがڧい。この地点で

は掘削੍限により中世遺構面を検出でき

ていないが，調査区東際にઃけた下τ

レンνでは，遺構面が南へ向かってほ΅

ϑϥοτに連続することを確認した。

２区南辺では，(.-.�0.15mまで土，

�0.25mまで近世包含，�0.65mまで中世

包含，以下，黒色ૈ࠭ࠞじりγルτと

なる。地山は確認できていない。

中世包含の下面には，整地と見ら

れる色γルτϒϩοクと色γルτϒ

ϩοクのࠞ合が存在する。中世遺構面

はこの整地の上面において成立してい

る。

（２）遺ߏと遺物

ୈ̍Ҩߏ面（ۙੈҨߏ面）

ୈ１遺構面ではߔとピοτ，礎石をも

つப穴を検出した（図10）。

調査区南辺を東西方向に伸びる遺　��ߔ

構で，調査区֎へと続く。検出長8.0m，最

大幅1.6m，最大ਂ度0.5mを測る。断面形
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－76－

状はٯ凸形をఄする。埋土は上下２に分でき，上が҉色礫ࠞじりγルτ，下が黒色ૈ

࠭ࠞじりγルτを主体とする。断面形状と埋土の差異から，掘り直しがあったと推測される。

。の底面は東から西へᷮかに傾ࣼしており，調査区東端で標高57.81m，西端で57.67mを測るߔ

地形の傾ࣼに合わせた配水を目的とした施ઃであると考えられるが，埋土に顕著な流水ࠟ跡が認

められないこと，また下の҉色化がਐんでいることから，最終埋期には水状ଶにあったと見

られる。埋土からは，土ࢣ器伫，ਢܙ器ᆵの小片が出土したが，いずれも基൫からのࠞ入であろ

う。ংの比較から中世末期〜近世初頭に埋した遺構と見られる。

21の北に位置する遺構でऄ行しߔ　��ߔ

ながら東西へ伸び，調査区֎へと続く。検

出長8.1m，最大幅1.0m，最大ਂ度0.58m

を測る。断面形状はٯ台形で྆ݞに崩落が

見られる。埋土は色ૈ࠭ࠞじりγルτを

主体とする上と，҉色ૈ࠭ࠞじりγル

τを主体とする下に分できる。上

は，近世包含と同࣭である。下はϒ

ϩοク土を多く含むことから，埋め立てら

れた可能性が高い。その後，ݞ部の崩落が

おこっていることから，埋め立て後，ۼ地

の状ଶで放置され，その後，自然に埋し

たと見られる。

の底面はほ΅ϑϥοτで，57.83ｍ程ߔ　

度の高さである。ഉ水施ઃではなく区ըߔ

と理ղされる。埋土の状況から，21ߔとは

埋時期に差があり，こちらがややれる

と見られる。遺構内からは，ਢܙ器伫，土

代の土器のݹ，黒色土器等，ࡼ，器伫ࢣ

小片が出土したが，21ߔと同様，基൫か

らのࠞ入であると見られる。近世の遺構で

ある。

பྻʢப݀��ɾ��ɾ��ʣ　22ߔの南側で

検出した東西方向に並ぶப穴３基である。

西端のப穴25は，長径0.42ｍ，短径0.35

ｍの平面ପ円形をఄする遺構で，断面形状

はࡼ形，最大ਂ度は0.07ｍを測る。底面中

央に長辺0.23ｍ，最大ް0.05ｍの平たい
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－78－

大の円礫を詰める。中央のப穴26は長径0.42ｍ，短径0.35ݓを礎石として置くほか，間伱にؠ࠭

ｍの平面ପ円形をఄし，断面形状はਂみのあるࡼ形，最大ਂ度は0.09ｍを測る。底面東دりに一

辺0.23ｍの方形をఄする礎石を置く。東端のப穴27は，直径0.43ｍの平面円形で，断面形状は

形，最大ਂ度は0.07ｍである。底面中央に長辺0.25ｍ，最大ް0.06ｍの礎石を置き，南側に角ࡼ

礫を詰める。埋土はいずれも色礫ࠞじりγルτで，近世包含と同࣭である。22ߔとはほ΅同

時期に埋したと見られる。ப穴間のڑは1.9mで，さらに東西へ続く可能性がある。

ୈ̎Ҩߏ面（தੈҨߏ面）

ୈ２遺構面では落ࠐみ，ピοτ群，土，

井ߔ，ށを検出した（図12）。

調査区南東部で検出した遺構であ　��ߔ

る。検出長7.0m，最大幅1.1m，断面形状

はਂい形で最大ਂ度0.45mを測る。北東

−南西方向に直線的にのび，調査区֎へと

続く。埋土はにぶいԫ色礫ࠞじりγルτ

〜࠭礫で，径0.05ｍ未ຬの礫を多量に含

む。底面はほ΅ϑϥοτで，標高57.6ｍを

測る。遺構の性格は不明であるが，礫がॆ

రされることから҉ڎ等の可能性が考えら

れる。遺物の出土は確認できなかった。

མࠐΈ��　調査区の北東端で確認した落

って北へ落ち，調査࣋みである。角度をࠐ

区֎へと広がる。その比高差は0.2ｍ程度

である。埋土は黒色ૈ࠭ࠞじりγルτに

色γルτϒϩοクを含む。流水ࠟ跡や土

࠭の流入は認められない。当初，南఼内郭

の堀の一部である可能性を考えたが，南へ

ۂすること，また堀とするにはઙいこと

から現ஈ֊では落ࠐみとした。なおこの下

には風木によると見られる大規模なۼ

みが存在する。遺物の出土は確認できな

かった。

Ҫށ��　調査区中央西辺で検出した遺構

である。当初，大ܕ土としたが，断面؍

のஷ水部と掘り方がࣝผできށにより井
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ਤ13　第２遺ߏ面遺ߏฏ・断面ਤ１（1�25）

１）�10:33�2� 黒৭ૈ࠭ࠞ͡りγϧτ
� 1DNະຬͷগྔೖΔ　͠·りѱ͍ܘ
２）�105:33�2�黒৭ࠞ࠭͡ࡉりγϧτ
� 3DNະຬͷগྔೖΔ　͠·りѱ͍ܘ
３）�10:32�3� 黒৭ࠞ࠭͡ࡉりγϧτ
� 1DNະຬͷগྔೖΔܘ
� ͠·りѱ͍

１）�105:33�2�黒৭ࠞ࠭͡ࡉり
� γϧτ　3ܘDNະຬͷ
� গྔೖΔ　͠·りѱ͍
２）�10:32�3� 黒৭ࠞ࠭͡ࡉり
� γϧτ　1ܘDNະຬͷ
� গྔೖΔ　͠·りѱ͍

１）�105:33�2�黒৭ࠞ࠭͡ࡉり
γϧτ　3ܘDNະຬͷ

� গྔೖΔ　͠·りѱ͍
２）�10:32�3� 黒৭ࠞ࠭͡ࡉり
� γϧτ　1ܘDNະຬͷ
� গྔೖΔ　͠·りѱ͍

１）�10:32�2� 黒৭ࠞ͡り
� γϧτ　2ܘDNະຬͷ
� ଟྔೖΔ　͠·りѱ͍
２）�10:32�2� 黒৭ࠞ͡り
� γϧτ　1ܘDNະຬͷ
� গྔೖΔ　͠·りѱ͍

１）�10:32�2� 黒৭ࠞ͡り
� γϧτ　2ܘDNະຬͷ
� ଟྔೖΔ　͠·りѱ͍

１）�10:32�3� 黒৭ࠞ࠭͡ࡉり
� γϧτ　1ܘDNະຬͷগྔೖΔ

͠·りѱ͍
２）�10:32�2� 黒৭ࠞ͡り
� γϧτ　1ܘDNະຬͷগྔೖΔ

１）�10:33�2� 黒৭ૈ࠭ࠞ͡りγϧτ
� 1DNະຬͷগྔೖΔܘ
� ͠·りѱ͍

１）�10:33�2� 黒৭ૈ࠭ࠞ͡り
� γϧτ　1ܘDNະຬͷ
� গྔೖΔ　͠·りѱ͍

１）�10:32�1　黒৭
� ࠞ͡りγϧτ
� 3DNະຬͷଟྔೖΔܘ
� ͠·りѱ͍

１）�10:32�1� 黒৭ࠞ͡りγϧτ
� 3DNະຬͷଟྔೖΔ　͠·りѱ͍ܘ
２）�10:33�2� 黒৭ૈ࠭ࠞ͡りγϧτ
� �1DNະຬͷগྔೖΔ　͠·りѱ͍ܘ

１）�10:33�2�
� 黒৭ૈ࠭ࠞ͡りγϧτ　

1DNະຬͷগྔೖΔܘ
͠·りѱ͍

１）�10:32�3� 黒৭ࠞ࠭͡ࡉり
� γϧτ　1ܘDNະຬͷগྔೖΔ

͠·りѱ͍
２）�10:32�2� 黒৭ࠞ͡り
� γϧτ　1ܘDNະຬͷগྔೖΔ
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ることから素掘りの井ށであると判断した。平面形状は不定形で，最大長2.0mを測る。掘り方の

西دりにஷ水部があり，直径0.8ｍの円形をఄする。最大ਂ度は0.9mを測る。ஷ水部の埋土は黒

色礫ࠞじりγルτでݓ大の礫を多量に含む。土࣭は୯調でঃ々に埋したものではなく，短時間で

埋めされものと見られる。埋土から遺物の出土は確認できなかった。

形で，最大ࡼ調査区北東端で検出した遺構である。検出長5.7m，最大幅0.8m，断面形状は　��ߔ

ਂ度は0.15mを測る。ߔの主軸は方位北に対して４度東へৼる。埋土は黒色γルτで，土࣭は୯

調である。基൫である҉色γルτにݓ大の礫が多量に含まれることから，底面は礫ෑと見ฆ

う。遺構の性格は不明である。遺物の出土は確認できなかった。

1

2
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4

5�1�58�0N

3

4

5�158�3N

1
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1

5�1�58�4N

ʲҪ�4ށʳʲ23ʳ ʲ24ʳ

9��11���4
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�1
6
�4
4

9�
�1
1�
��
9

:��16�4�
9��11

���4

:��16�44

２̼̌

࣌ Ҩߏ උߟ

தੈҎલ ピοτ，土，井ށ，落ࠐみ

தੈ ߔ

ۙੈ பྻ（ப穴），ピοτ，ߔ，土 ப穴は礎石を備える

࣍ ༰ ίϯςφശ ̖ϥϯΫ ̗ϥϯΫശ ̘ϥϯΫശ

ୈ࣍̕
土ࢣ器，ਢܙ器，

黒色土器，施釉陶器 １ ̌ ̌ １
ୈ ࣍�� 土ࢣ器

ܭ߹ １ 0 点（0 箱） ̌ １

ද３　遺物֓ཁද

ද２　遺֓ߏཁද

ਤ14　第２遺ߏ面遺ߏฏ・断面ਤ２（１ɿ50）

１）�10:33�3� ৭ૈ࠭ࠞ͡りγϧτ҉
� େͷগྔೖΔݓ
� ͠·りѱ͍
２）�10:33�3� りγϧτࠞ࠭͡ࡉ৭҉
� 1DNະຬͷඍྔೖΔܘ
� ͠·りѱ͍

１）�10:32�3� 黒৭ࠞ͡りγϧτ　
� 2DNະຬͷগྔೖΔ　͠·りѱ͍ܘ

１）�10:33�2� 黒৭ࠞ࠭͡ࡉりγϧτ　1ܘDNະຬͷଟྔೖΔ　͠·りѱ͍
２）�10:32�2� 黒৭ࠞ͡りγϧτ　10ܘDNະຬͷଟྔೖΔ　͠·りѱ͍
３）�10:32�2� 黒৭ࠞ͡りγϧτ　3ܘDNະຬͷଟྔೖΔ　͠·りѱ͍
４）�10:33�3� ʹ৭ࠞ͡り೪土࣭γϧτ҉
� 10:34�4� ৭γϧτϒϩοΫ20�ఔೖΔ　͠·りѱ͍　ೈ࣭
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４．まとめ

以上，山Պ本ئ寺南఼跡の調査成果を記述した。今回の調査では，土の削平により遺構面の連

続性が把握しにくかったこと，また出土遺物が極少量であるとともにࠞ入品が多く見られたこと

から，各遺構面の存続時期をߜりࠐむことがࠔ難である。このため，周辺のୈ２࣍・ୈ３࣍・ୈ８
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ߔ

Ҫށ

ݐ
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ʢୈ̎࣍ௐࠪ۠ʣ ʢୈ࣍̕ௐࠪ۠ʣ

ߔ

ʢୈ̏࣍ௐࠪ۠ʣ

ਤ16　प辺調査遺ߏ面߹ਤ（ۙੈ）（１ɿ600）

ਤ15　प辺調査遺ߏ面߹ਤ（ࣨொ時ظޙ）（１ɿ600）
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。調査の成果をԉ用しながら，遺構の変ભについて整理し，まとめとしたい࣍

今回確認したଯ積ংには，いくつかのը期がある。確認しうる最もૣいΠンύクτはݹ時代

以前におこった自然Տ川の流入で，これによりもたらされた多量の࠭礫が現地形の基൫となる。

ୈ９࣍調査ではこの࠭礫に根を張った風木のࠟ跡が認められること，またୈ３࣍調査では࠭礫

の上部に自然ଯ積が発ୡすることから，流入後しらくは安定したڥが続いたとみられる。

やがて，平安時代に入ると人間の関༩が顕著となる。遺物の出土量が急૿するのは平安時代前期

で，ୈ２࣍・ୈ３࣍・ୈ８時・ୈ９࣍のいずれにおいてもਢܙ器，土ࢣ器の出土が一定量報告され

る。ୈ９࣍調査では，この間に土やピοτ，井ށ等が複数ઃけられている。細かい時期は不明で

あるが，当該時期の人々のډىを示す可能性があるといえよう。

ࣨ町時代後期には大規模な土地改変が行われる。ୈ２࣍調査で検出された集石遺構や複数条のߔ

（4%11・12）は，15世紀の遺物を伴う遺構であり，南఼ݐઃ時のものと推測される。今回の調査

では，4%11・12に類似する30ߔを検出した。いずれも地形の傾ࣼに反して開削されており，څഉ

水を目的とした施ઃとは考えにくい。30ߔの内部には礫がॆరされていたため本文では҉ڎの可

能性を示したが，遺構の連続性を重視するなら，地業等，開発にるものである可能性も考ྀす

べきであろう。なお，南఼の内郭は礫を多量に含むγルτをൖ入し，ਹ上げして整形した平ୱ地上

に展開する。今回の調査では堀等，南఼を構成する明確な遺構は確認できなかったが，大規模な造

成ࠟ跡は，南఼にる造作のͻとつとしてଊえておきたい。

勢が安定したと見られる近世には，当該地はॅډ域として利用された。今回の調査で検出した

調査でも連続する遺構が確認されてい࣍ഉ水を目的にしたと見られる施ઃで，ୈ２څ22は・21ߔ

る。பྻも連続する可能性があり，より広い範囲にわたる遺構の確認がたれるところである。

今後の調査成果に期したい。

（黒ਢѥر子）

Ҿ༻จݙ

　『中世ఉ園文化史』ಸ良国立文化財ڀݚ所ֶ報ୈ６，ಸ良国立文化財ڀݚ所，1955年。
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ᶛ　Լࡾ城跡

１．調査経過

調査地は෬見区ԣ大࿏下三ֿ原町65൪地に所在し，周知の埋蔵文化財包蔵地「下三城跡」に

当たる。当該地において個人ॅݐてସえが計ըされ，令和２年12月８日付けで文化財保ޢ法ୈ

93条ୈ１߲に基ͮく「埋蔵文化財発掘のಧ出」がఏ出された。

これに対し文化財保ޢ՝は，当該地がچ下三集落のݐ物が並ぶඍ高地に位置していることか

ら，調査件数が少なく詳細がまだ分かっていない下三城跡の中心域の可能性もある重要地点であ

ると判断し，記録保存のための発掘調査を

指ಋした。

新築ݐ物の基礎ઃ計を踏まえて調査範

囲について検討した結果，ݐچ物（明治年

間にݐ築とわる）がݐっていたඍ高地部

分を中心に調査をすること，基礎底に掘削

を留め必要に応じてτレンν調査で断面

を確認することが方として決まり，令和

３年7月７日から8月6日まで発掘調査を

おこなった。

ਤ２　調査Ґஔਤ（1ɿ5000）

ԼࡾҨ

)�9 ௐࠪ

)19
۷ௐࠪࢼ

０ 200ｍ

ௐࠪ

ਆࣾࡾ

Լࡾ

ਤ１　໌࣏時ͷ下ࡾଜ（1ɿ20000）
େຊఇࠃଌྔ部໌23࣏ԾਤʮཎʯΛൈਮ・Ճ
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2．遺跡

（１）ཱとྺ࢙తڥ（ਤ１ʙ５）

下三城跡はɺ現在の下三集落につながる中世城館跡である。下三ঙを前としɺࣨ町幕府

の家臣でԣ大࿏地域を拠点としていたԣ大࿏ඃ官ऺの一人が築いた城館跡だと推定されている。た

だし調査事ྫが少なく詳細は不明な点が多い。

現在の下三集落は，中書島の西に位置するԣ

大࿏地域に所在し，南には宇治川が流れている。

集落の南には，土地の࢈土神である三神社が

の詳細は不明なもݐしている。三神社は，࠲

のの「ਗਃの乱において大海人ߖ子（天天ߖ）

が三地域を通過された際にかがりՐを౮し҉

をরらしてܴした」というঝを࣋ち，ঝに

ҼんだᖴՐࡇが知られている。少なくとも中世に

は現在の位置にあったようで，三神社の南北に

は東西方向の堀跡が今も残っている。

下三城跡の推定範囲は1986年京都大ֶの山

下正உ氏によってఏ示された１）。山下氏によれ，

江ށ時代に作られた村地図には「土ډᤵ」という

記ࡌがあり，その記ࡌと当時の地形から堀の範囲

を推定している。

調査は平成19年のࢼ掘調査が最初で，推定範

囲東部で堀の一端が確認された２）。同報告では，

この成果と大正11年測図・昭和10年修正の京都

市土木ہ都市計ը՝作成3000分の１図に残る水

࿏跡をもとに詳細な෮元図をఏ示した。

平成29年には域内南西部で発掘調査が行われ，

中世の水田と近世の蔵・ப穴などが検出された
３）。この調査では近世前期のߑ水以降，人ҝ的な

土によるਹ上げによって現在の地形が形成され

ていることが確認されている。

下三の集落は現在も中心域がچ集落と合க

し，ݹい木造家は1ஈਹ上げされた高台の上に

Ӧまれている。数े年に一度はߑ水がおこる土地

であったという。ਤ６　調査લ෩景（南から）

ਤ３　ࡾਆࣾ（東から）

ਤ４　ࡾਆࣾ北ʹΔ堀（南東から）

ਤ５　ྡݐ物（南東から）
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（２）調査ܦա（ਤ̓・̔・10）

明治頃にݐઃされたというچのྺ史性を重視

し，重ػ掘削は現代表土のみに留めた。地は主に人

力で掘削を行った。また新築ݐ物基礎の影響を考え，

北側では掘削を(-�0.6に留め江ށ時代の礎石跡を

検出した。

ෑ地南側は一ஈい地形になっており北側と南側

のஈ差ڥքで堀を検出した（図10）。このため堀部分

については一部断ちׂりを行った。検出された遺構を

記録し，今回工事で影響を受ける範囲については掘

を行った。また堀とஈ差の範囲を確認するため調査

区を一部֦張して（2区・3区）加の記録を取った

後埋めした。埋めしに当たってはػցによる踏

み固め作業を行った。調査面積は合計140㎡である。

３．遺構　

ຊং（ਤ̕）ج（１）

当該地は南北に長いෑ地で南側の前面道࿏とෑ地北端との比高は約1.5あった。このためෑ地

内には大きく２ஈのஈ差があった。この地形は東西の隣家と共通のもので特に部分はਹ上げ

されていることが༧された。

基本ংは，北側が地表面からॱに，現代土，փԫ色γルτ〜極細࠭の整地，にぶいԫ色࠭

礫による土であった。南側は現代土下にߑ水༝来のにぶいԫ色࠭礫があり，(-�1.8mで҉色

ట࠭，�2.0mでփ色γルτを確認した。�2.0m以下のγルτは࣪地状ଯ積であった。北側のਹ

上げ部は࠭礫による土で構成されており，ߑ水࠭をり上げた人ҝ的なӦ力のࣀ物である。

（２）遺ߏ（ਤ൛10・11ɼਤ̕ʙ12ɼද１）

北側の高まりで礎石ݐ物を検出し，南側からෑ地東端にかけて堀を検出した。

物で，南北は7間，東西は３間以上のப間がある。現ݐ̍　南北９以上，東西６以上のݐ

代土直下で検出した。直上を෴う地（東น１）から明治ेͷҰમ͕出ͨ͜͠ͱ͔Β࣌ށߐ

ͷݐͰ͋Δͱਪଌ͞ΕΔɻೆͷૅੴେ͕抜き取られていた。残存していた礎石は１辺

ਤ̓　調査区Ґஔਤ（1ɿ1000）

X=-118,760

X=-118,780

X=-118,740

Y=-22,980 Y=-22,960

1۠

�۠

̏۠

̌ 30̼

ਤ�　ຒ͠෩景　（北東から）

ද１　遺֓ߏཁද

戸時ߐ ૅ石ݐ物ɼ堀

時　　 遺　　　　ߏ උ　　ߟ
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ਤ̕　調査区断面ਤ（１ɿ�0）

̍　2�5:7�3ઙԫ৭　γϧτϒϩοΫʢ࠭ࡉۃଟྔʹؚΉʣ
̎　10:35�4ʹͿ͍ԫ৭　ట࠭ʢยؚΉʣ
̏　2�5:6�2փԫ৭　γϧτʙ࠭ࡉۃʲʳ
̐　5:6�4ΦϦʔϒԫ৭　࠭ࡉۃ
̑　2�5:7�2փԫ৭　γϧτʙ࠭ࡉۃʲʳ
৭　ట࠭ʢখଟྔʹؚΉʣ10:33�3҉　６
̓　2�5:6�3ʹͿ͍ԫ৭　࠭
̔　2�5:6�2փԫ৭࠭　ʢП1ʙ5ᶲେؚΉʣ
９　2�5:6�4ʹͿ͍ԫ৭　ૈ࠭ʙ
10　2�5:5�3ԫ৭　ૈ࠭ʙখ
17　10:34�3ʹͿ͍ԫ৭　࠭టʢП2ʙ3ᶲେɼؚΉʣ
৭　ట࠭ʢП2ʙ3ᶲେؚΉʣ10:33�3҉　18

H=13.5m

H=13.5m

H=12.5m

ݱ

ݱ
ݱ

ݱ





X=-118,748X=-118,752

X=-118,756X=-118,760X=-118,764

1区西壁

北

南

̍　2�5:6�2փԫ৭　γϧτʙ࠭ࡉۃʲʳ
̎　2�5:4�4ΦϦʔϒ৭　ట࠭
̏　2�5:4�4ΦϦʔϒ৭　γϧτʙ࠭ࡉۃʲʳ
̐　2�5:7�2փԫ৭　࠭ʢ࠭ͷʣ
̑　2�5:6�2փԫ৭　࠭ʢП2ᶲେଟ͍ʣ
６　10:34�2փԫ৭　࠭టʢޱݞʹ࣫۬ʣʲງ̑ʳ
̓　10:35�3ʹͿ͍ԫ৭　ૈ࠭ࠞγϧτʢγϧτϒϩοΫؚΉɺยগྔؚΉʣ
̔　2�5:6�3ʹͿ͍ԫ৭　࠭ʢП2ʙ3ᶲେɺ͕࠭ଟ͍ʣ
９　2�5:6�2փԫ৭　࠭ʢП3ʙ5ᶲେଟྔʹؚΉʣ

H=13.5m

H=13.5m

H=12.5m
ݱ

X=-118,748 X=-118,752

X=-118,760X=-118,756 X=-118,764

1区東壁

２区南壁

北

A

A’

南

19　2�5:5�2҉փԫ৭　࠭ʢП2ʙ5ᶲେଟ͍ʣ
16　2�5:5�3ԫ৭　࠭టʢখɼثࢣยগྔؚΉʣ
11　10:35�2փԫ৭　ట࠭ʢૈ࠭ʙখଟྔʹؚΉʣ
৭　ట࠭ʢૈ࠭ଟྔʹؚΉʣʲۙੈʳࠇ10:33�2　12
13　2�5:7�3ઙԫ৭　ૈ࠭ʙখ
14　2�5:6�3ʹͿ͍ԫ৭　ૈ࠭ʙ࠭ૈۃ
15　2�5:4�2҉փԫ৭　ట࠭
20　10:34�2փԫ৭　࠭టʢࡉثࢣยɼؚΉʣ
21　2�5:6�3ʹͿ͍ԫ৭　࠭ʢП2ʙ3ᶲେଟ͍ʣ
22　5:6�1փ৭　γϧτʢ'Fணʣʲ࣪ঢ়ଯੵʳ
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̑
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ݱ

ਅ࠭ݱ
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ۙ ຒݱ
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ݱ

1� �1
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10　10:34�2փԫ৭　࠭టʢП1ʙ3ᶲେؚΉʣʲʳ
৭　ట࠭ʢП2ʙ3ᶲେؚΉʣ10:33�3҉　11
12　2�5:5�3ԫ৭　ૈ࠭ʙখ
13　2�5:4�4ΦϦʔϒ৭　࠭ʢП1ʙ2ᶲେؚΉʣ
14　5:6�1փ৭　γϧτʢ'Fணʣʲ࣪ঢ়ଯੵʳ

̌ ２̼

1
� �

4

ݱ


̍ɹ��5:8��փന৭ɹ࠭ࡉۃʙγϧτ̡ ʳࡾ
̎ɹ��5:6��փԫ৭ɹ࠭ࡉۃʙγϧτʢϒϩοΫঢ়ʣ̡ʳ
̏ɹ��5:8��փന৭ɹ࠭ࡉۃʙ೪ʢϒϩοΫঢ়ʣʢ࣭ยଟྔʹؚΉʣ̡ʳ
̐ɹ��5:5�6ԫ৭ɹ࠭

H=13.0m

Y=-22,956
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ਤ10　調査区ฏ面ਤ（１ɿ100）

A A'

̍ݐ

ງ̐

̒ݞ

49�

4%�

ງ̐C

ງ̐D

ງ̐B

ງ̑
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C

D

খ݀̓

X=-118,744

X=-118,748

X=-118,752

X=-118,756

X=-118,760

X=-118,764

Y=-22,964 Y=-22,960 Y=-22,956

０ ４ｍ

1 ۠

̎۠

̏۠
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ਤ11　ݐ物１ฏ面・ΤϨϕʔγϣϯਤ（１ɿ60）

X=-118,744

X=-118,748

X=-118,752 

Y=-22,964 Y=-22,960

H
=
1
3
.5

m
北

南

H=13.5m

東西

H
=
1
3
.5

m
北

南

̌ ２̼

49�

̍ݐ

B

C

D

4%�

約30ᶲのものから１辺約60ᶲのものがあった。特に礎石B・C・cは大きくݐ物の主要なபの礎石

であった可能性もある。北西端492は用్は不明だが１辺30ᶲの方形の石の西隣に１辺約40ᶲの

方形の൘がਾえられていた。この周囲を南北3間，東西２間（３×3）で比較的小ৼりな礎石

が囲っていたことから部ׂりの一端を検出したと推定される。
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492　南北約2.５m東西１.８mの不定円形の範囲に一辺約30ᶲްさ25cmの方形の石と一辺

40cmްさ２ᶲの൘が並んでいた。石と木の下には長辺1.3m短辺0.8mのପ円形の掘り方があり，

ਂさは約0.2mで底部に３石の石が積まれていた。埋土はԫ色極細࠭とγルτϒϩοクからなり

固くしまる。下ஈの石は長辺約40ᶲ短辺約25ᶲの長方形で平ୱ面を上に向けてਾえられていた。

その上に長径約30ᶲのପ円形の石が重ねられ，その東に一辺約10ᶲのׂ石が配置されていた。地

൫は࠭で構成されているため地൫下を防͙ための構造物である可能性があるが۩体的な用్は

不明である。

で幅0.3mਂさ0.1mɺ調査区の端から端まで検出しߔ物の南端で検出した東西方向のݐ　4%̏

た。ݐ物のӍ落ߔあるいは区ըߔの可能性がある。埋土はオリーϒ色ట࠭であった。

ງ̐　調査区の中央で検出した東西ߔで対象地の東側で北に向けてۂがっている。少なくとも2

回の掘り直しが認められたためB・C・cに分けて記述する。

ງ̐Bɿ幅2mਂさ1.0m，埋土は҉色ట࠭（西น６）であった。̱を掘り直して作られたߔ

である。ງ̐Cɿ幅2.8mਂさ1.2m埋土はにぶいԫ色࠭礫（同７）で人ҝ的な埋土の可能性もあ

るcを切り，Bに切られている。ງ̐Dɿ幅3.6ｍਂさ1.2ｍ高台側の整地との関から最初に造ら

れた堀と推定される。埋土は西น８〜10で主にϥϛナが؍されるփԫ色࠭礫で埋まっている。

。水によって埋まったと考えられるߑ

ਤ12　SX２ฏ・断面ਤ（１ɿ40）

1
2

3 4

̍　2�5:5�2҉փԫ৭　࠭ࡉۃͱγϧτʢখগྔؚΉɻʣ
̎　2�5:7�3ઙԫ৭　࠭　͘͠ݻ ·Δ
̏　2�5:5�3ԫ৭　࠭ࡉۃͱγϧτʢϒϩοΫঢ়ɺɺ͘͠ݻ ·Δʣ
̐　2�5:6�3ʹͿ͍ԫ৭　࠭

H=13.0m

X=-118,748

Y=-22,962

̌ １̼

X=-118,748

Y=-22,962
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ງ̑　堀４の南側で検出した堀で検出した範囲では東西方向を向いていた。幅1.5mਂさ1.0mで

埋土はփԫ色࠭టであった。堀４南ݞと堀５北ݞの間で検出した整地中（西น18・東น

11）から細片ではあるがං前陶࣓器が出土したため，堀は江ށ時代の遺構と考えられる。

ݐ　６ݞ物１が広がる高まりは，人ҝ的にਹ上げされたものでɺݐ物１南端より約１m南で

堀５に向けてஈ差をఄしていた。ஈ差ݞ部にはփԫ色γルτ〜極細࠭からなる整地土（西น５・

東น３）が張られている状況を確認した。このݞ部の検出を目的として広げた֦張区２・３区で

も同様のஈ差ݞ部と整地（2区南นの３）を検出した。堀４と造成６ݞは共にෑ地東端でۂが

り北に伸びていく。ݐ物を囲う堀であったと定される。

খ݀̓　３区で検出した小穴で直径0.2m，ਂさ0.1mで根石がਾえられていた。

４．遺物（図1�，表２）

遺物は基本的にݐ物１を෴う整地から出土した。明治ेͷߗ՟を含むことから幕末から明治

にかけてのものと考えられる。

１・２はං前࣓器છ付である。１は２，ࡼはである。３は土製品でۼみにἥがある。ϛχ

νϡΞຍുである。４はటϝンコである。５はᴛߕの留めである。６〜21はમ՟である。６

〜18が「永通宝」であった。17・18はమ製でḊのためຎ໓がすすんでいる。19は「文久永宝」，

20は明治ेͷʮ᭝ʯɼ��໌े࣏ͷʮ̍᭝ʯͰ͋Δɻ

��ಔۚ۩ɼ��ಔͷ小ฑでわずかにۚが残る。24・25は真᭦製のۚ۩で24は掛けۚ

۩，25は০りۚ۩である。26はΩηルである。27はమ製品である。用్不明であるが工۩のた͙

いか。

　この他に小型の黒板・石ͳͲ͕出土ͨ͠ɻ

�．まとめ（図14）

Λ囲う堀ݐͱݐͷ࣌ށߐཱͭʹͷ上ߴਫ࠭ΛΓ上͛ͯͨ͠ߑճͷௐࠪͰɼࠓ

を検出した。堀は࠭で埋まっておりߑ水の度に掘り直されたと考えられる。工事に影響のあるਂさ

までの調査であったので，下についての詳細は不明だが，確認できた最下は࣪地状ଯ積で

あったことから，当該地の高まりは江ށ時代の造成である可能性が高い。検出した堀ݞ部６は西隣

家の石垣（૿築前）の延長線上に位置しており，周辺の地形を含めると，ߑ水対策としてਹ上げ͠

１ശ １ശ3ശ߹　ܭ 27（１ശ）

・戸時ߐ
時࣏໌

છɼમ՟ɼۚ ଐ
ංલ࣓２ثɼમ՟16ɼ
土2ɼۚ ଐ6ɼ
ͦͷଞ1

˞　ίϯςφശͷ߹ܭɺཧޙɼ̖ ϥϯΫͷ遺物Λந出ͨͨ͠Ίɼ出土時Αり１ശଟ ͳ͍ͬͯ͘Δɻ

　　༰ ίϯςφ
ശ

̗ϥϯΫ
ശ

̘ϥϯΫ
ശ時　 ̖ϥϯΫ

ද２　遺物֓ཁද
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ͷ下ਤとͳͬͨେݩͷਪఆ෮ࡾれΔɻ下͞ى͕؍ちपғΛ堀͕८Δ景ݐʹ͕ߴͨ

ਖ਼ͷਤʹ水࿏͕८͍ͬͯͨ͜とからɼগͳ͘とߐ戸時ʹͦ͏ͨ͠景͕؍͍ͬͯͨͷ

Ͱ͋Ζ͏ɻதੈͷ下ࡾʹ͍ͭͯΘからͳか͕ͬͨ北西ͷ֘ͷதੈ段֊࣪Ͱ

͋ͬͨՄੑ͕͍ߴɻޙࠓͷ調査ʹظ͍ͨ͠ɻ　　　　　　　　　　　　　（দ　Ղಸ）

̌ ５DN

̌ 10DN̎
̏

̐
̑
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６
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10 11 1312

̓ ̔ ９

ʢ̍ʙ̑ʣ

ʢ̒ʙ �6ʣ

ਤ13　出土遺物࣮ଌਤ（１ɿ4・1ɿ2）
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Ḽ

１）山下ਖ਼உ『京都市͓Αびͦの近辺の中世城郭ʕ෮ݩ図と関連資料ʕ』，京都େֶ人文Պֶ研究所，

　　1986年。

２）അ智光「ᶛ�7下ࡾ城跡」『京都市遺跡۷ࢼ調査報告 平成19年』，京都市文化市民局，2008年。

。京都市文化市民局，2018年，『۷調査報告 平成29年ࢼ京都市遺跡』「城跡ࡾᶜ下」ࢠرਢѥࠇ（３

ྡՈ
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4%�

ງ̐C
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ਤ14　֘ʹ͓͚Δ堀ͷਪఆઢ（1ɿ250）
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Ⅵ　周山城跡

１　調査経過（図１～５）

調査地は，京都市右京区京北下熊田町大迫に所在し，周知の埋蔵文化財包蔵地である「周山城跡」

に該当する（図１）。周山城跡の周辺で林道造成が行われている近況に鑑み，平成28年度に現地踏

査や，航空レーザー測量による詳細測量図（赤色立体地図）の作成を行った１）ɻその後も継続的に

踏査を実施してきた結果，近年の台風や積雪の影響等で多くの石垣が傷んでいることが判明した。

令和２年度の踏査で，周山城跡の中でも特に残りの良い石垣に崩落の危険性がある箇所を確認した

ため，現況を記録するためのオルソ測量と，石垣の崩落防止対策を行うこととした。まず，測量前

に石垣周辺の清掃を行い，その後写真撮影とオルソ測量，崩落防止対策を実施した。令和２年11月

24日から開始し，12月12日に現地での全ての作業を終了した。調査面積は199㎡である。

図１　周山城跡と周辺城郭関係遺跡位置図（１：60,000）
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２．遺　跡（図６，表１）

（１）Ґஔとڥ

周山城跡は，北東から流れる桂川と北北西から流れる弓削川の合流点西側，標高509.4mの黒尾

山に至る丘陵尾根上に展開する山城である。城の南山麓を，京都と日本海側を結ぶ長坂街道（現在

の周山街道）が通り，現在も交通の要衝になっている。また，城の北東には禁裏御料地であった山

国荘，北側の弓削川上流には中世後期に天龍寺領になった弓削荘が存在する。

周山城跡には，尾根を東西に分断するように二つの大きな堀切があり，堀切の東側を「東城」，西

側を「西城」とする２）。東城は標高約480mをピークとする丘陵頂部を「中心部」として，８つの

支尾根に放射状に郭が構築されており（図６），個々の尾根上に展開する郭の特徴については平成

29年度報告書でまとめられている３）。また，中心部と支尾根間，郭間，また支尾根間を行き来でき

るような「道（城道）」の存在も明確になり，相互の連絡についても推定できるようになった。

一方の西城は，東西200mに渡って広がる郭群で，西端，中央，東端に主要な郭が分布する。東

城と異なり，現状では石垣は確認されておらず，「石垣を多用」した東城に対して，西城は「土の

城」と言われてきた。ただし，赤色立体図を検討したところ，東城と類似した成形が行われている

ことが確認できたことから，今後石垣の有無を検討する必要がある。

図２　調査前全景（北西から） 図３　調査前全景（北西から）

図４　 石垣清掃作業風景（北西から） 図５　石垣清掃作業風景（北から）
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図６　周山城跡縄張図（１：6,000）
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表１　周山城跡及び丹波国関連年表

߸� ྐྵ ݄ ɹ߲ࣄ ྉ໊࢙

Ӭ1� 1569 4�18 ୮ӋलΒ৫ా৴ՈਉΑΓɼӉཔॏͷ୮ࠃࢁࠃʹର͢Δҧཚఀࢭͷ࿈ॺঢ়͕ग़͞ΕΔɻ
୮ӉཔॏѼ໌ஐ
ޫल࿈ॺঢ়

9 ୮ऺࠃɼ৫ా৴Λઁևʹ๚ͶΔɻ ӬҎདྷه

ُ̐ݩ 15�� 1��� େࡕຊࣉئͷݦ͕ேٛܠʹରͯ͠ɼഡਖ਼ͷژਐܸͷܭըΛฉ͍͕ͨɼ୮ෆͷࠃͳͷͰ৴༻ʹΓͳ͍ɼͱޠΔɻ ্ਓจҊݦ

ఱਖ਼̏ 15�5 6�� ৴͕୮ͷ౻ࢯɼӉࢯΛെ͢ΔͨΊɼ໌ஐޫलΛ͚ࠩ͠Δࢫ
Λখിࠨഅհɼউࢯܧʹ͑Δɻ

খിจॻʗهޚ༻
ॴຊ

6�19 ޫलɼখിࠨഅਐͷ҆ߦṉͱઅʹΑͬͯ৽Λ༩͑Δࢫ͑Δɻ খിจॻ

8݄ ޫलɼ৴ͷӽલ܉ैʹུ߈ɻ ৴ެه

8��1 ޫलɼӽલ๛ݪΑΓখിࠨഅਐॻঢ়ΛૹΓɼઓ͕ऴΘΕ୮ʹ߈ΊࠐΈɼӉࢯΛ౼െ͢ΔࢫΛ͑Δɻ খിจॻ

9݄ ৴͔Βɼॾকʹରͯ͠ग़ਞ໋ྩ͕ग़͞ΕΔɻ Ոจॻࡉ

11��4 ീ๛৴ɼ٢ݩय़ɼޫल͕ࠇҪʹഡਖ਼Λแғ͠ɼ୮ऺͷա͕ޫलʹҰຯ͍ͯ͠Δͱใ͢ࠂΔɻ ٢Ոจॻ

ఱਖ਼̐ 15�6 1�15 ଟल͕࣏ཪΓɼ໌ஐ܉ͷࠇҪ߈Ίࣦഊ͢Δɻ هᷭݟ݉

1��1 ޫलɼژʹؼΔɻ هᷭݟ݉

ఱਖ਼̒ 15�8 4�10 ޫलɼଟࢯՈਉɾߥߝࢯͷډʢߥʣΛऔΓ͖רਫͷखΛࢭΊɼΛམͱ͢ɻ ৴ެه

1��11 ޫलɼଟल࣏ͷؗʢീ্ʣΛऔΓ͖רɼງɾญɾࡤΛزॏʹ͚߈ғ͢Δɻ ৴ެه

ఱਖ਼̓ 15�9 ���8 ޫलɼُ͏͔ʹࢁɻ هᷭݟ݉

5�18 ఆ࣮ͷখΛ๚ͶΔɻീ্ؕམഭΔɻࠤΊਞதͷ߈ɼീ্ݟ٢ా݉ هᷭݟ݉

6�1 ീ্མɼ࢛ඦਓ౼ࢮɻଟܑఋั·Γɼُࢁɻ هᷭݟ݉

��19 ޫलɼʮӉߏʯΛୀ͍ͨऀΛ౼ͪऔΔɻ͞ΒʹَϲΛܸ͠߈ɼͷཁΛ͑ߏΔɻ ৴ެه

8�9 Ҫམɻࠇ ৴ެه

ఱਖ਼̕ 1581 4�9 ాफ͔ࢁُ͕ٱΒ୮Ԟ෦ਐΉɻ ాफٱ౬ه

4�10 फٱɼޫलɾࡉࢠͱͱʹࢁͰलຬͷৼ͍Λड͚Δɻ ాफٱ౬ه

4�1� ޫल͕୮ӉͷҪށΛ۷ΔͨΊɼݟ٢ా݉ʹՏݪࢁͷݣΛٻΊΔɻ هᷭݟ݉

8�14 津田宗久，丹波周山へ行き，光秀と十五夜の月見を楽しむ。 ాफٱ౬ه

ఱਖ਼10 158� 6�� ຊࣉͷมɻ هᷭݟ݉

6�1� ͷ߹ઓɻ࡚ࢁ هᷭݟ݉

6�15 ຊࣗমɻࡔ هᷭݟ݉

ఱਖ਼1� 1584 ��4 秀吉，周山城へ赴く هᷭݟ݉

　太字は，「周山」「周山城」の登場記事。

年表は，福島克彦「明智光秀の丹波支配年表」『明智光秀　周山城物語』（財）京都ゼミナールハウス，1995

年・坂田聡編『禁裏領山国荘』高志書院，2009年を参考に作成。
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（２）पࢁͷྺ࢙（ද１）

周山城の築かれた丹波地域は，元亀４年（1573）２月に将軍足利義昭と織田信長が決裂した頃

から，反信長勢力が伸張する。天正３年（1575）３月から信長の丹波攻略が始まり，同年９月以

降に明智光秀が参加している。しかし，天正４年（1576），丹波八上城主・波多野秀治の裏切りに

より，赤井（荻野）直正の籠もる黒井城（兵庫県丹波市）攻めに失敗するなど，丹波攻略には時間

を要した。光秀は再度の丹波攻略のため，余部城（京都府亀岡市），ついで天正５年（1577）に亀

岡城の築城を開始する。その後，天正７年（1579）５月末に八上城，８月に黒井城を落城させた４）。

当時京北地域には反信長勢力として宇津氏が勢力を張っていた。宇津氏は山国荘の西部・宇津郷

の土豪で，16世紀初頭に近隣の荘園村落に侵入を繰り返していた。天文９年（1540）７月，11月，

天文13年（1544）４月には，幕府から細川晴元，六角定頼らに宇津氏の山国荘違乱を停止する命

令が出されており，その後も違乱を再発していたようである。また，永禄５年（1562），宇津頼重

は小野山５）代官職補任を自称し，現地へ入部しようとした。

永禄12年（1569）には光秀を含む織田家家臣が，宇津頼重に対して，禁裏領である山国荘に対

する違乱を止めるよう連署状を出した。また，天正３年（1575）には，信長が宇津氏征伐のため

光秀を差し向けた。宇津氏は「宇津構（宇津城）」を拠点として抵抗したため，光秀が宇津構を攻

略したのは天正７年７月であった。光秀はその後，宇津城の改築を手掛ける一方で，周山城を築城

したと推測されており，同時並存の可能性も考えられている６）。

周山城について記述のある史料は極めて限られているが，『津田宗久茶湯日記』天正９年８月条

に，津田宗久が明智光秀に招かれて月見をした記録が残る。また，京の吉田神社の神職である吉田

兼見の日記『兼見卿記』天正12年（1584）２月４日条から，羽柴（豊臣）秀吉が周山城に向かっ

たことが分かる。このことから，周山城は天正９年頃に築城され，光秀が天正10年（1582）６月

13日の山崎の合戦で敗れた後も，少なくとも天正12年頃までは存続していたと考えられる。

ڀݚ・ԟͷ調査ط（３）

周山城跡での埋蔵文化財調査は，これまで小規模な工事に伴う詳細分布調査が２件７）実施されて

いるのみで，発掘調査は１度も行われていない。また，福島克彦・高橋成計氏が作成した縄張り図

や，京都府教育委員会が実施した中世城館跡の調査等８）によって城の様相は示されていたものの，

正確な測量調査などは行われていなかった。そのため，京都市は平成29年度に航空レーザー測量

による調査を実施し，赤色立体図を作成した。その結果，周山城は東西約1.4km，南北約0.7kmに

及ぶ山城であることが明らかになったとともに，各郭の正確な位置や規模，各郭を結ぶ「道（城

道）」などを把握することが可能となった。以降は継続的に踏査を実施しており，令和元年度には

赤色立体図によって明らかになった新たな平場の確認を行い９），令和２年度には赤色立体図上で道

状遺構として視認できるものの未踏査だった部分について現地確認を行った10）。合わせて採集瓦の

報告も行っており，周山城に関する基礎的な資料の収集に努めている。
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３．遺　構（巻頭図版２～４，図版12～14，図７～19，表２）

今回測量調査の対象としたのは，東城の西尾根に存在する郭５・

６の石垣・石塁の一部である（図８）。測量範囲全体の平・立面図を

図10に，断面図を図19に示した。なお，個々の石の寸法を述べる場

合は，小口部分の長辺を長径，短辺を短径とし，奥行きの長さを長

軸，これに直交する長さを短軸（図７）とする11）。

今回の測量範囲において共通するのは，野面積みである点，基本的に周辺から採取された自然石

を用いていると推測できる点である。なお，矢穴や刻印は確認できない。以下，個々の石垣・石塁

について述べる。

郭５北面石垣　Ａ−Ｃ（図 11 〜 13）　高さ最大3.9mの北面石垣である。今回はA−C部分の東

西約20mを測量した。残存部の高さは，断面１で1.45m，断面２で3.6m，断面３で3.9mである。

また，天端からの高さは，断面１で2.5m，断面２で4.5m，断面３で4.85mである。断面２東側よ

り東は，上部の石が崩落した箇所が目立つ。

郭５北西部の隅角部には，長辺が80cm前後の比較的大きな角石を重ねて積む。長辺と短辺が互

い違いになるよう積み上げる箇所もあるが不統一である。勾配は，断面１で73˚，断面２で69˚，断

面３で65˚である。

築石は，長径が40〜60cm，短径が20〜30cmのものが多い。大きいもので長径が70〜95cm，

短径が40〜45cmである。間詰石には，直径10cm程度の円礫と，長径が10〜15cm，短径が5〜

10cmほどの角礫が用いられている。基底部には，長径が30〜50cm，短径が10〜15cmの扁平な

角礫を用いる傾向がある。

郭５西面石垣　Ｃ−Ｄ（図 14）　郭５北面石垣西端と接続する西面石垣である。今回はＣ−Ｄ部

分の南北約９mを測量した。断面４で，残存部の高さは2.0m，勾配は76˚である。

築石は，長径が40〜60cm，短径が20〜30cmのものが多い。大きいもので長径が70〜95cm，

短径が40〜45cmである。間詰石には，直径10cm程度の円礫と，長径が10〜15cm，短径が5〜

10cmほどの角礫が用いられている。基底部には，長径が30〜50cm，短径が10〜15cmの扁平な

角礫を用いる傾向がある。

郭６北側石塁　Ｅ−Ｉ （図 15 〜 17）　郭５北面石垣西端と接続する東西方向の石塁である。東側

は郭５北面・西面石垣のコーナー部に取り付き，西側は郭６北面石垣のコーナー部に取り付く。東

西長は約21mあり，天端の幅は約1.3mである。高さは，断面５で1.0m，断面６で1.6m，断面７

で1.6mである。勾配は，断面５で77˚，断面６で79˚，断面７で78˚である。

築石は，長径が30〜50cm，短径が20〜30cmのものが多い。大きいもので長径が70〜95cm，

短径が40〜50cmである。１箇所墓石とみられる長径20m，短径15cmの転用石が用いられてい

る。間詰石には，長径が10〜15cm，短径が5〜10cmほどの角礫が用いられる。ただし，現状で

は空洞部も多い。基底部には，長径が30〜50cm，短径が10〜15cmの扁平な角礫を用いる傾向

図７　石材採寸図

53࿘ᒣᇛ㊧ሗ࿌᭩0103ࠉಟṇ.indd   98 2022/02/22   20:03:01



－99－

表２　遺構概要表

҆土౧ࢁ時 郭５北面・西面石垣ɼ郭６北面石塁ɼ北面石垣

時　　 遺　　　　ߏ උ　　ߟ

図８　遺構位置図（１：1,000）

がある。

郭６北面石垣との接続部分Ｈ−Ｉは，折れを形成し西面で南北長約2.7mである。残存部の高さ

は1.7mである。隅角部にあたるＨでは，長辺が50cm前後の角石を重ねて積む。

郭６北面石垣　Ｉ−Ｊ（図 17・18）　郭６北側石塁東端と接続する北面石垣である。今回はＩ−

Ｊ部分の南北約７mを測量した。Ｈ−Ｉと接続し郭６北側石塁の北側より約2.7ｍ南に形成され折

れ部となる。

残存部の高さは，断面８で1.2mである。また，天端

からの高さは1.8mである。勾配は，断面８残存部で

83˚だが孕み出しが顕著で崩落箇所も多い。

築石は，長径が40〜50cm，短径が20cm前後のも

のが多い。大きいもので長径が70〜80cm，短径が

30cmである。崩落部分で宝篋印塔の基底部を確認し

ており（図９），部分的に転用石を用いていたことが分

かる。間詰石には，長径が10〜20cm，短径が5〜

10cmほどの角礫が用いられている。
図９　宝篋印塔検出（北から）
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 ４．遺　物（図９・20・21，表３）

今回の測量範囲である郭５・６では，清掃中に土器類，瓦類

などをごく少数確認した。土器類では焼締陶器２点，施釉陶器

１点，瓦類では丸瓦１点を確認したが，いずれも細片である。

その他，石製品などを確認した。また，東城中心域の郭１周辺

で軒丸瓦１点，軒平瓦２点を表採し，合計コンテナ１箱分を採

集した。このうち郭１出土の軒平瓦２点と，郭６北面石垣付近

出土の宝篋印塔を図示した。

１は水切り付き軒平瓦，２は唐草文軒平瓦である（図20）。

平瓦凹面はナデ，凸面はケズリを施す。

３は宝篋印塔の基礎部分である（図21）。底部幅21.8cm×

22.8cm，高さ16.3cm，上部に複弁蓮華文，下部三面に格狭間が彫られる。本来は郭６北面石垣に

用いられた転用石と考えられるが，原位置は留めておらず北側に落下していた（図９）。

1

2

̌ 10DN

図20　軒平瓦実測図（１：４）

表３　遺物概要表

１ശ２ശ߹　ܭ ３（１ശ）

҆土౧ࢁ時 焼కಃࢪ・ثᬵಃྨנ・ث １࠲２ɼๅᝫҹౝנฏݢ

˞　ίϯςφശͷ߹ܭɺཧޙɺ̖ ϥϯΫͷ遺物Λந出ͨͨ͠Ίɺ出土時Αり１ശଟ ͳ͍ͬͯ͘Δɻ

　　༰ ίϯςφ
ശ

̗ϥϯΫ
ശ

̘ϥϯΫ
ശ時　 ̖ϥϯΫ

図21　宝篋印塔基礎部分実測図（１：８）

3

̌ 20DN
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５．石垣崩落防止対策（図22～26）

今回，石垣崩落防止対策を

行った箇所は郭５西面石垣の

計２箇所である（図22）。緊

急的な措置であるため，現地

に存在する落下した築石を用

いて積み重ねながら，モルタ

ルで固めて対策を行った。

１箇所目は，郭５北西隅部

の隅角部である（図23）。隅

角部の下部の角石が抜け落ちていたため，抜け落ちた箇所に角石を入れ，間詰石とモルタルで固め

た（図24）。

２箇所目は，郭５西面石垣の中央付近である（図25）。今回は人力での作業であったため，大き

な築石を補修に用いることが厳しい状況であった。そのため，実際の築石よりも小ぶりの石を選ん

で，モルタルで固めながら積み重ねて対策を行った。

いずれも緊急的な仮の措置であるため，今後の経過を見ながら必要に応じて，より良い方法で石

垣崩落防止対策を検討する必要がある。

図22　補修箇所立面図（郭５西面石垣 Ｃ－Ｄ間）（１：100）

図24　補修箇所１（補修後）（西から）図23　補修箇所１（補修前）（北西から）

図25　補修箇所２（補修前）（西から） 図26　補修箇所２（補修後）（西から）
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６．まとめ（図27）

今回の調査では，初めて周山城の石垣の測量を実施した。特に残りの良い郭５北面石垣，郭６北

側石塁の特徴を整理して，まとめとしたい。

郭５北面石垣について

郭５北面石垣は，現在周山城で確認できる石垣の中で最大規模の石垣である。その特徴を整理す

ると以下の通りである。

１．築石部には長径が40〜60cm，短径が20〜30cm程度の自然石を用いる。

２．残存石垣の高さは最大3.9m，天端からの高さは4.85mである。

３．石垣の勾配は70˚前後を基本とする。

４．北西隅部の隅角部は「角石の積み重ね」が確認でき，縦積みをまじえたものである。また，     

長辺と短辺が互い違いになるよう（角石の控えが交互になるよう）積み上げる「算木積み」は

一部のみで，角脇石は築石などで代用する。

５．角石は，隅角をもつ自然石から選択して，勾配となる稜線をつくる。

成立時期を推測する大きな要素の一つである隅角部に着目すると，郭５北西の隅角部では「角石

の積み重ね」が確認できる。隅角部の「角石の積み重ね」については，近江・宇佐山城12）などで確

認できる13）。一方，構造的にも安定した角石に角脇石を組み合わせた「算木積み」が出現するのは，

天正4年（1576）に構築が始まったとされる安土城の本丸天守台や二ノ丸周辺部であることが指

摘されている14）。

また，門脇石が築石や複数の小石を入れることで代用される，角石が隅角をもつ自然石から選択

されて勾配となる稜線をつくるなどの特徴は，天正，文禄年間の特徴とされる15）。

以上のことから，郭５北面石垣は周山城が築城されたと推定される天正年間の特徴を備えてい

ると指摘できる。
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図27　Ｅ－Ｃ－Ｄ間立面概念図（１：100）
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郭６北側石塁について

郭６北側石塁は，郭５北面及び西面石垣の直下に位置する。ただし，塁線が明確にずれており，

郭５の塁線から北に突き出た形状となっている（図10）。この形状については，構築された時期差

の問題が指摘されている16）。時期差について現状では明らかにし難いが，郭６北側石塁の突出部分

は郭５西面石垣の北西隅に接続していること，郭６の石塁上部には築地塀などの遮蔽物が存在して

いた可能性が高く，石塁内側塁線は郭５北面石垣塁線の延長線上にあることからも，同時期の築造

ととらえた方が説明がつきやすいと考えられる（図27）。むしろ自然地形の高度の変化に応じて石

垣や石塁の高さがある程度規定されてしまうため，防御方法に工夫をこらしたと考える。

まとめ

周山城は文献史料などから天正９年（1581）頃に築城され，少なくとも天正12年（1584）頃

まで存続していたとされる。築城から廃城までの期間が短く，その後も大規模な改修が見受けられ

ないことから，天正10年前後の築城技術を検討できる貴重な城であると言える。

今回は石垣の崩落防止対策に伴う緊急的な調査であったが，今後も周山城の保全とともに，継続

的に調査を行って基礎データを積み重ねていくことが重要である。　　　　　　　（熊谷　舞子）
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図版１　平安宮内裏内郭回廊跡・聚楽遺跡　遺構

２　２区全景（東から）

１　１区全景（東から）

★写真図版.indd   3 2022/02/22   20:03:44



１　１区北壁断面（南から）

図版２　平安京左京三条四坊十三町跡・三条せと物や町跡　遺構

２　２区北壁断面（南から）

★写真図版.indd   4 2022/02/22   20:03:45



１　２区第１面全景（南から）

図版３　平安京左京三条四坊十三町跡・三条せと物や町跡　遺構

２　２区拡張部落込み45遺物出土状況（北西から）

★写真図版.indd   5 2022/02/22   20:03:47



図版４　平安京左京三条四坊十三町跡・三条せと物や町跡　遺物

１　１・２区出土瀬戸黒茶碗

２　２区落込み45出土信楽焼水指（蓋）
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図版５　平安京左京三条四坊十三町跡・三条せと物や町跡　遺物
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２　第２面全景（北から）

１　第１面全景（北から）

図版６　白河街区跡　遺構

★写真図版.indd   8 2022/02/22   20:03:50



図版７　白河街区跡　遺構・遺物

１　第３面全景（北から）

２　土取り底及びSK140・141（北東から） ４　第２面掘り下げ時出土遺物（55）

３　SX134出土遺物（上から15・16・17）
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図版８　山科本願寺南殿跡（第９次・第10次）　遺構

２　２区第１面溝21・柱列（東から）

１　２区第１面全景（北から）
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図版９　山科本願寺南殿跡（第９次・第10次）　遺構

１　１区第２面全景（南から）

１　１区第２面土坑検出状況（北西から）
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１　調査区全景（北から）

図版10　下三栖城跡　遺構
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１　堀４・造成肩６全景（南東から）

３　SX ２断面　（南から）

２　SX ２断面　（南西から）

４　２区東辺段差断ち割り状況　（北東から）

図版11　下三栖城跡　遺構
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図版12　周山城跡　遺構

２　郭５西面石垣・郭６石塁（西から）

１　郭５北面・西面石垣（北西から）
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３　郭６北側石塁（西から）

１　郭５北面石垣（北東から） ２　郭６北側石塁上面（西から）

図版13　周山城跡　遺構

★写真図版.indd   15 2022/02/22   20:03:57



１　郭６北側石塁西面と北面石垣（西から）

２　郭６北面石垣折れ部分（北西から）

図版14　周山城跡　遺構

★写真図版.indd   16 2022/02/22   20:03:58
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